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まえがき

対象読者

本書は，HP OpenVMS AlphaまたはHP OpenVMS I64 Version 8.2オペレーティ
ング・システムのすべてのユーザを対象にしています。OpenVMS Version 8.2のイ
ンストレーション，アップグレード，あるいはご使用の前にお読みください。

本書の構成

本書の構成は以下のとおりです。

• 第 1章は，OpenVMS Alphaオペレーティング・システムのアップグレードおよ
びインストレーションと，OpenVMS I64のインストレーションに関する注意事
項について説明します。

• 第 2章は，OpenVMSの関連製品のインストレーションおよびサポート情報につ
いて説明します。

• 第 3章は，OpenVMSオペレーティング・システムの一般的な使用に関する注意
事項について説明します。

• 第 4章は，特にOpenVMSのシステム管理に関する注意事項について説明しま
す。

• 第 5章は，OpenVMSシステムでのプログラミングに関する注意事項について説
明します。コンパイラ，リンカ，およびランタイム・ライブラリ・ルーチンを使
用する際の注意事項も含まれています。

• 第 6章は，OpenVMSオペレーティング・システムが実行されるハードウェアに
ついての情報と，OpenVMSのデバイス・サポートについての情報を示します。

• 付録 Aは，本リリースではサポートされなくなったOpenVMS製品，または廃止
予定のOpenVMS製品についての情報を示します。

• 付録 Bは，プロセッサ Alpha 21264 (EV6)を使用する際に非常に重要な，インタ
ーロックされたメモリ命令の正しい使用方法について説明します。

可能な限り，機能または製品名ごとに注意事項が分類されています。

本書に記載されている注意事項には，今回のリリースから適用されるものと，以前の
リリースから引き続き適用されるものが含まれています。各注意事項が最初に適用
されたバージョンが，項目タイトルとして (V7.3-2のように)示されています。また
は，古い注意事項が更新された場合はそのバージョンが示されています (たとえば，
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V7.3-2の注意事項で， Version 8.2で改訂されたものには，V8.2という見出しが付き
ます)。

次のような場合も，以前のバージョンの注意事項が掲載されます。

• その情報がOpenVMSドキュメント・セットのどのマニュアルにも記載されてお
らず，その注意事項の内容がまだ適用される場合。

• 注意事項がマルチ・バージョンのOpenVMS Clusterシステムに適用される可能
性がある場合。

関連資料

本バージョンのOpenVMSオペレーティング・システムで利用できるドキュメントの
一覧については，『HP OpenVMS Version 8.2新機能説明書』を参照してください。

本書で使用する表記法

本書では，次の表記法を使用しています。

表記法 意味

Ctrl/x Ctrl/xという表記は， Ctrlキーを押しながら別のキーまたはポインテ
ィング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

PF1 x PF1 xという表記は， PF1に定義されたキーを押してから，別のキー
またはポインティング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

Return 例の中で，キー名が四角で囲まれている場合には，キーボード上でその
キーを押すことを示します。テキストの中では，キー名は四角で囲まれ
ていません。

HTML形式のドキュメントでは，キー名は四角ではなく，括弧で囲ま
れています。

. . . 例の中の水平方向の反復記号は，次のいずれかを示します。

• 文中のオプションの引数が省略されている。

• 前出の 1つまたは複数の項目を繰り返すことができる。

• パラメータや値などの情報をさらに入力できる。

.

.

.

垂直方向の反復記号は，コードの例やコマンド形式の中の項目が省略さ
れていることを示します。このように項目が省略されるのは，その項目
が説明している内容にとって重要ではないからです。

( ) コマンドの形式の説明において，括弧は，複数のオプションを選択した
場合に，選択したオプションを括弧で囲まなければならないことを示し
ています。

[ ] コマンドの形式の説明において，大括弧で囲まれた要素は任意のオプシ
ョンです。オプションをすべて選択しても，いずれか 1つを選択して
も，あるいは 1つも選択しなくても構いません。ただし， OpenVMS
ファイル指定のディレクトリ名の構文や，割り当て文の部分文字列指定
の構文の中では，大括弧に囲まれた要素は省略できません。

xvi



表記法 意味

[ | ] コマンド形式の説明では，括弧内の要素を分けている垂直棒線はオプシ
ョンを 1つまたは複数選択するか，または何も選択しないことを意味
します。

{ } コマンドの形式の説明において，中括弧で囲まれた要素は必須オプショ
ンです。いずれか 1つのオプションを指定しなければなりません。

太字 太字のテキストは，新しい用語，引数，属性，条件を示しています。ま
た，変数を示す場合にも使用されています。

italic text イタリック体のテキストは，重要な情報を示します。また，システ
ム・メッセージ (たとえば内部エラーnumber)，コマンド行 (たとえば
/PRODUCER=name)，コマンド・パラメータ (たとえばdevice-name)
などの変数を示す場合にも使用されます。

UPPERCASE
TEXT

英大文字のテキストは，コマンド，ルーチン名，ファイル名，ファイル
保護コード名，システム特権の短縮形を示します。

Monospace type モノスペース・タイプの文字は，コード例および会話型の画面表示を示
します。

Cプログラミング言語では，テキスト中のモノスペース・タイプの文字
は，キーワード，別々にコンパイルされた外部関数およびファイルの名
前，構文の要約，または例に示される変数または識別子への参照などを
示します。

- コマンド形式の記述の最後，コマンド行，コード・ラインにおいて，ハ
イフンは，要求に対する引数がその後の行に続くことを示します。

数字 特に明記しない限り，本文中の数字はすべて 10進数です。 10進数以
外 (2進数， 8進数， 16進数)は，その旨を明記してあります。
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1
OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグ

レードに関する注意事項

この章では，OpenVMS I64 Version 8.2のインストール，およびOpenVMS Alpha
Version 8.2のインストールやアップグレードに必要な情報について説明します。
Alphaおよび I64システムのユーザに共通のトピックを最初に説明し，その後の節
で，特定のプラットフォームのユーザ向けに説明します。

OpenVMS Version 8.2のインストールまたはアップグレードの際には次のマニュア
ルをすべてお読みください。

• 『HP OpenVMS Version 8.2リリース・ノート[翻訳版]』 (本書)

• 『HP OpenVMS Version 8.2新機能説明書』

• 『HP OpenVMS Version 8.2 Upgrade and Installation Manual』

ハードウェアに関する注意事項については第 6章，関連製品については第 2章を参照
してください。

1.1 弊社ソフトウェアのテクニカル・サポート方針

弊社では，OpenVMSオペレーティング・システム・ソフトウェアの最新版 (現在出
荷されているバージョン)と，直前のバージョンの製品について，ソフトウェアのテ
クニカル・サポートを行います。各バージョンは，リリース日より 24カ月間，また
は次の次のバージョンがリリースされるまでの期間 (いずれか長い方)，サポートされ
ます。「バージョン」は，新しい機能と拡張を含むリリースと定義されます。サポー
ト方針としては，パッチ・キットやメンテナンス専用のリリースは，この「バージョ
ン」の定義に当てはまりません。

これらのガイドラインに基づいて，OpenVMSのバージョンごとに，OpenVMSオ
ペレーティング・システム・ソフトウェアの，現行バージョン・レベルのサポート
(標準サポート (SS))と旧バージョンのサポート (PVS)が行われます。OpenVMS
AlphaとOpenVMS VAXの最近のバージョンに対する現在のサポート・レベルは，
次のWebページから入手してください。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/openvms_supportchart.html
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OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.1弊社ソフトウェアのテクニカル・サポート方針

オペレーティング・システムのサポート方針は，すべてのOpenVMSメジャー・リリ
ース，新機能リリース，および拡張リリースに適用されます。各リリースの定義は，
次のとおりです。

• メジャー・リリースには，根本的な新機能が含まれます。バージョン番号の整数
部分に，次に大きい数字が使用されます (例: 6.2-1H1から 7.0へ)。

アプリケーションへの影響: OpenVMSの内部インタフェースが変更されていま
す。大半のアプリケーションではバイナリ互換性が維持されますが，独立系ソフ
トウェア・ベンダ (ISV)は，新しいバージョンでテストを行い，場合によっては
新しいアプリケーション・キットをリリースする必要があります。アプリケーシ
ョン・パートナは，オペレーティング・システムの新しい機能を活用するため
に，新しいアプリケーション・キットをリリースすることもできます。

• 新機能リリースには，新機能，拡張機能，およびメンテナンス上の更新が含まれ
ます。バージョン番号の小数第 1位に，次に大きい数字が使用されます (例: 7.2か
ら 7.3へ)。

アプリケーションへの影響:このリリースでは，公開されたアプリケーション・プ
ログラミング・インタフェース (API)は廃止されません。ただし，重要な新機能
の追加や性能の向上により，OpenVMSの内部インタフェースが変更されている
ことがあります。マニュアルに記載されている APIを使用するアプリケーション
のほとんど (95%)については，新しいアプリケーション・キットは不要です。デ
バイス・ドライバとカーネル・レベルのアプリケーション (標準で規定されていな
い APIまたは説明されていない APIを使用するアプリケーション)については，
適合性テストが必要になることがあります。

• 拡張リリースには，既存の機能に対する拡張機能やメンテナンス上の更新が含ま
れます。バージョン番号のダッシュ (-)以降に，次に大きい数字が使用されます
(例: 7.3-2)。

アプリケーションへの影響:このリリースには，新しいハードウェア・サポート，
ソフトウェアの拡張機能，およびメンテナンス上の更新が含まれていますが，こ
の変更は公開された APIを使用するアプリケーションに影響を及ぼしません。
ISVでは新しいリリースをテストしたり，新しいアプリケーション・キットを作
成したりする必要はありせん。

• ハードウェア・リリースは，特定のハードウェア・サポートを含む次のリリース
が出されてから 12カ月間，現行バージョン・レベルでサポートされます。ハード
ウェア・リリースは，新しいハードウェアを購入いただいた場合にのみ送付され
ます。サービス契約だけの場合は，ご利用いただけません。

OpenVMSの次の主な製品は，同時に出荷されたオペレーティング・システムのバー
ジョンと同じ期間だけ同じレベル (標準サポートまたは旧バージョンのサポート)でサ
ポートされます。

• HP Advanced Server for OpenVMS

• HP DECnet (フェーズ IV)
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OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.1弊社ソフトウェアのテクニカル・サポート方針

• HP DECnet-Plus for OpenVMS

• HP OpenVMS Cluster Client Software

• HP OpenVMS Cluster Software for OpenVMS

• HP PathWorksまたはHP PATHWORKS for OpenVMS

• HP RMS Journaling for OpenVMS

• HP TCP/IP Services for OpenVMS

• HP Volume Shadowing for OpenVMS

これらの製品のサポート・サービスを依頼するには，個別のサポート契約が必要で
す。オペレーティング・システムのサポート契約には含まれていません。

1.2 アプリケーションの互換性

OpenVMSでは，公開された APIは，どのリリースでも一貫してサポートされます。
通常，公開された APIを使用するアプリケーションであれば， OpenVMSの新しい
リリースをサポートするために変更が必要になることはありません。廃止された API
は，マニュアルから削除されますが，OpenVMSでは引き続き APIとして使用でき
ます。

1.3 修正キットの入手方法

弊社製品の修正キットは，HP ITリソース・センタ (ITRC)からオンラインで入手で
きます。 ITRCパッチ・ダウンロード・サイトを使用するには，ユーザ登録とログイ
ンが必要です。すぺてのユーザが登録可能で，サービス契約は不要です。次のURL
で，登録とログインができます。

http://www2.itrc.hp.com/service/patch/mainPage.do

また， FTPを使用して，次の場所からパッチを入手することもできます。

ftp://ftp.itrc.hp.com/openvms_patches

1.4 ネットワーク・オプション

V8.2

OpenVMSでは，使用するネットワーク・プロトコルを柔軟に選択できます。
DECnetが必要な場合も， TCP/IPが必要な場合も，OpenVMSではネットワークに
とって最適なプロトコルあるいは複数のプロトコルの組み合わせを選択できます。
OpenVMSでは，弊社のネットワーク製品と他社製ネットワーク製品のどちらも使用
できます。
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OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.4ネットワーク・オプション

OpenVMS Version 8.2のインストール時に，サポートされている次のHPネットワ
ーク・ソフトウェアをインストールすることができます。

• HP DECnet-Plus Version 8.2 for OpenVMSまたはHP DECnetフェーズ IV
Version 8.2 for OpenVMS (2つのDECnet製品を同時に実行することはできませ
ん)

DECnet-Plusには，DECnetフェーズ IV製品のすべての機能に加えて， TCP/IP
またはOSIプロトコルを介してDECnetを実行する機能も含まれています。

Prior Version Support契約を結ばれているお客様に対しては，DECnetフェーズ
IVがサポートされます。 Prior Version Supportサービスについての詳細は，第
1.1節を参照してください。

• HP TCP/IP Services for OpenVMS Version 5.5

TCP/IP ServicesとDECnetは，システム上で同時に実行できます。システ
ムにHP DECnet-Plus for OpenVMSと TCP/IP Servicesをインストールす
ると，DECnetアプリケーション，OSIアプリケーション，またはその両方
を， TCP/IPネットワーク上で実行できます。 TCP/IP上でのDECnetの実
行 (RFC 1859)， TCP/IP上でのOSIの実行 (RFC 1006)についての詳細は，
『DECnet-Plus for OpenVMS Management Guide』を参照してください。

または，OpenVMSをインストールした後で，OpenVMS Version 8.2で動作する他
社製ネットワーク製品をインストールすることもできます。

インストールの後でHPネットワーキング・ソフトウェアを構成したり管理したりす
る方法については， TCP/IP，DECnet-Plus，またはDECnetの各マニュアルを参照
してください。

1.5 古いバージョンのOpenVMSと互換性のないディスク

V8.2

OpenVMS Version 8.2のインストール手順では，ターゲット・ディスクをボリュー
ム拡張付き (INITIALIZE/LIMIT)で初期化します。これにより， Version 7.2よりも
前のOpenVMSとはディスクの互換性がなくなります。多くの場合，特に問題は発
生しません。ただし，この新しいディスクを Version 7.2よりも前のOpenVMSにマ
ウントする場合は，そのバージョンのオペレーティング・システムと互換性を持つよ
うに設定しなければなりません。設定手順の詳細は，『HP OpenVMS Version 8.2
Upgrade and Installation Manual』を参照してください。

これらの手順を実行すると，新しいシステム・ディスクの最小割り当てサイズ
(/CLUSTER_SIZEで定義)は，以前より大きくなることがあります。その結果，小
さなファイルが必要以上のスペースを専有するようになります。そのため，この手順
は， Version 7.2より前のOpenVMSにマウントしなければならないシステム・ディ
スクに対してのみ実行してください。
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OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.5古いバージョンのOpenVMSと互換性のないディスク

注意

ODS-5ディスクも， Version 7.2より前のOpenVMSとは互換性がありませ
ん。

1.6 HP DECwindows Motif for OpenVMS

V8.2

次の表に，HP OpenVMS 8.2オペレーティング・システムでサポートされている
DECwindows Motifのバージョンを示します。

表 1–1 サポートされている DECwindows Motifのバージョン

OpenVMSのバージョン DECwindows Motifのバージョン

OpenVMS I64 8.2 DECwindows Motif for OpenVMS I64 V1.5

OpenVMS Alpha 8.2 DECwindows Motif for OpenVMS Alpha V1.5

DECwindows Motifソフトウェアは，特定のバージョンのOpenVMSサーバおよび
デバイス・ドライバのイメージを必要とします。表 1–1に示すように，オペレーティ
ング・システム環境に適したバージョンのDECwindows Motifをインストールまた
はアップグレードするようにしてください。

以前のバージョンのDECwindows Motifのサポート情報については，『日本語 HP

DECwindows Motif for OpenVMSリリース・ノート』を参照してください。

DECwindows Motifソフトウェアのインストールについての詳細は，『日本語 HP

DECwindows Motif for OpenVMSインストレーション・ガイド』を参照してくださ
い。

1.7 HP SSL: HP SSL V1.2のインストール

V8.2

Alphaシステムまたは I64システムにHP SSL V1.2をインストールすると，
openssl.orgからの最新のセキュリティ修正のほか，新しい暗号方式やアルゴリズム
が利用できます。HP SSL V1.2キットは，レイヤード・プロダクト・ディストリビ
ューションに含まれています。オペレーティング・システムと TCP/IP Serices for
OpenVMSをインストールまたはアップグレードした後に，HP SSL V1.2をインス
トールすることをお勧めします。
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OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.7 HP SSL: HP SSL V1.2のインストール

SSL V1.2をインストールする前に， SSLのそれ以前のバージョンは削除しておく必
要があります。 SSLの削除とインストールには，以下のコマンドを使用してくださ
い。

$ PRODUCT REMOVE SSL
$ PRODUCT INSTALL SSL /SOURCE=ddcu:[directory]

SSLのインストールと使用法の詳細については，『HP Open Source Security for
OpenVMS, Volume 2: HP SSL for OpenVMS』を参照してください。

1.8 OpenVMS I64ユーザ向けの注意事項

以降の説明は，主にOpenVMS I64システムのユーザ向けです。

1.8.1 HP Integrityサーバの構成

V8.2

OpenVMS I64 Version 8.2リリースは， rx1600-2, rx1620-2, rx2600-2, rx2620-2,お
よび rx4640-8 Integrityサーバのすべての標準システム機能とコア I/Oをサポートし
ています。

OpenVMS I64 Version 8.2には， 2つの主要なストレージ・インターコネクトがあり
ます。

• SCSIストレージ・タイプはU320です。これは一部の Integrity Serverの Core
I/Oで使用しており，また A7173A U320 SCSIアダプタでも使用しています。外
部の SCSIストレージとの接続については，ストレージ・シェルフとしてDS2100
とMSA30をサポートしています。

• 外部の Fibre Channelストレージとの接続には， dual-port 2GB Fibre Channel
Universal PCI-Xアダプタ (A6826A)を使用します。このアダプタは，OpenVMS
がサポートしている SANベースの Fibre Channelストレージのいずれとも接続で
きます。

以前の評価版キットや，フィールド・テスト版キットをご使用のユーザは，下記の重
要な考慮事項にご注意ください。

• SCSIアダプタのうち，U160アダプタ (A6829A)は，OpenVMS I64 Version 8.2
では公式にサポートしていませんし， 2005年中にサポート期間が終わります。た
だし，システムを現在の構成のままにしておく限り，このアダプタを既存のハー
ドウェア用に使用することは可能です。アダプタを追加したり，別のサーバに移
行する場合は，U320タイプの SCSIアダプタが必要になります。
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OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.8 OpenVMS I64ユーザ向けの注意事項

• Fibre Channelについては， AB232AまたはKGPSA-EA FCアダプタをご使用の
場合があります。これらのアダプタは，OpenVMS I64 Version 8.2ではサポート
されませんので， Version 8.2上で製品版のアプリケーションを実行する前に，
A6826A FCアダプタにアップグレードする必要があります。

1.8.2 Integrity Serverでの System Event Log (SEL)のクリア

V8.2

HP Integrityサーバは，システム・コンソールのストレージ内に System Event
Log (SEL)を保存しており，OpenVMS I64システムは自動的に SELの内容を
OpenVMSエラー・ログに転送します。コンソールから操作しているとき，正常なブ
ート処理中に BMC (Baseboard Management Controller) SELが満杯である旨のメ
ッセージが表示されることがあります。 BMC SELが満杯の場合でも，プロンプトに
従って操作すれば，OpenVMSは SELの内容を処理し，運用を継続できます。手動
で SELをクリアしたい場合は， EFIシェルのプロンプトで，次のコマンドを入力し
てください。

Shell> clearlogs SEL

このコマンドにより， SELの内容がクリアされます。このコマンドは，最新のシス
テム・ファームウェア・バージョンで使用できます。

ご使用の IntegrityサーバにMP (Management Processor)が構成されていて，MP
コンソールと接続しているときに BMCイベント・ログの警告メッセージが表示さ
れた場合は，MPを使用して BMCイベント・ログをクリアすることができます。
Ctrl/Bを押して，MP>プロンプトを表示させます。MP>プロンプトで (メイン・メ
ニューから) SLを入力し， Cオプションでログをクリアします。

最新のシステム・ファームウェアをロードして使用することをお勧めします。システ
ム・ファームウェアのアップデートの詳細については『HP OpenVMS Version 8.2
Upgrade and Installation Manual』を参照してください。

1.8.3 Integrityサーバ用のファームウェア

V8.2

OpenVMS I64 Version 8.2は，サポートされている各 Integrityサーバ用の最新リリ
ースのファームウェアでテストされています。次の表に，推奨するファームウェア・
バージョンの一覧を示します。
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システム
システム・
ファームウェア

BMC
ファームウェア

MP
ファームウェア

DHCP
ファームウェ
ア

rx1600-2 1.10 2.33 E.02.29 適用外

rx1620-2 2.11 3.48 E.03.13 適用外

rx2600-2 2.31 1.52 E.02.29 適用外

rx2620-2 3.10 3.47 E.03.13 適用外

rx4640-8 2.13
3.11

2.35
3.47

E.02.29
E.03.13

1.10
1.10

新しい rx4640サーバのうちのあるものは，表に示すバージョンのうち，大きいバー
ジョン番号のファームウェアで出荷されます。このマニュアルが出版される時点で
は，既存のサーバをアップグレードするユーザ向けの最新のファームウェアは，小さ
いファームウェア番号のものです。OpenVMSは，両方のファームウェアでテストし
ています。 rx4640サーバの新しいファームウェアがリリースされたら，番号の大き
いファームウェアにアップデートすることをお勧めします。

サーバのファームウェア・バージョンを確認するには，次の例のように， EFI
(Extensible Firmware Interface)のコマンド INFO FWを使用します。 (EFIのア
クセス方法および使用方法については，『HP OpenVMS Version 8.2 Upgrade and
Installation Manual』を参照してください)。

Shell> INFO FW

FIRMWARE INFORMATION

Firmware Revision: 2.13 [4412] 1

PAL_A Revision: 7.31/5.37
PAL_B Revision: 5.65
HI Revision: 1.02

SAL Spec Revision: 3.01
SAL_A Revision: 2.00
SAL_B Revision: 2.13

EFI Spec Revision: 1.10
EFI Intel Drop Revision: 14.61
EFI Build Revision: 2.10

POSSE Revision: 0.10

ACPI Revision: 7.00

BMC Revision: 2.35 2
IPMI Revision: 1.00
SMBIOS Revision: 2.3.2a
Management Processor Revision: E.02.29 3

1 システムのファームウェア・リビジョンは， 2.13です。

2 BMCのファームウェア・リビジョンは， 2.35です。

3 MPのファームウェア・リビジョンは， E.02.29です。
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HP Integrity rx4640サーバには，アップグレード可能ファームウェアを備えた，
Dual Hot Plug Controller (DHPC)ハードウェアが含まれています。DHPCファ
ームウェアの現在のバージョンを確認するには，次の例のように， EFIの INFO
CHIPREVコマンドを使用します。ホット・プラグ・コントローラのバージョンが表
示されます。 0100という表示は， Version 1.0を意味します。 0110という表示は，
Version 1.1を意味します。

Shell> INFO CHIPREV

CHIP REVISION INFORMATION

Chip Logical Device Chip
Type ID ID Revision
------------------- ------- ------ --------
Memory Controller 0 122b 0023
Root Bridge 0 1229 0023
Host Bridge 0000 122e 0032
Host Bridge 0001 122e 0032
Host Bridge 0002 122e 0032
Host Bridge 0004 122e 0032
HotPlug Controller 0 0 0110
Host Bridge 0005 122e 0032
HotPlug Controller 0 0 0110
Host Bridge 0006 122e 0032
Other Bridge 0 0 0002
Other Bridge 0 0 0008

Baseboard MC 0 0 0235

ファームウェアのアップグレード手順については，『HP OpenVMS Version 8.2
Upgrade and Installation Manual』を参照してください。

1.8.4 Fibre Channelストレージ・デバイスからのブート

V8.2

多くのユーザは，速度の点と， SAN内で共通クラスタ・システム・ディスクとして
サービスできるという点から， Fibre Channel (FC)ストレージ・デバイスからのブ
ートを選びます。OpenVMS I64システムでの FCストレージ・デバイスからのブー
ト方法は，OpenVMS Alphaシステムでの FCストレージ・デバイスからのブート方
法と大きな違いがあります。

OpenVMS I64システムでの FCデバイスの構成方法および FCデバイスからのブー
トについては，『OpenVMS Cluster構成ガイド』の Fibre Channelの章を参照して
ください。
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1.8.5 インストール DVDからのブート

V8.2

サポートする最小メモリ構成 (512MB)の I64システムで，インストールDVDからブ
ートすると次のようなメッセージが表示されます。

********* XFC-W-MemmgtInit Misconfigure Detected ********
XFC-E-MemMisconfigure MPW_HILIM + FREEGOAL > Physical Memory and no reserved memory for XFC
XFC-I-RECONFIG Setting MPW$GL_HILIM to no more than 25% of physical memory
XFC-I-RECONFIG Setting FREEGOAL to no more than 10% of physical memory
********* XFC-W-MemMisconfigure AUTOGEN should be run to correct configuration ********

このメッセージは，システム・キャッシュ (XFC)の初期設定で，インストール中
のキャッシュ処理を有効にするために， SYSGENパラメータのMPW_HILIMと
FREEGOALを正常に調整したことを意味しています。インストールは続行できま
す。

1.8.6 I64システムのリブート設定

V8.2

I64システムは，リブートするようにコンソールから設定されていない限り，自動リ
ブートは行なわれません。クラスタ環境では， Alphaシステムはリブートされます
が， I64システムはシャットダウン後，コンソール・プロンプトの状態になります。

I64システムがリブートするように設定する方法については，『HP OpenVMS
Version 8.2 Upgrade and Installation Manual』を参照してください。

1.8.7 HP DECwindows Motifに関する注意事項

HP DECwindows Motifに関する以降の注意事項は，OpenVMS I64ユーザを対象と
しています。

1.8.7.1 キーボードのサポート

V8.2

HP DECwindows Motif for OpenVMS I64システムでサポートされているキーボー
ド・モデルは， LK463キーボードだけです。他のタイプのキーボードもOpenVMS
I64環境で動作する可能性がありますが，弊社では現在それらはサポートしていませ
ん。
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1.8.7.2 サーバ起動前の周辺デバイスの接続

V8.2

システムをDECwindows Xディスプレイ・サーバとして適切に構成するには，起動
前に，次のすべての周辺コンポーネントが接続されていなければなりません。

• モニタ

• USBマウス

• USBキーボード

接続されていない場合，サーバ・システムは初期化処理を正しく完了できないことが
あります。たとえば，入力デバイス (マウスおよびキーボード)なしでサーバ・システ
ムがスタートアップすると，ブランク・スクリーンになることがあります。

この問題を解決するには，すべての周辺コンポーネントを切り離してから再接続して
ください。

1.8.7.3 スタートアップ中に表示されるカウントダウン・メッセージ

V8.2

クライアント・オンリー・モード (サーバ無しの構成)でDECwindows Motifを実行
すると，起動中に次のようなメッセージが表示されることがあります。

Waiting for mouse...
Waiting for keyboard...

これらのメッセージは，デバイス・ポーリングの実行中だという情報を示しているに
すぎません。 15秒経過すると，これらのメッセージは消えます。

このメッセージが表示されないようにするには，システムを起動する前に，入力デバ
イス (USBマウスおよびUSBキーボード)を接続してください。

1.9 OpenVMS Alpha向けの注意事項

以降のリリース・ノートは，OpenVMS Alphaユーザ用です。

1.9.1 OpenVMS Alpha Version 8.2のファームウェア

V8.2

OpenVMS Alpha Version 8.2は， Alpha Systems Firmware CD-ROM Version 6.8
に収められているプラットフォーム固有ファームウェアでテストされています。フ
ァームウェア CD-ROMに含まれなくなった古いプラットフォームについては，最新
のファームウェア・バージョンでOpenVMS Alpha Version 8.2がテストされていま
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す。OpenVMSをアップグレードする前に，最新のファームウェアにアップグレード
することをお勧めします。

OpenVMS Alpha Version 8.2キットには， Alpha Systems Firmware CD-ROMと
リリース・ノートが同梱されています。ファームウェアをインストールする前にリリ
ース・ノートに目を通してください。

Version 6.8.と，最新のファームウェアの情報については，次のWebサイトを参照し
てください (URLの大文字と小文字は区別されます)。

http://ftp.digital.com/pub/Digital/Alpha/firmware/

1.9.2 アップグレード・パス

V8.2

OpenVMS Alpha Version 8.2では，下記のバージョンからのアップグレード・イン
ストレーションをサポートしています。OpenVMS I64 Version 8.2へのアップグレ
ードはサポートしていません。

Version 7.3-2
Version 7.3-1

現在，OpenVMS Alpha Version 6.2x～ 7.3を実行している場合は，まず Version
7.3-1または 7.3-2にアップグレードした後， Version 8.2にアップグレードする必
要があります。なお，OpenVMS Alpha Version 7.3-1システムの標準サポートは，
2005年 3月 31日で終了します。これ以降，OpenVMS Alpha V7.3-1システムは，
PVS (Prior Version Support)の対象とはなりません。OpenVMSオペレーティン
グ・システムのサポートの詳細については，次のWebサイトの表を参照してくださ
い。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/openvms_supportchart.html

これ以外のサポートされていないバージョンのOpenVMSを実行している場合は，以
前のバージョンのドキュメントに記載されているアップグレード・パスに沿って，複
数回のアップグレード作業を行わなければなりません。

クラスタの同時アップグレード
クラスタを一度にアップグレードする場合には，クラスタ全体をシャットダウンし
て，各システム・ディスクをアップグレードします。各コンピュータでアップグレー
ドおよびリブートが完了するまでクラスタを使用することはできません。各コンピュ
ータがリブートされると，それぞれのコンピュータではアップグレード後のオペレー
ティング・システムが実行されます。

1–12 OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項



OpenVMSソフトウェアのインストールおよびアップグレードに関する注意事項
1.9 OpenVMS Alpha向けの注意事項

クラスタのローリング・アップグレード
クラスタのローリング・アップグレードを実行する場合は，各システム・ディスクを
個別にアップグレードします。この場合，新旧バージョンのオペレーティング・シス
テムを同じクラスタ内で同時に実行できます (複合バージョン・クラスタ)。ただし，
この場合システム・ディスクが複数必要です。アップグレード中でないメンバ・シス
テムは使用可能です。

OpenVMS Alpha Version 8.2を含む混合バージョン・クラスタでサポートされる
OpenVMS AlphaとOpenVMS VAXのバージョンは，次のとおりです。

Version 7.3-2 (Alpha)
Version 7.3 (VAX)

クラスタ環境でアップグレードを行う場合，ローリング・アップグレードは
OpenVMS Alphaオペレーティング・システム Version 7.3-2および 7.3-1からの
アップグレードをサポートします。クラスタ内にこの他のバージョンが存在する場合
は，それらのバージョンをサポートされているバージョンにアップグレードするま
で，ローリング・アップグレードは実行できません。

どのバージョンのオペレーティング・システムも， V8.2システムとの混合クラスタ
をサポートするには，修正キットをインストールする必要があります。詳細は，第
4.18.4項を参照してください。

注意

現在 1つのクラスタでは，アーキテクチャにかかわらず，一度に 2つのバー
ジョンのOpenVMSの実行のみがサポートされています。 1つのOpenVMS
Cluster内でサポートされるアーキテクチャは， 2つだけです。 warrantedサ
ポートが提供されているのは，OpenVMS I64 Version 8.2との組み合わせで
す。詳細は，『HP OpenVMS Version 8.2 Upgrade and Installation Manual』
を参照してください。

OpenVMSオペレーティング・システムでwarrantedサポートが提供される組み
合わせ，migrationサポートが提供される組み合わせ，あるいはOpenVMS Alpha
Version 8.2のインストール/アップグレード手順，OpenVMS I64 Version 8.2のイン
ストール手順などの詳細は，『HP OpenVMS Version 8.2 Upgrade and Installation
Manual』を参照してください。

1.9.3 Version 7.3-1からのアップグレードでのエラー

V8.2

OpenVMS Alpha Version 7.3-1のシステム・ディスクを Alpha Version 8.2へアップ
グレードする際に，実行フェーズで次のメッセージが出力されることがあります。
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%PCSI-E-PARUDF, file [SYSLIB]SYS$STARLET_C.TLB was not previously installed
or is present but out of scope; module update skipped
Terminating is strongly recommended. Do you want to terminate? [YES]

このエラー・メッセージは，状況を適切に説明していません。このメッセージでは，
SYS$STARLET_C.TLBライブラリをアップデートできないとしていますがこれは正
しくありません。このメッセージは， Alpha Version 7.3-1システム・ディスクに適
用したパッチ・キットが，ライブラリ内のモジュールを不適切にアップデートしため
に発生します。

アップデートを中止するようにとの推奨は無視してください。プロンプトDo you want
to terminate? [YES]に対しては，NOを入力してください。アップデートは正常に続
行されます。

1.9.4 Encryption for OpenVMS Alpha:古いキットを削除する

V8.2

OpenVMS Alphaおよび Itaniumシステムの Encriptionキットの製造社名が CPQか
らHPに変更になりました。この名前は， PCSIファイル名と PCSIデータベースで
見ることができます。たとえば，次のペアで旧名称と新名称とが解ります。

CPQ-AXPVMS-ENCRYPT-V0106–1.PCSI
HP-AXPVMS-ENCRYPT-V0106–1.PCSI

CPQ AXPVMS ENCRYPT V1.6
HP AXPVMS ENCRYPT V1.6

Alphaシステムでは， ENCRYPT製品が古いキット (つまり， Encription製品の製造
社名としてHPがリストされていなかったキット)からインストールされていると，
アップデートの前に，まず ENCRYPTを削除する必要があります。次のコマンドを
使用してください。

$ PRODUCT REMOVE ENCRYPT
$ PRODUCT INSTALL ENCRYPT

HP Encryption製品を使用するのに，ライセンスは不要です。

1.9.5 HP DECram V3.n:アップグレード前に削除する

V8.2

OpenVMS Alpha Version 8.2およびOpenVMS I64 Version 8.2以降，DECramは
System Integrated Product (SIP)として，OpenVMSオペレーティング・システム
とともに提供されます。OpenVMS Alphaシステムを Version 8.2へアップグレー
ドする場合は，古いバージョンのDECramを削除しなければなりません。詳細は，
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『HP OpenVMS Version 8.2 Upgrade and Installation Manual』を参照してくださ
い。

DECramの注意事項については，第 2.13節も参照してください。

1.9.6 アップグレード前の Kerberos V1.0の削除

V7.3-2

POLYCENTERソフトウェア・インストール・キットを使用してKerberos Version
1.0 for OpenVMSをインストールした場合は，オペレーティング・システムをアップ
グレードする前に， POLYCENTERソフトウェア・インストール・ユーティリティ
を使用して，Kerberos Version 1.0を削除しなければなりません。 (Version 2.0を実
行しているか，OpenVMS Version 7.3-1オペレーティング・システムの一部として
Version 1.0がインストールされている場合は，Kerberosを削除する必要はありませ
ん。)

Kerberosを削除するには，インストール CDのメイン・メニューから，オプション 6
‘‘Remove installed products’’を選択します。削除する際に，データとディレクトリを
削除したいか尋ねられます。 (データとは，構成データ・ファイルと， (作成されてい
る場合)主データベースを指します。)後で使用するためにこの情報を保存したい場合
は，質問に対して‘‘No’’と応答します。メイン・メニューに戻り，OpenVMSのアップ
グレードを実行します。

アップグレード後，新しいKerberosディレクトリは，KRB$ROOT:[*...]に配置され
ます。 (KRB$ROOTは，Kerberosが起動されるときに，システム・ワイドな論理名
として定義されます。) Kerberosデータは，構成時に作成されるか，古いKerberos
ディレクトリから移動されて，名前が変更されます。以前にインストールされていた
Kerberosキットを削除し，データとディレクトリを保存した場合は，アップグレー
ド後初めてKerberosスタートアップ・プロシージャが実行されたときに，そのデー
タが自動的に新しいディレクトリに移動され，名前が変更されます。

次のコマンドを入力して，Kerberosサーバを起動します。

$ @sys$startup:krb$startup.com

Kerberosスタートアップ・プロシージャは，認識しているKerberosファイルだけを
移動し，名前を変更します。古いKerberosディレクトリ内にファイルを作成してい
た場合は，それらのファイルを手作業で移動しなければなりません。

Kerberosのインストールおよび構成の詳細は，『HP Open Source Security for
OpenVMS, Volume 3: Kerberos』を参照してください。
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1.9.7 アップグレード後に LANCPデバイス・データベースを変換する

V8.2

OpenVMS Alpha Version 8.2へアップグレードするとき，アップグレード後の最初
の LANACPの実行で LANデバイス・データベースが自動的に Version 8.2形式に変
換されない場合は，この変換を実行する必要があります。

データベースを変換するには，次の LANACPコマンドを入力してデバイス・データ
ベースを変換後 LANACPを停止させ，新しいデータベースで再起動できるようにし
ます。

$ LANCP
LANCP> CONVERT DEVICE_DATABASE
LANCP> SET ACP/STOP
LANCP> EXIT
$ @SYS$STARTUP:LAN$STARTUP

1.9.8 DECnet-Plusの新しいバージョンが必要

V7.3-2

インストールまたはアップグレードを行ってOpenVMS Alpha Version 7.3-2以降の
バージョンにするときには，DECnet-Plusの新しいバージョンもインストールしな
ければなりません。このインストールが必要な理由の 1つに， AUTOGENの動作の
変更があります (第 4.3節を参照)。

以前のバージョンの動作と異なり，DECnet-Plus for OpenVMS Version 7.3-2以降
では， AUTOGENが必要としているように，製品情報をNEWPARAMS.DATレコ
ードに格納するようになりました。 AUTOGENは，DECnet-Plusにこの変更が行
われていることを前提としているため， CLU$PARAMS.DATから「不正」レコー
ドを削除する際に，警告を出力しません。 AUTOGENは，これらのレコードは古い
DECnet-Plusキットが作成したものなので，新しいDECnet-Plusキットが置き換え
るものと見なします。このため通常の状態では，OpenVMS Version 7.3-2以降のイ
ンストールまたはアップグレードの際に，動作に大きな違いは見られません。

ただし，他の製品がNEWPARAMS.DATレコードに製品情報を格納しない場合，
AUTOGENは，レポートと，ユーザの SYS$OUTPUTデバイスの両方に警告メッ
セージを出力します。これは， AUTOGENがこの製品情報を必要とするようにな
ったためです。この警告は， (製品名が付加されていないため) NEWPARAMS.DAT
にあるパラメータ割り当てを AUTOGENが受け入れられないことと，レコードが
CLU$PARAMS.DATに追加されないことを示します。レコードが追加されないた
め，期待されている追加や変更が SYSGENパラメータに行われず，リソースが足り
なくなる可能性があります。ソフトウェア製品の開発者とテスト者は，この要件を意
識しなければなりません。また，システム管理者にも関係する場合があります。
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この新しい動作は，レイヤード・プロダクトのユーザと提供者の両方を守ることを目
的としています。適切にアップデートされるようにこの情報を適切な順序にすると，
不正なアップデートによって起こる問題を最小限にできます。

NEWPARAMS.DATと CLU$PARAMS.DATの説明は，『OpenVMSシステム管理
ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』の AUTOGENの章を参照してくださ
い。

1.9.9 SHADOW_MAX_UNITのデフォルト設定とメモリ使用量

V7.3-2

この注意事項は，以前の注意事項を更新するものです。以前の注意事項は，このシス
テム・パラメータのデフォルト設定について説明していましたが，デフォルト設定で
消費されるメイン・メモリの量については説明していませんでした。

OpenVMS Alpha Version 7.3で，HP Volume Shadowing for OpenVMSでのミニ
コピーがサポートされました。ミニコピー機能の一環として，新しいボリューム・シ
ャドウイング・システム・パラメータ， SHADOW_MAX_UNITが導入されました。
OpenVMS Alphaシステムでは，このシステム・パラメータのデフォルト値は 500
で，メイン・メモリを 24 KB消費します。OpenVMS VAXシステムでは，デフォル
ト値は 100で，メイン・メモリを 5 KB消費します。

Volume Shadowing for OpenVMSを使用する予定がない場合は，この設定を最小値
の 10に変更することができます (この場合，消費するメイン・メモリは 480バイト
です)。デフォルト値から最小値に変更すると，OpenVMS Alphaシステムでは 23.5
KBのメイン・メモリ， VAXシステムでは 4.5 KBのメイン・メモリを解放すること
ができます。

注意

SHAD_MAX_UNITは，静的なシステム・パラメータです。新しい設定値を有
効にするには，システムをリブートしなければなりません。

ボリューム・シャドウイングの SHADOW_MAX_UNIT設定の推奨値については，
『Volume Shadowing for OpenVMS説明書』を参照してください。
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OpenVMSの関連製品に関する注意事項

この章では，OpenVMS関連製品について説明します。関連製品のインストール/ア
ップグレードに特に関連する事項については，第 1章を参照してください。

コンパイラ，リンカ，ランタイム・ライブラリ・ルーチンの使用に関する注意事項に
ついては，第 5章を参照してください。

2.1 関連製品のサポート

Software Public Rollout Reports for OpenVMSには，OpenVMS Alphaおよ
びOpenVMS VAX用の Software Products Libraryキット (CD-ROM)，および
OpenVMS I64用の Layered Product Libraryキット (DVD)で提供されている弊社の
ソフトウェア製品の情報が記載されています。

レポートには製品名とバージョン，製品をサポートするのに必要なオペレーティン
グ・システムのバージョン，製品のボリューム出荷日が示されています。レポートの
情報は今後も追加され，変更される可能性があります。レポートは公開され，毎月更
新されます。レポートの情報はたえず変化するので，リリース・ノートには含まれま
せん。

Software Public Rollout Reports for OpenVMSは，次のWebサイトから入手できま
す。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/os/swroll/

インターネットにアクセスできない場合は，四半期ごとに提供される Software
Products Librariesからオペレーティング・システム・サポート情報を検索できま
す。このライブラリは，次のファイルにあります。

[README]SW_COMPAT_MATRIX.PS
[README]SW_COMPAT_MATRIX.TXT

また， Software Public Rollout Reportsは弊社のサポート担当者から入手すること
もできます。
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2.2 BASIC: STARLETライブラリの作成にV1.5Aが必要 (Alphaのみ)

V7.3-2

OpenVMS Version 7.3-2およびそれ以降の変更により， V1.5Aより前のバージョン
の BASICでは，インストール中に BASIC$STARLETライブラリ・ファイルを作成
できません。

STARLETライブラリ・ファイルの構築を要求しなければ，以前のバージョンの
BASICをOpenVMS Version 7.3-2およびそれ以降の上にインストールすることがで
きます。また，以前にインストールされた BASICコンパイラと，以前に作成された
STARLETライブラリ・ファイルは，古いOpenVMSシステムを Version 7.3-2およ
びそれ以降にアップグレードした後も動作します。

OpenVMS Version 7.3-2およびそれ以降で動作しないのは， BASIC$STARLETライ
ブラリ・ファイルの作成だけです。 BASIC V1.5Aキットには， STARLETライブラ
リ・ファイルをOpenVMS Version 7.3-2およびそれ以降上で正しく構築する拡張イ
ンストール・プロシージャが含まれています。

BASIC V1.5Aは，最新のコンソリデーテッド・レイヤード・プロダクト CD-ROMで
入手できます。

2.3 追加されたCMAPファイル

V8.2

次の新しい CMAPファイルが，OpenVMS Version 8.2国際化データ・キットで提供
されています。

DECKANJI2000
GB18030
ISO8859-1-EURO
UTF8-20
UTF8-30

2.4 COBOL: I/O実行時診断とRMS特殊レジスタの変更

V7.3

OpenVMS Alpha Version 7.2で Extended File Supportが追加されたことにより，
OpenVMS Alpha Version 7.2以降での I/O実行時診断メッセージおよび RMS特殊レ
ジスタの処理が変わりました。特に， Version 7.2より前のバージョンのOpenVMS
では，長いファイル名により RMS$_FNMが発生しましたが，OpenVMS Alpha
Version 7.2以降のバージョンでは RMS$_CREが発生するようになりました。これら
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の RMSに関する違いをサポートするために，新しいODS-5サポートを使用する必要
はありません。

2.5 COM for HP OpenVMS (Alphaのみ)

ここでは， COM for HP OpenVMSに関する注意事項について説明します。

2.5.1 COM for OpenVMSのサポート

V8.2

現在 COM Version 1.4 for OpenVMSは，OpenVMS Alpha Version 7.3-2および 8.2
でサポートされています。 COM for OpenVMSについての最新情報は次のWebサイ
トを参照してください。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/products/dcom/

2.5.2 高負荷時に発生するアプリケーションのレジストリ・アクセス・エラー

V7.3-2

CTLPAGES値に 256以下の値を設定して， COM for OpenVMSアプリケーショ
ンを負荷の高い状態で実行した場合，Error accessing registry database, contact
system manager (0x000025fc)メッセージが出力されることがあります。この問題を回
避するには， CTLPAGES値に 512を設定してください。

2.6 OpenVMS Version 8.2ではDECdfs Version 2.4が必要

V8.2

OpenVMS Version 8.2には，DECdfs Version 2.4が必要です。古いバージョンの
DECdfsを使用すると，エラー・メッセージが表示されます。

2.7 DECforms Web Connector Version 3.0 (Alphaのみ)

V7.3-1

DECformsがすでにインストールされている場合，DECforms Web Connector V3.0
をOpenVMS Version 7.3-1以降で実行するには，次のタスクを実行します。

1. 次の行を削除するか，コメント・アウトします。

$ @SYS$COMMON:[JAVA$122.COM]JAVA$122_SETUP.COM
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上記の行は， FORMS$INSTALL_AREAディレクトリの次のコマンド・プロシー
ジャに含まれています。

• FORMS_SMGR_STARTUP.COM

• FORMS_WEB$STARTUP.COM

• FORMS_WEB_CONFIG.COM

2. すべてのプロセスに対して， Java™環境がシステム全体に設定されているか確認
します。システムの SYLOGIN.COMファイルに Java環境設定を追加することを
お勧めします。

3. ブラウザ・クライアントで Sun Java Plugin Version 1.2.2が使用されているか確
認してください (『SPD and the Administrative guide』を参照)。

2.8 DEC PL/I: OpenVMSでのRTLのサポート

V7.3

OpenVMSオペレーティング・システムで配布される PL/I RTLと，Kednos
Corporationが所有し配布する新しい PL/I RTLの間には，互換性がありません。
OpenVMSオペレーティング・システムと同時に配布された旧バージョンが，より新
しいバージョンを上書きしてしまうことがあります。該当するイメージ・ファイル
は， SYS$LIBRARY:DPLI$RTLSHR.EXEです。

OpenVMSでは，DCLの ANALYZE/IMAGEコマンドで次のように表示されるバー
ジョンのファイルが配布されます。

Image Identification Information

image name: "DPLI$RTLSHR"
image file identification: "V4.0-6"

OpenVMS Version 7.3以降にアップグレードする前に ANALYZE/IMAGEコマンド
を実行し，より新しいバージョンのDPLI$RTLSHR.EXEが存在する場合，コピーし
ておきアップグレード後に復元するか，後で PL/Iキットを再インストールしてくだ
さい。

第 5.30節の，関連する注意を参照してください。

2.9 FMSキット

V8.2

次の FMSキットのいずれか (またはそれより新しいもの)をOpenVMS Alphaおよび
OpenVMS I64システムにインストールできます。

フルキット: HPFMS025
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実行時キット: HPFMSRT025

2.10 Graphical Configuration Manager (GCM) (Alphaのみ)

Graphical Configuration Manager (GCM)は，オペレーティング・システムと一緒
に出荷される Layered Products CD-ROMに含まれています。ただし，GCMは頻繁
にアップデートされます。次のWebページを定期的にチェックして，新しいバージ
ョンのソフトウェアがリリースされていないか確認してください。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/products/gcm/

2.11 HP DCE RPC for OpenVMS

ここでは，OpenVMS Version 8.2のHP DCE RPCに関する注意事項について説明
します。

2.11.1 DCE RPCによる FAILSafe IPのサポート

V8.2

DCE RPCは FAILSafe IPの環境で動作するように拡張されました。

2.11.2 RPCソケットにおけるバッファ・サイズ・チューニングのサポート

V8.2

DCE RPCは，論理名RPC_USE_DEFAULT_SOCKET_BUFFER_SIZEを使用して
ソケットのバッファ・サイズをチューニングできるようになりました。この論理名を
設定することで， RPCランタイム・ライブラリで，システムのデフォルトのソケッ
ト・バッファ・サイズを使用できるようになります。論理名をシステム全体に対して
定義するには，次のコマンドを実行します。

$ DEFINE/SYSTEM RPC_USE_DEFAULT_SOCKET_BUFFER_SIZE 1

RPCランタイム・ライブラリの動作をオリジナルに戻すには，論理
名RPC_USE_DEFAULT_SOCKET_BUFFER_SIZEの割り当てを解除してくだ
さい。
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2.11.3 RTI (Remote Task Invocation) RPC (I64のみ)

V8.2

I64 Version 8.2の RPCは RTI RPCをサポートしていません。詳細については，キ
ットに付属しているドキュメント『HP DCE for OpenVMS Alpha and OpenVMS I64

Release Notes』を参照してください。

2.11.4 Microsoft LAN Manager RPCはテストされていない (I64のみ)

V8.2

NTLM (Microsoft社の LAN Managerプロトコル)上の Authenticated RPCは，
OpenVMS I64ではテストされていません。これは，DCE RPCが依存しているイン
フラストラクチャが，OpenVMS I64上では使用できないためです。

2.11.5 utc_mulftime係数引数の型

V8.2

DTSS APIルーチンの入力引数である係数utc_mulftimeは， I64システムでは IEEE_
FLOAT型， AlphaシステムではG_FLOAT型でなければなりません。 CVT$FTOF
または CVT$CONVERT_FLOATを使用すると，utc_mulftimeを呼び出す前に，この
係数引数を適切な浮動小数点型に変換することができます。

2.11.6 G_FLOAT浮動小数点型と IEEE浮動小数点型のサポート

V8.2

DCE RPC for OpenVMSは現在， I64プラットフォームと Alphaプラットフォーム
上で，G_FLOAT浮動小数点型と IEEE浮動小数点型の両方をサポートしています。

1つの RPCアプリケーション内では，同じ浮動小数点型を使用してください。異なる
RPCアプリケーションであれば， 1つのシステム内でそれぞれ異なる浮動小数点型を
使用しても適切に動作します。

I64システム
I64システム上では，DCEはデフォルトで IEEE_FLOAT型を使用します。つま
り， I64システム用にビルドされたDCEアプリケーションは， IEEE_FLOAT浮動
小数点型を使用します。

Cまたは C++言語で開発された RPCアプリケーションでG_FLOAT浮動小数点型を
使用するには，次の手順に従います。

1. RPCの実行時関数を呼び出す前に，新しい API関
数rpc_set_local_float_drep(RPC_APPLICATION_FLOAT_TYPE, &status)を
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呼び出します。 RPC_APPLICATION_FLOAT_TYPE定数に対して，コンパイ
ラのコマンド行修飾子で指定された浮動小数点型が自動的に定義されます。詳細
は，『Release Notes for OpenVMS DCE V3.2』を参照してください。

2. コンパイラの修飾子/FLOAT=G_FLOATを使用して， RPCアプリケーション・
プログラムをコンパイルします。

3. スタブのビルド時に，以下のうち適切な IDLコンパイル・オプションを使用しま
す。

Cアプリケーションの場合: -CC_CMD "CC/FLOAT=G_FLOAT"

C++アプリケーションの場合: -CPP_CMD "CXX/FLOAT=G_FLOAT"

4. 以下のうち適切なDCEオプション・ファイルを使用して， RPCアプリケーショ
ンをリンクします。

Cアプリケーションの場合: DCE.OPT

C++アプリケーションの場合: DCE_CXX.OPT

Cまたは C++言語で開発された RPCアプリケーションで IEEE_FLOAT浮動小数点型
を使用するには，次の手順に従います。

1. コンパイラの修飾子/FLOAT=IEEE_FLOAT (デフォルトのオプション)を使用し
て， RPCアプリケーション・プログラムをコンパイルします。

2. DCE.OPTまたはDCE_CXX.OPTを使用して RPCアプリケーションをリンクし
ます。

Alphaシステム
デフォルトでは， Alphaシステム上でビルドされたDCEアプリケーションは，
G_FLOAT浮動小数点型を使用します。

Cまたは C++言語で開発された RPCアプリケーションで IEEE_FLOAT浮動小数点型
を使用するには，次の手順に従います。

1. RPCの実行時関数を呼び出す前に，新しい API関
数rpc_set_local_float_drep(RPC_APPLICATION_FLOAT_TYPE, &status)を
呼び出します。 RPC_APPLICATION_FLOAT_TYPE定数に対して，コンパイ
ラのコマンド行修飾子で指定された浮動小数点型が自動的に定義されます。詳細
は，『Release Notes for OpenVMS DCE V3.2』を参照してください。

2. コンパイラの修飾子/FLOAT=IEEE_FLOATを使用して， RPCアプリケーショ
ン・プログラムをコンパイルします。

3. スタブのビルド時に，以下のうち適切な IDLコンパイル・オプションを使用しま
す。

Cアプリケーションの場合: -CC_CMD "CC/FLOAT=IEEE_FLOAT"
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C++アプリケーションの場合: -CPP_CMD "CXX/FLOAT=IEEE_FLOAT"

4. 以下のうち適切なDCEオプション・ファイルを使用して， RPCアプリケーショ
ンをリンクします。

Cアプリケーションの場合: DCE.OPT

C++アプリケーションの場合: DCE_CXX.OPT

Cまたは C++言語で開発された RPCアプリケーションでG_FLOAT浮動小数点型を
使用するには，次の手順に従います。

1. Cまたは C++コンパイラの修飾子/FLOAT=G_FLOAT (デフォルトのオプション)
を使用して， RPCアプリケーション・プログラムをコンパイルします。

2. DCE.OPTまたはDCE_CXX.OPTを使用して RPCアプリケーションをリンクし
ます。

2.12 HP DECnet-Plus for OpenVMS: X.25データ・リンクがサポート
されていない (I64のみ)

V8.2

HP X.25 for OpenVMS Alphaソフトウェアは移植作業中で，まだサポートされてい
ません。このため，HP DECnet-Plus for OpenVMS I64 Version 8.2は， X.25デー
タ・リンクをサポートしていません。

2.13 HP DECram

ここでは，DECramに関する注意事項について説明します。

2.13.1 DECramはOpenVMS Version 8.2に含まれる

V8.2

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS I64の Version 8.2以降，DECramは System
Integrated Product (SIP)としてOpenVMSオペレーティング・システムに統
合されて提供されます。ユーザは，DECramのライセンスを引き続き必要とし
ます。DECramドライバは， SYS$COMMON:[SYS$LDR]にあります。 Alpha
のユーザは，システム固有のディレクトリ ([SYSx.SYS$LDR])内に残っている
SYS$MDDRIVERイメージを削除する必要があります。 Version 8.2へアップグレ
ードする前にDECramの旧バージョンを削除する手順は，『HP OpenVMS Version
8.2 Upgrade and Installation Manual』を参照してください。
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旧バージョンのDECramをロードしようとすると，次のエラー・メッセージが表示
されます。

SYSTEM-W-SYSVERDIF, system version mismatch; please relink

OpenVMS Version 8.2では，旧バージョンのDECramはサポートされていません。

DECram Version 2.5は，引き続き VAXシステムでのみサポートされます。

2.13.2 DECRYPT DCLコマンドとの競合

V8.2

Encryption for OpenVMS Alphaレイヤード・プロダクトでは，インストール時に専
用のDCLコマンドDECRYPTを生成します。DECRYPTは，DCLコマンドDECR
のデフォルトの定義を上書きしますが，これはユーザがDECramを呼び出すために
使用している可能性があります。

両方の製品がインストールされた場合，次のようなDCLフォーリン・コマンド・シ
ンボルを定義することによりDECramインタフェースにアクセスすることができま
す。

$ DECRAM == "$MDMANAGER"

2.13.3 DECramの最大ディスク・サイズ

V7.3-2

DECramのドキュメントでは，DECramの/SIZEと/CAPACITYに指定できる値の
論理的な最大値は，利用可能な空きメモリの量に依存しますが， 4,294,967,295 (つま
り%XFFFFFFFF)と説明しています。

ただし，OpenVMSがサポートしている最大値は，ODS-2ボリュームとODS-5ボリ
ュームの場合， 2,147,483,647です。

2.13.4 DECramコマンドとエラー

V7.3-1

すべてのエラーがユーザ・インタフェースで返されるわけではないので，DECram
コマンドの実行後は，ディスク・エラーのチェックを必ず実行してください。デバ
イスに固有のエラーは，システムのエラー・ログに送られます。DCLプロンプトで
SHOW DEVICE MDと入力し，DECramコマンドの実行結果としてデバイスにエ
ラーが発生していないか確認します。エラーを回復するには，エラー・ログ分析ツー
ルを使用する必要があります。エラー・ログは， ASCIIファイル形式で記録されるた

OpenVMSの関連製品に関する注意事項 2–9



OpenVMSの関連製品に関する注意事項
2.13 HP DECram

め， SYS$SYSROOT:[SYSERR]ERRLOG.SYSファイルでMD-E-FAILUREという
接頭辞を使用してエラーを探すことができます。

2.13.5 DECramとボリューム・シャドウイング

V7.3-1

Volume Shadowing for OpenVMSを使用すると，DECramでは，DECramディ
スクを物理ディスクにシャドウできます。ただし，現在の Volume Shadowing for
OpenVMSでは，物理ディスクがなくなると，揮発性ディスクに書き込まれることに
注意してください。 Volume Shadowing for OpenVMSの今後のリリースでは，物理
ディスクが存在しない場合に「書き込みを中止」する機能を組み込む予定です。

2.14 HP DECwindows Motif for OpenVMS

ここでは，HP DECwindows Motif for OpenVMSに関する注意事項について説明し
ます。

2.14.1 DECwindowsのポーズ画面でロック解除できない問題 (Alphaのみ)

V8.2

外部認証環境で，以下の条件が揃った場合は，ユーザはDECwindowsのワークステ
ーションのロックを解除できません。

• ユーザが SYSUAFデータベース上で EXTAUTHとしてマークされている。

• ユーザがユーザ名と/LOCAL_PASSWORD修飾子を使用してDECwindowsのワ
ークステーションにログインしている。

• ポーズ画面が起動されている。

この状況下では，ワークステーションは有効なパスワードを認識できないため，パ
スワードの入力を要求し続けます。この状況から抜け出すには，別のソース (たと
えばネットワークや LAT)からログインし，@SYS$STARTUP:DECW$STARTUP
RESTARTと入力してDECwindowsサーバを再起動します。

この問題が将来のリリースで解決されるまでの間は，外部認証されたユーザが
/LOCAL_PASSWORD修飾子を使用してDECwindowsのワークステーションにログ
インする必要がある場合は，ポーズ画面を呼び出さないように，自動ポーズ機能を無
効にしてください。
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2.14.2 新しいロケールの追加

V8.2

ローカライズされたDECwindows Motifソフトウェアが使用する次の新しいロケー
ルが，OpenVMS Version 8.2国際化データ・キットに追加されました。

iw_IL.utf-8 (ヘブライ，イスラエル，UTF-8)
ko_KR.utf-8 (韓国，UTF-8)
zh_CN.utf-8 (中国， PRC，UTF-8)
zh_HK.utf-8 (中国，香港，UTF-8)
zh_TW.utf-8 (中国，台湾，UTF-8)

2.14.3 利用可能な言語バリアント

V8.2

DECwindows Motif for OpenVMS Version 1.5で用意されている言語は，日本語，
Hanzi，およびハングル語です。ヘブライ語は今後用意される予定です。

DECwindows Motifの他の言語が必要な場合は，弊社のサポート担当に連絡して，そ
の言語が用意されている以前のバージョンを確認するか，ソフトウェアの変換方法に
ついて相談してください。

2.14.4 LATトランスポート・インタフェースのサポート

V8.2

DECwindows Motif Version 1.3で廃止されていた， LATトランスポート用の
DECwindows Motifインタフェースのサポートが復活し，OpenVMS Alphaプラッ
トフォームとOpenVMS I64プラットフォームで利用できるようになりました。この
サポートを使用すると，ユーザが， LAT Xセッションを起動したり，DECwindows
Motif Version 1.3-1以降を実行しているシステムと低速のネットワークを介して通信
できるようになります。また，DECwindows Motifシステム上で動作するクライア
ント・アプリケーションが， LATトランスポートを使用して X端末システムに接続
できるようになります。

OpenVMSオペレーティング・システムに含まれている，復活した LATインタフェ
ースは，DECwindows Motif Version 1.3-1 (またはそれ以降)とOpenVMS Version
7.3-2 (またはそれ以降)のディスプレイ・サーバと通信するための，有効なネットワ
ーク・トランスポートとして使用できます。ただし， X11R6.6環境の他の通信プロト
コルとの使用はサポートされていません。これには，次の通信が含まれます。

• Inter-Client Exchange (ICE)および Session Managerプロトコル

• Low-Bandwidth X (LBX)プロキシ・サーバ
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• プロキシ・マネージャ・アプリケーション

• フォント・サーバ

また弊社では，復活した LATトランスポート・インタフェースによるトークン・ベ
ースの認証プロトコル (MIT-MAGIC-COOKIE-1やMIT-KERBEROS-5など)の使用
はサポートしていません。

2.14.5 ユーザが作成したトランスポートはサポートされない

V7.3-2

DECwindows Motif Version 1.3 for OpenVMS Alphaでは，クライアント間交換
(ICE)プロトコル，低バンド幅 X (LBX)プロキシ・サーバ，および入力メソッド・サ
ーバのマルチスレッドおよび通信のニーズに応えて，DECwindows Motifのトラン
スポート・ライブラリが大きく変更されました。この結果，弊社は，DECwindows
Motif Version 1.3以降を実行しているシステムでの，ユーザ作成ネットワーク・トラ
ンスポートのサポートを中止しました。

既存のトランスポート (DECNET， TCPIP， LAT，および LOCAL)はそのまま使用
でき，問題なく機能しますが，更新されたトランスポート・インタフェースに基づく
ユーザ作成トランスポートの設計および実装に対するサポートは今後行われません。
『VMS DECwindows Transport Manual』はアーカイブに入れられ，新しいライブ
ラリは公開されません。

ユーザが作成したトランスポートを実装し，そのトランスポートをDECwindows
Motif Version 1.5以降の環境に移行する場合は，移行戦略の作成方法について，弊社
のサポート担当者にお問い合わせください。

2.15 HP Secure Web Serverのサポート

V8.2

OpenVMS Alpha Version 7.3-2およびOpenVMS Version 8.2 (Alphaおよび I64)
は， Secure Web Server (SWS) Version 1.3-*をサポートする最後のリリースです。
OpenVMS Alpha Version 7.3-2は， SWS Version 2.0をサポートする最後のリリー
スです。

SWS Version 1.3-*および SWS Version 2.0の代替機能は， SWS Version 2.1で，
2005年後半にリリースされる予定です。今後の SWSの新機能や機能拡張は，
Apache 2.0.*オープン・ソース・コードをベースにした SWS 2.1で提供されます。

OpenVMS Alpha Version 7.3-2が PVS (Prior Version Support)の状態である限り，
SWS Version 1.3-*および SWS Version 2.0に対するサポートは継続します。また，
OpenVMS Version 8.2がサポートされている限り， SWS Version 1.3-*に対するサポ
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ートは継続します。これらの SWSバージョンのサポートには，必要と判断された修
正パッチ，セキュリティ・パッチが含まれます。

2.16 Pascal

OpenVMS I64システムでは Pascal V5.9が必要です。

ここでは，OpenVMS Alphaシステム上のHP Pascalに関する注意事項について説
明します。

2.16.1 STARLETライブラリの作成には V5.8A (以降)が必要 (Alphaのみ)

V7.3-2

OpenVMS Version 7.3-2の変更により， V5.8Aより前のバージョンの Pascalでは，
インストール中に STARLETライブラリ・ファイルを作成できません。

STARLETライブラリ・ファイルを作成してインストールするかという質問に
"NO"とこたえると，OpenVMS Version 7.3-2以降上に，以前のバージョンの Pascal
をインストールできます。また，以前にインストールされた Pascalコンパイラと，
以前に作成された STARLETライブラリ・ファイルは，古いOpenVMSシステムを
Version 7.3-2以降にアップグレードした後も動作します。

OpenVMS Version 7.3-2以降で動作しないのは， Pascalのインストールの，
STARLETライブラリ作成の部分だけです。 Pascal V5.8Aキットには， STARLET
ライブラリ・ファイルをOpenVMS Version 7.3-2以降上で正しく構築する拡張イン
ストール・プロシージャが含まれています。

Pascal V5.8Aは，最新のコンソリデーテッド・レイヤード・プロダクト CD-ROMで
入手できます。

2.16.2 アップグレード後の HP Pascalのインストール (Alphaのみ)

V7.3

この注意事項は，すべてのバージョンのHP Pascalと，すべてのバージョンの
OpenVMS Alphaオペレーティング・システムにあてはまります。

OpenVMSのアップグレード後，HP Pascalを再インストールして，新しいバージョ
ンの STARLET.PASファイルと他の定義ファイルを作成し，アップグレード後のシス
テムと一致させなければなりません。
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OpenVMSのアップグレード後にHP Pascalを再インストールしない場合でも，コ
ンパイラは正しく起動しますが， STARLET.PASファイルと他の定義ファイルに，
OpenVMSのアップグレードで提供される新しい定義や修正後の定義が含まれませ
ん。

2.17 I64システムでのWEBESおよびSEAのサポート

V8.2

WEBased Enterprise Services (WEBES) (System Event Analyzer (SEA) for
OpenVMSを含むツール・セットのキット)は， Alphaシステム上で利用可能です
が，WEBES V4.4 I64キットが 2005年前半に出荷されると I64システム上でも利
用可能になります。このキットが出荷されると，四半期ごとにアップデートされ，
OpenVMSにパッケージされる System Tools CDにもWEBES V4.4が含められま
す。最新版のWEBESは，次のWEBESホームページから入手できます。

http://www.hp.com/services/webes

WEBES Version 4.3.3以降は，OpenVMS Alpha Version 8.2上で確認されサポート
されるようになりました。
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一般ユーザ向けの注意事項

この章では，OpenVMSオペレーティング・システムのすべてのユーザのための情報
をまとめます。一般に使用するコマンドとユーティリティに関する情報が含まれてい
ます。

オペレーティング・システムのこのバージョンで提供される新機能については，
『HP OpenVMS Version 8.2新機能説明書』を参照してください。

3.1 OpenVMS Freeware CD–ROM

V8.2

OpenVMS Version 8.2メディア・キットには，OpenVMS Freeware Version 7.0
CD-ROMが付属しています。 Freeware CD-ROMには，アプリケーションの作成
や，OpenVMSシステムの使用あるいは管理のためのフリー・ソフトウェア・ツール
とユーティリティが収録されています。

システムに Freeware CD-ROMをマウントし内容を表示するには， CD-ROMを
CD-ROMドライブに挿入し，次のコマンドを入力します。フリーウェアの詳細につ
いては， FREEWARE_README.TXTファイルを参照してください。

$ MOUNT/OVERRIDE=IDENTIFICATION ddcu:
$ TYPE ddcu:[FREEWARE]FREEWARE_README.TXT

このMOUNTコマンドでは，ddcuの箇所に，OpenVMSシステム上の CD-ROMド
ライブまたはDVD-ROMドライブのデバイス名を指定します。

適切なデバイスをマウントしたら，DIRECTORYや COPYなどの標準のDCLコ
マンドを使用して，キット・ディレクトリに直接アクセスできます。各ディスク
の[FREEWARE]ディレクトリに，フリーウェアの要約を記述したテキスト・ファイ
ル，その他の資料があります。

3.1.1 フリーウェア・メニューが利用できない (I64のみ)

V8.2

OpenVMS Freeware V7.0 CD-ROMに含まれてい
る[FREEWARE]FREEWARE.COMはフリーウェア・メニュー・システム・イン
タフェースですが，これはOpenVMS I64システムでは動作しません。
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このメニュー・システム・インタフェースは，OpenVMS AlphaおよびOpenVMS
VAXシステム上で動作します。

OpenVMS I64, OpenVMS Alpha,またはOpenVMS VAXシステムの，
DIRECTORYや COPYなどのDCLコマンドを使用して， Freeware V7.0 CD-
ROMの内容に直接アクセスできます。これは， Freeware V7.0ディストリビューシ
ョンにアクセスする際の望ましい方法です。

フリーウェアと Freewareディストリビューションについての情報
は[FREEWARE]FREEWARE_README.TXTに収められています。このファイ
ルは Freeware V7.0ディストリビューションの各ボリュームに格納されており，内容
は TYPEコマンドまたはテキスト・エディタで確認できます。

3.2 オンライン・ヘルプの変更

V8.2

OpenVMS Version 8.2では，以前はヘルプ・トピックDCL_Tips (以前はHELP
SPECIFY下に存在)の下にあったトピックが，ヘルプのトップ・レベルからアクセス
可能な，個別のヘルプ・トピックとなりました。新しいヘルプ・トピックは，次のと
おりです。

HELP Date_Time (時刻の仕様を含む)
HELP Expression
HELP Filespec
HELP Integer
HELP Privilege
HELP Protection
HELP String
HELP Symbol
HELP UIC

SET SERVERと SHOW SERVERのヘルプも，単純化され，より簡単にアクセスで
きるようになりました。 SET SERVER ACME /CONFIGUREを除いて，技術的な
内容は変更されていません。ただし，次の項目は，個別のヘルプ・トピックになりま
した。

SET SERVER ACME_SERVER
SET SERVER REGISTRY_SERVER
SET SERVER SECURITY_SERVER
SHOW SERVER ACME_SERVER
SHOW SERVER REGISTRY_SERVER
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3.3 DCLコマンド

ここでは，DCLコマンドに関する注意事項について説明します。

3.3.1 ANALYZE/ERROR_LOGコマンドはOpenVMS I64に移植されない

V8.2

ANALYZE/ERROR_LOGコマンドは，OpenVMS I64には移植されていません。こ
の機能をOpenVMS I64に移植する予定はありません。

オンライン・ヘルプには，誤って ANALYZE/ERROR_LOGコマンドが含まれていま
す。

3.3.2 CREATE/MAILBOX:一時的な制約

V8.2

CREATE/MAILBOX/TEMPORARYには，現在 CMEXEC特権が必要です。この制
約は将来のリリースでは解除されます。

3.3.3 DIAGNOSEコマンドはサポートされない

V8.2

DIAGNOSEコマンドは，OpenVMS Version 8.2ではサポートされません。詳細に
ついては，第 A.4節および第 A.6節を参照してください。

3.3.4 SHOW LICENSE /OEおよび/HIERARCHYには SYSLCK特権が必要 (I64の
み)

V8.2

SHOW LICENSE/OEおよび SHOW LICENSE/HIERARCHYコマンドには，現在
SYSLCK特権が必要です。この制約は将来のリリースでは解除されます。

SYSLCK特権は持たないが，運用中のデータベース環境の特定の製品をシステム
で実行するライセンスがあるかどうかを確認したい場合は，次の例に示すように
F$LICENSE関数を使用することができます。

$ WRITE SYS$OUTPUT F$LICENSE("RMSJNL")
TRUE
$
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3.4 Open Source Tools CD-ROMでのDECmigrateの提供について

V8.2

OpenVMS Migration Software for VAX to Alpha (DECmigrate)は，OpenVMS
Version 8.2インストレーション・キットに含まれているOpen Source Tools CDで
は提供されていません。OpenVMS Version 7.3-2用のメディアにはこのソフトウェ
ア・キットが含まれていましたが，OpenVMS Version 8.2ではテストが完了してい
ません。以前のバージョンのOpenVMS用のソフトウェアについては，次のWebサ
イトから引き続き利用できます。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/products/omsva/omsva.html

OpenVMS Version 8.2でのサポートが可能になれば，アップデート版が掲載されま
す。

3.5 iconvの修正

V8.2

次の修正が，iconvに対して行われました。

• 以前は，出力ファイルにバージョンの制限があった場合，iconvの CONVERTコ
マンドはファイルを変換しませんでした。この問題が解決されています。

• 以前は，DEC Hanyu用のiconvコンバータでは，DTSCS (Digital Taiwan
Supplemental Character Set)を変換できませんでした。OpenVMS Version 8.2
から，iconvコンバータDECHANYU_EUCTWおよび EUCTW_DECHANYUは
DTSCS文字との間の変換ができるようになっています。

3.6 HP Secure Web Browser

ここでは，HP Secure Web Browserに関する注意事項について説明します。

3.6.1 必要メモリ量の増加

V7.3-1

OpenVMSワークステーションで，MozillaベースのHP Secure Web Browser
(SWB)を使用している場合は， 128 MB以上のメモリが必要です。ただし，処理を安
定させるために，メモリを 256 MBにすることをお勧めします。
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3.6.2 ODS-2ディスク・ボリュームで発生するインストール・エラー (I64のみ)

V8.2

OpenVMS I64用HP Secure Web Browser (CSWB) Version 1.4をODS-2ディス
ク・ボリュームにインストールすると，次のように PCSIエラーとなります。

%PCSI-E-OPENIN, error opening
ODS2$DISK:[SYS0.SYSCOMMON.][CSWB.RES]SAMPLE^.UNIXPSFONTS.PROPERTIES;* as input
-RMS-E-FND, ACP file or directory lookup failed
-SYSTEM-W-BADFILEVER, bad file version number
%PCSI-E-OPFAILED, operation failed

Do you want to terminate?とプロンプトが出たら "NO"と答えることでインストール
を継続できます。インストールは正常に継続できます。

代替手段として，ODS-5ディスク・ボリュームにHP Secure Web Browserをイン
ストールすることもできます。

3.7 TECOエディタは I64システムではまだ利用できない

V8.2

TECOエディタは，OpenVMS I64ではまだサポートされていません。このエディタ
は，OpenVMS I64の将来のリリースで提供される予定です。
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システム管理に関する注意事項

この章では，システムの保守と管理，性能の管理，ネットワーキングに関連する情報
をまとめます。

このバージョンで提供される新機能の詳細については，『HP OpenVMS Version 8.2
新機能説明書』を参照してください。

4.1 システムのハングアップまたはクラッシュからの回復 (I64のみ)

V8.2

システムがハングアップしたため，強制的にクラッシュさせたいときは，コンソール
から Ctrl/Pを押します。クラッシュ・ダンプの強制方法は， XDELTAがロードされ
ているかどうかによって異なります。

XDELTAがロードされている場合， Ctrl/Pを押すと，システムが XDELTAに入りま
す。システムは命令ポインタと，現在の命令を表示します。次の例のように，;Cを入
力することで XDELTAからクラッシュを強制できます。

$

Console Brk at 8068AD40

8068AD40! add r16 = r24, r16 ;; (New IPL = 3)

;C

XDELTAがロードされていない場合， Ctrl/Pを押すと，システムがプロンプ
ト‘‘Crash? (Y/N)’’で応答します。 Yを入力すると，システムがクラッシュします。こ
れ以外の文字を入力すると，システムでは何も起こりません。

4.2 AUTHORIZE: DEFAULTとSYSTEMアカウントの新規クォータ

V8.2

DEFAULTと SYSTEMアカウントに関するクォータが更新されました。これらの
更新されたクォータは, OpenVMSを新規にインストールした場合，または新しい
SYSUAFデータファイルを作成した場合に適用されます。既存の SYSUAFデータ・
ファイルは更新されません。
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DEFAULTアカウントは，次のように更新されました。

クォータ 以前の値 新しい値

ASTLM 250 300

BYTLM 64,000 128,000

ENQLM 2,000 4,000

FILLM 100 128

PGFLQUOTA 50,000 256,000

TQELM 10 100

WSDEFAULT 2000 4,096

WSQUOTA 4000 8,192

SYSTEMアカウントの更新は，次の 2つのクォータを除いてDEFAULTアカウント
の場合と同じです。

クォータ 以前の値 新しい値

BYTLM 64,000 256,000

PGFLQUOTA 50,000 700,000

既存の SYSUAFファイルが存在する前バージョンからアップグレードされたシステ
ムでは，システム管理者がDEFAULTと SYSTEMアカウントのクォータを新しい値
に更新しても構いません。

4.3 AUTOGEN: NEWPARAMS.DATファイルに関する新しい動作

V7.3-2

AUTOGENは，レイヤード・プロダクト・キットが，製品名を含まない
NEWPARAMS.DATレコードを渡すことを許さなくなりました。これまでこの
規則に従っていなかった，最も一般的に使用されている製品は，DECwindowsと
DECnet-Plusです。OpenVMS Alpha Version 7.3-2またはそれ以降をインストール
する際には，両方の製品の新しいバージョンをインストールしなければなりません
(第 1.9.8項を参照)。

AUTOGENは， SYS$SYSTEM:NEWPARAMS.DAT;*というファイルを探します。
このファイルには，レイヤード・プロダクトが消費するシステム・リソースの量を示
す， SYSGENパラメータの変更が入っています。ソフトウェア・インストール・キ
ットは，インストールされるソフトウェアの要件を満たすために，システム・マネー
ジャにMODPARAMS.DATを変更させる代わりに，NEWPARAMS.DATファイルを
用意します。詳細は，『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マ
ニュアル』の AUTOGENの章を参照してください。

4–2 システム管理に関する注意事項



システム管理に関する注意事項
4.4バックアップ・ユーティリティ:動作変更

4.4 バックアップ・ユーティリティ:動作変更

V8.2

物理的バックアップの復元に，同じ構造 (トラック，シリンダ)の出力ディスクを必要
としなくなりました。復元は，出力ディスクの容量が同じかそれ以上であれば機能し
ます。

I64システム・ディスクに対する BACKUP/IMAGEがサポートされます。 I64シス
テム・ディスクのイメージは， Alphaシステムと I64システムのどちらでも保存と復
元が可能です。

4.5 Oracle® 8iおよび9iでのDECdtm/XA (Alphaのみ)

V7.3-2

DECdtm/XAを使用してOracle® 8i/9i XA準拠リソース・マネージャ (RM)のトラ
ンザクションを調整する場合は， XA switch (xaoswd)の動的登録は使用しないで
ください。動的登録をサポートしている Version 9.0.1.0.0のOracle共有ライブラ
リは，動作しません。必ず静的登録 XA switch (xaosw)を使用して，Oracle RMを
DECdtm/XA Veneerにバインドしてください。

DECdtm/XA V2.1 Gatewayは，クラスタ単位のトランザクション回復をサポートす
るようになりました。クラスタ単位のDECdtm Gateway Domain Logを使用するア
プリケーションのトランザクションは，単一ノード障害から回復できるようになりま
した。残りのクラスタ・ノードで実行されているゲートウェイ・サーバは，障害の発
生したノードの代わりに，トランザクション回復プロセスを起動できます。

4.6 デバイス・ユニットの最大数の増加

V8.2

以前のバージョンのOpenVMSでは， 10,000個を超えるクローン・デバイス・ユニ
ットを作成できませんでした。また，ユニット番号は， 9999の後は 0に戻っていま
した。このことは，メールボックスや TCPIPソケットなどの一部のデバイスにとっ
ては，制限事項となっていました。

OpenVMS Version 7.3-2からは，UCB$L_DEVCHAR2のDEV$V_NNMビットが
クリアされており，DEVICE_NAMINGシステム・パラメータのビット 2がクリア
されている場合，OpenVMSは最大 32,767個のデバイスを作成します。デバイス・
ドライバの変更は必要ありませんが，最大のデバイス番号が 9999であるという前提
でコーディングされているプログラムやコマンド・プロシージャは，変更が必要にな
る場合があります。
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4.7 ECP Data CollectorとPerformance Analyzer V5.5 (Alphaのみ)

V8.2

OpenVMS Alpha Version 8.2用の Enterprise Capacity and Performance (ECP)
Analyzerの推奨バージョンは， Version 5.5です。 Version 5.5は，OpenVMS
Version 6.2以降のバージョンと下位互換性があります。

OpenVMS Version 8.2では， ECP Collectorは Performance Data Collector (TDC)
Version 2.1に置き換えられています。 ECP Analyzerは， TDC Version 2.1以降で
生成された収集ファイルを解析できます。

OpenVMS I64では， ECP Analyzerを現時点ではサポートしていません。

4.8 EDIT/FDL:推奨バケット・サイズの変更

V7.3

OpenVMS Version 7.3より前のバージョンでは， EDIT/FDLの実行時に計算される
バケット・サイズ (最大バケット・サイズは 63)が，常に最も近いディスク・クラス
タのバウンダリに切り上げられていました。そのため，ディスク・クラスタ・サイズ
が大きい場合に，ファイルの元々のバケット・サイズは小さいが，バケット・サイズ
が必要以上に大きく切り上げられるという問題が発生することがありました。バケッ
ト・サイズが大きくなるほど，レコードとバケット・ロックの争奪が増加し，性能に
大きく影響します。

OpenVMS Version 7.3以降では，推奨バケット・サイズを計算するためのアルゴリ
ズムが変更され，ディスク・クラスタが大きい場合に，より妥当なサイズが提案され
ます。

4.9 EFI$CPユーティリティ:使用は推奨できない

V8.2

OpenVMS EFI$CPユーティリティは，現在ドキュメント化されておらず，サポート
しないことになっています。このユーティリティは，OpenVMS Version 8.2では使
用しないでください。このユーティリティ内で行われている一部の特権操作により，
OpenVMS I64がブートできなくなることがあります。
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4.10 EFIツール: VMS_SHOW DUMP_DEVエラー (I64のみ)

V8.2

DUMP_DEVリストがOpenVMS I64 Boot Managerユーティリティ (BOOT_
OPTIONS.COM)を使用して設定されている場合， EFIユーティリティを使用し
て EFIシェルのDUMP_DEV EFI NVRAM変数を表示すると， VMS_SHOW.EFI
は，各DUMP_DEVエントリに対して "Error: Unknown Device"を表示します。
DUMP_DEVリストの表示には，OpenVMS I64 Boot Managerユーティリティを使
用してください。この問題は，次のリリースで解決する予定です。

4.11 Error Log Viewer (ELV)ユーティリティ: TRANSLATE/PAGEコ
マンド

V7.3-2

TRANSLATEコマンドで/PAGE修飾子を使用してレポートを参照している際にメッ
セージが通知された場合，表示が乱れることがあります。この問題を回避するには，
Ctrl/Wを使用して，表示をリフレッシュします。

メッセージが通知された直後に Ctrl/Zを押すと，プログラムが突然終了します。この
問題を回避するには，通知されたメッセージを越えてスクロールした後に Ctrl/Zを押
します。

4.12 外部認証

ここでは，外部認証に関する注意事項について説明します。外部認証はOpenVMS
Version 7.1で導入されたオプションの機能であり，この機能を利用すると，
OpenVMSシステムは外部のユーザ IDとパスワードを使用して，指定されたユーザ
を認証できます。外部認証の使用方法についての詳細は，『OpenVMSシステム・セ
キュリティ・ガイド』を参照してください。また，外部認証に関連するリリース・ノ
ートについては，第 2.14.1項を参照してください。

4.12.1 I64外部認証サポート

V8.2

Advanced Server for OpenVMS V7.3A ECO4 (およびそれ以降)の製品キットには，
OpenVMS Cluster内の I64システムに対するスタンドアロン外部認証ソフトウェア
が含まれています。
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I64が動作しているOpenVMS ClusterメンバのノードでNT LAN Manager の外部
認証を可能にする場合は， Advanced Serverがインストールされている Alphaシス
テムから I64メンバ・ノードへ I64スタンドアロン外部認証イメージをコピーする必
要があります。 また， Advanced Serverキットのリリース・ノートで説明されてい
るように 正しくセットアップされている必要があります。

4.12.2 DECterm端末セッションでの SET PASSWORDの動作

V7.2

DECterm端末セッションでは，ログインで使用する外部ユーザ名にアクセスするこ
とができないため， SET PASSWORD操作の際に外部ユーザ名を入力しなければな
りません。外部ユーザ名のデフォルトは，プロセスのOpenVMSユーザ名です。デフ
ォルトが適切でない場合 (つまり，外部ユーザ名と，それに対応するOpenVMSユー
ザ名が異なる場合)，正しい外部ユーザ名を入力しなければなりません。

次の例に，外部ユーザ名が JOHN_DOEであるユーザが開始した SET PASSWORD
操作を示します。マッピングされたOpenVMSユーザ名は JOHNDOEであり，これ
は SET PASSWORD操作で使用されるデフォルトです。この場合，デフォルトは正
しくないので，実際の外部ユーザ名がユーザによって指定されています。

$ set password
External user name not known; Specify one (Y/N)[Y]? Y
External user name [JOHNDOE]: JOHN_DOE
Old password:
New password:
Verification:
%SET-I-SNDEXTAUTH, Sending password request to external authenticator
%SET-I-TRYPWDSYNCH, Attempting password synchronization
$

4.12.3 ワークステーションではパスワードの有効期限切れは通知されない

V7.1

LAN Managerドメインでは，パスワードの有効期限が切れると，ログインすること
はできません。

PCのユーザには，外部ユーザ・パスワードの有効期限が間もなく切れることが通知
されるので，有効期限が切れる前にパスワードを変更できます。ところが，外部認証
を使用してOpenVMSワークステーションからログインする場合，ログイン・プロセ
スは外部パスワードの有効期限が間もなく切れるかどうか判断できません。したがっ
て，パスワードの有効期限が設定されていて，ユーザの大半が PCを使用していない
サイトでは，ワークステーション・ユーザに対して外部認証を使用しない方が賢明で
す。
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4.13 INITIALIZEコマンドの変更

V8.2

INITIALIZEコマンドのデフォルト動作は，次のように変更されました。

• 以前のバージョンのOpenVMSでは，/ERASE修飾子は，ボリューム特性
ERASE_ON_DELETEを設定し，ボリュームのイニシャル・データ・セキュリテ
ィ・イレーズ (DSE)も実行していました。 Version 8.2からは，新しいキーワー
ドのどちらかまたは両方を/ERASEで指定することで，これらのアクションの 1
つまたは両方を個別に選択できます。

/ERASE=INIT DSEイレーズを実行します。

/ERASE=DELETE ボリュームの ERASE_ON_DELETEフラグを設定します。

キーワードを指定しない場合の/ERASEのデフォルトの動作は，以前のリリース
のままです (つまり，/ERASEは/ERASE=(INIT,DELETE)と同じです)。

• /CLUSTER_SIZEが指定されていないときの INITIALIZEのデフォルト動作が変
更されました。ODS-2とODS-5のいずれも，特定のサイズが設定されていない
ときには，デフォルトのクラスタ・サイズは最小の 16となります (以前は 3でし
た)。また，クラスタ・サイズが計算されるときには，値は 16の倍数に切り上げ
られます。/CLUSTER_SIZEに値が指定されている場合の動作には変更はありま
せん。

INITIALIZEコマンドのその他の変更点については，第 4.17節を参照してくだ
さい。 INITIALIZEコマンドについての詳細は，オンライン・ヘルプ，または
『OpenVMS DCLディクショナリ』を参照してください。

4.14 INSTALLユーティリティ

V8.2

以前のバージョンで/TRACEBACKを指定してリンクされたプログラムは，
/RESIDENT修飾子を使用してインストールすることはできませんでしたが，この制
限はなくなっています。/TRACEBACKを指定してリンクされたプログラムでも，そ
のプログラムが特権なしでインストールされる場合は， INSTALLで/RESIDENT修
飾子を使用できます。

4.15 ロック・マネージャ

ここでは，OpenVMS分散ロック・マネージャに関する注意事項について説明しま
す。
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4.15.1 ロック値ブロックの拡張

V8.2

Alphaシステムと I64システムでは，ロック値ブロックが， 16バイトから 64バイト
に拡張されました。この拡張による利点については，次の資料を参照してください。

• 『OpenVMS System Services Reference Manual』: $DEQ，$ENQ，およ
び$GETLKIの説明を参照してください。

• 『OpenVMS Programming Concepts Manual』:複合バージョン動作と相互運用
性について参照してください。

• 『OpenVMS System Analysis Tools Manual』: SHOW RESOURCES表示につ
いての説明を参照してください。

アプリケーションでのこの機能を使用するかどうかは任意ですが，この機能を使用し
ていなくても，各ロック・リソースを定義する RSB$データ構造体のサイズが 48バ
イトだけ大きくなります。

4.15.2 高速ロック再マスタリングと PE1

V7.3

ロック・マネージャには，ロック再マスタリングという機能があります。ロック再マ
スタリングとは，リソース・ツリーのロック・マスタの権利をクラスタ内にある別の
ノードに移動することです。ロック・ツリーのマスタになるノードは，クラスタ内の
別のノードとのやり取りが不要なため，ローカルなロック要求をより高速で処理する
ことができます。ほとんどのロック処理を実行するノードにロック・ツリーがある
と，システム全体の性能が向上します。

OpenVMS Version 7.3より前のバージョンで，ロック再マスタリングを実行する
と， 1つのローカル・ロックにつき 1つのメッセージがすべてのノードから新しいマ
スタに送信されていました。このため，非常に大規模なロック・ツリーの場合には，
ロック再マスタリング処理を実行するために膨大な時間が必要でした。しかも，この
処理中には，ロック・ツリーに対するすべてのアプリケーションのロックが停止され
ました。

OpenVMS Version 7.3以降では，ロック・データの新しいマスタへの送信は，非常
に大規模な転送で実行されます。これはより効率的な処理であり， 1つのロック・ツ
リーを 3～ 20倍速く移動することができるようになります。

ロック再マスタリングの大規模転送を使用することができるのは，OpenVMS
Version 7.3以降のバージョンを実行しているノードだけです。OpenVMS Version
7.3以降のノードとそれより前のバージョンを実行しているノードとの間の再マスタ
リングでは，引き続き 1つのロックにつき 1つのメッセージを送信する必要がありま
す。
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PE1システム・パラメータを使用して，再マスタリングの対象となりうるロック・ツ
リーのサイズを制限している場合には，その値を増やして大規模なロック・ツリーを
移動できるようにするか，その値をゼロ (0)に設定してどのようなサイズのロック・
ツリーでも移動できるようにします。

4.16 Logical Disk (LD)ユーティリティ:問題の修正

V7.3-2

以前のバージョンのOpenVMSでは， Logical Disk (LD)ユーティリティが，コンテ
ナ・ファイルのキャッシュをバイパスすることがありました。コンテナ・ファイルの
読み取りや書き込みに RMSが使用された場合，ファイルへの接続と，その後の書き
込み中の論理ディスクへの接続に LDユーティリティが使用されると， RMSは古い
データを持つことになります。

この問題は， LDユーティリティを使用して， CD-ROMに書き込むイメージを作成
する場合に，主に発生していました。

この問題は解決されたため， LDユーティリティのコンテナ・ファイルとして使用さ
れるファイルのキャッシュを，次のDCLコマンドを使用してオフにする必要はなく
なりました。

$ SET FILE/CACHING_ATTRIBUTE=NO_CACHING CONTAINER_FILE.DSK.

4.17 On-Disk Structure (ODS)のレイアウトの変更

V8.2

OpenVMS Version 8.2から，DCLの INITIALIZEコマンドに，新しい/GPT修
飾子が用意されました。この修飾子は I64システム上でデフォルトで有効にな
り，GPT.SYSと呼ばれる新しいシステム・ファイルが作成されます。この新しい
GPT.SYSファイルには，OpenVMSのブートブロック情報が収められています (GPT
は global unique identifier partition tableの略です。)

Alphaシステムでは，/NOGPTがデフォルトです。 INITIALIZEコマンドの詳細
は，オンライン・ヘルプ，または『OpenVMS DCLディクショナリ』を参照してく
ださい。

GPT.SYSが存在する場合，このボリュームのボリューム論理ブロックのレイア
ウトは， Version 8.2より前の Alphaシステムでのレイアウトと異なります。
GPT.SYSは，ボリューム上の最初と最後の論理ブロック (つまり， LBN 0と LBN
MAXBLOCK-1 [F$GETDVI関数に項目コードMAXBLOCKを指定して返される値
に基づく])を，最小サイズがそれぞれ 34ブロックの 2つのセグメントにマッピング

システム管理に関する注意事項 4–9



システム管理に関する注意事項
4.17 On-Disk Structure (ODS)のレイアウトの変更

します。たとえば，/CLUSTER_SIZE=8のボリュームでは，マップ領域は次のよう
に表示されます。

DUMP/HEADER/BLOCK=COUNT=0 [000000]GPT.SYS
:
.
Map area

Retrieval pointers
Count: 40 LBN: 0
Count: 40 LBN: 71132920

[000000]INDEXF.SYSファイルの最初のブロックが LBN 0に対応していることを
前提としているプログラムを，GPS.SYSファイルがあるOpenVMS I64システムま
たは Alphaシステム上で実行する場合，最初のブロック (VBN 1)の対応関係を変更
しなければなりません。GPT.SYSでは， VBN 1はブート・ブロックには対応しな
くなりました。 INDEXF.SYSの LBN 0と VBN 1の間の対応関係に前提を置かず，
INDEXF.SYSの VBNレイアウトを必ず使用するプログラムであれば，変更の必要は
ありません。ただし，このようになっていることを確認する必要があります。

INDEXF.SYSの VBNレイアウトについては，現在，『Guide to OpenVMS File
Applications』の第 1.2.1項と，Kirby McCoy著『VMS File System Internals』
(ISBN 1-55558-056-4, 1990)の第 2.5.1項に記載されています。

注意

/GPTを指定すると，そのディスクはOpenVMS Version 7.2よりも古いバー
ジョンが動作しているシステムにはマウントできません。

INITIALIZEコマンドのその他の変更点については，第 4.13節を参照してくだ
さい。 INITIALIZEコマンドについての詳細は，オンライン・ヘルプ，または
『OpenVMS DCLディクショナリ』を参照してください。

4.18 OpenVMS Clusterシステム

ここでは，OpenVMS Clusterシステムに関する注意事項について説明します。

4.18.1 OpenVMS I64でのクラスタのサポート

V8.2

一部の例外を除き，OpenVMS Clusterソフトウェアは，OpenVMS Alphaおよび
OpenVMS VAXシステムでの機能と同じ機能を，OpenVMS I64システムでも提供
します。
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4.18.2 現時点での制限事項

V8.2

一時的に，以下の例外があります。

• 以下に示すように， 1つのクラスタ内に存在できるシステムの数は，プラットフ
ォームの構成に依存します。

最大 8台の I64システム

1つのアーキテクチャ混合クラスタ内で， Alphaシステムと I64システムの合
計が最大 16台 (I64システムは 8台を超えない)

1つのクラスタ内で 8台を超える I64システムのサポートは， 2005年の前半にア
ナウンスする予定です (総合計で 96ノードまで)。

• サポートされる， I64システムを含む運用クラスタには， VAXシステムを含める
ことはできません。 VAXシステムは，開発や移行を目的とするクラスタに含める
ことはできますが，クラスタ内に VAXシステムが存在するために問題が発生した
場合は， VAXシステムと I64システムのどちらかを削除する必要があることを理
解した上で使用する必要があります。詳細は，OpenVMS Clusterソフトウェア
SPDを参照してください。

• 現時点では，Open VMS Clusterシステムの運用環境でサポートされるのは 2
つのアーキテクチャのみです。サポートされるクラスタ構成のリストは，『HP
OpenVMS Version 8.2 Upgrade and Installation Manual』を参照してくださ
い。

• OpenVMS I64システムのサテライト・ブートは，このリリースでは利用できませ
ん。今後のリリースでサポートされます。

4.18.3 制限事項

V8.2

OpenVMS Clusterソフトウェアは，DSSI (DIGITAL Storage Systems
Interconnect)， CI (Cluster Interconnect)，およびMemory Channelという，
3つの独自仕様のインターコネクトを Alphaシステム上でサポートしていますが，
OpenVMS I64システムではサポートしていません。DSSIストレージと CIストレー
ジを直接OpenVMS I64システムに接続することはできませんが， Alphaシステムに
接続されている CIディスクとDSSIディスクは，同じクラスタ内のOpenVMS I64
システムから利用することができます。

SCSIクラスタと一般的に呼ばれる， SCSIインターコネクト上のマルチホスト共用
ストレージは，サポートされていません (OpenVMS Alphaシステムでも，新しい
SCSIアダプタではサポートされていません)。ただし，業界標準の Fibre Channel上
のマルチホスト共用ストレージはサポートされています。
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注意

OpenVMS Alphaシステムにローカル接続されているストレージ (CI，
DSSI， FC，または SCSIストレージ)と，OpenVMS I64システムにローカ
ル接続されているストレージ (Fibre Channelまたは SCSIストレージ)はどち
らも，クラスタ内の他のメンバから利用できます。

4.18.4 クラスタの互換性のために必要なパッチ・キット

V8.2

OpenVMS Version 8.2システムを既存のOpenVMS Clusterシステムに導入する前
に，以前のバージョンのOpenVMSを実行しているシステムに，パッチ・キット (修
正キットとも呼ばれます)を適用しなければなりません。 Fibre Channel， XFC，ま
たは Volume Shadowingを使用している場合は，追加のパッチ・キットも必要です。
これらのキットは，各バージョンに固有のものです。

表 4–1に示されているバージョンは，warrantedサポート構成でも，migrationサ
ポート構成でもサポートされます。これらの構成についての詳細は，『OpenVMS
Clusterシステム』または『HP OpenVMS Version 8.2 Upgrade and Installation
Manual』を参照してください。

表 4–1に，パッチ・キットの適用が必要な機能と，そのパッチ ID名を示します。各
パッチ・キットには，同じ名前の，対応する readmeファイルがあります (ファイル
拡張子は.READMEです)。

次のWebサイトから，パッチ・キットをダウンロードしてください (「software
patches」オプションのOpenVMSを選択します)。または，弊社のサポート担当者に
連絡して，ご使用のシステムに合ったメディアでパッチ・キットを入手してくださ
い。

http://h18007.www1.hp.com/support/files/index.html

注意

パッチ・キットは，必要に応じて，定期的にアップデートされます。各機能
に対する最新のパッチ・キット (キットの readmeファイルにバージョン番号
が示されています)を必ず使用してください。各キットの最新バージョンは，
Webサイトに掲載されているバージョンです。
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表 4–1 クラスタの互換性のために必要なパッチ・キット

機能 パッチ ID

OpenVMS Alpha Version 7.3-2

この項に示されているパッチ・キットを除く，すべ
てのパッチ・キットを持つアップデート・キット

VMS732_UPDATE-V0300

Fibre Channel/SCSI VMS732_FIBRE_SCSI-V0400

System VMS732_SYS-V0600

OpenVMS VAX Version 7.3 1

Audit Server VAXAUDS01_073

Cluster VAXSYSL01_073

DECnet-Plus VAX_DNVOSIECO04-V73

DECwindows Motif VAXDWMOTMUP01_073

DTS VAXDTSS01_073

Files 11 VAXF11X02_073

MAIL VAXMAIL01_073

MIME VAXMIME01_073

MOUNT VAXMOUN01_073

RMS VAXRMS01_073

RPC VAXRPC02_073

Volume Shadowing VAXSHAD01_073

System VAXSYS01_073

1クラスタ内で VAXシステムを使用する際の運用ガイドについては，第 4.18.2項を参照してください。

VAXシステムは I64システムと同じクラスタに含めることはできませんのでご注意く
ださい。クラスタ内で保証されている組み合わせの詳細については『HP OpenVMS
Version 8.2 Upgrade and Installation Manual』を参照してください。

4.18.5 Fibre Channelおよび SCSIマルチパスと，他社製品との非互換性を修正す
る新しい API

V7.3-2

システムと， SCSIデバイスまたは Fibre Channelデバイスの間に存在する複数の
パス間でのフェールオーバをサポートするマルチパス機能は，OpenVMS Alpha
Version 7.2-1で導入されました。OpenVMS Alpha Version 7.3-1では， Fibre
Channelマルチパス・テープ・デバイス間でのフェールオーバのサポートが導入され
ました。

このマルチパス機能は，他社のディスク・キャッシング，ディスク・シャドウイン
グ，または類似の機能を持つ製品との互換性がないことがあります。この機能がソフ
トウェアの製造元でサポートされるようになるまでは，そのようなソフトウェアを，
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マルチパス・フェールオーバ用に構成された SCSIデバイスまたは Fibre Channelデ
バイスでは使用しないでください。

OpenVMS Alpha SCSIディスク・クラス・ドライバ (SYS$DKDRIVER.EXE)，
OpenVMS Alpha SCSIテープ・クラス・ドライバ (SYS$MKDRIVER.EXE)，また
は SCSI汎用クラス・ドライバ (SYS$GKDRIVER)のDriver Dispatch Table (DDT)
の変更に依存している他社製品で SCSIマルチパス機能が正常に動作するようにする
には，製品を変更する必要があります。

このようなソフトウェアの作成者は，OpenVMS Alpha Version 7.3-2で導入された
新しいDDT Intercept Establisherルーチンを使用して，ソフトウェアを変更でき
るようになりました。これらのルーチンの詳細は，『HP OpenVMS Alpha Version
7.3–2新機能説明書』を参照してください。

注意

他社製のディスク・キャッシュ製品や，ディスク・シャドウィング・アプリ
ケーションを使用している場合は，アプリケーションがこれらの新しいルー
チンを使用するように改訂されるまで，OpenVMS SCSIマルチパス構成や
Fibre Channelマルチパス構成でこれらの製品を使用しないでください。

OpenVMS Alpha SCSIマルチパス機能と Fibre Channelマルチパス機能の詳細は，
『OpenVMS Cluster構成ガイド』を参照してください。

4.18.6 CLUSTER_CONFIG.COMと，ルート・ディレクトリ名の制限

V7.3-2

この注意事項は，『OpenVMS Clusterシステム』の表 8-3 (「CLUSTER_CONFIG_
LAN.COMおよび CLUSTER_CONFIG.COMから要求されるデータ」)のアップデ
ートに関するものです。

このドキュメントでは，システム・ディスクに直接アクセスするコンピュータで使用
できる， 16進数の桁数の制限を記載しています。この制限は， VAXコンピュータに
ついては正しいのですが， Alphaコンピュータについては正しくありません。

このコマンド・プロシージャで，次の情報の入力が求められます。

Computer’s root directory name on cluster system disk:

このドキュメントには，次のように記載されています。

プロシージャから提供されるデフォルトをそのまま使用するときは， Returnキーを
押す。または SYSxという形式で名前を指定する。
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• システム・ディスクに直接アクセスできるコンピュータの場合，xは 1～ 9または
A～Dの 16進数である (たとえば， SYS1や SYSA)。

• サテライトの場合，xは 10～ FFFFの値でなければならない。

システム・ディスクに直接アクセスできる 16進値の範囲の制限は， VAXコンピュー
タについては正しく記載されています。システム・ディスクに直接アクセスできる
Alphaコンピュータでは，この 16進値の有効範囲はもっと広く， VAXの範囲と同じ
1～ 9または A～Dの他に， 10～ FFFFの範囲も含まれます。 SYSEと SYSFは，
システム用に予約されています。

『OpenVMS Clusterシステム』の次の版には，この情報が盛り込まれます。

4.18.7 CIと LANとの間の回線切り替えによるクラスタの性能の低下

V7.3-1

CIと，複数の FDDI， 100 Mb/sまたはGb/sのイーサネット・ベースの CIRCUITの
両方を含むOpenVMS Cluster構成では， SCS接続が CI回線と LAN回線の間を約
1分単位で移動することがまれにあります。この頻繁な回線の切り替えが原因で，ク
ラスタの性能が低下したり，シャドウ・セット・メンバのマウント確認が行われる場
合があります。

PEdriverでは，数秒間継続している LAN輻輳を検出し，対処することができます。
LANパスでの遅延時間の大幅な増加やパケットの損失が検出されると， PEdriverは
そのパスを使用しなくなります。パスの性能が回復したことが確認されると，そのパ
スを再度使用するようになります。

限界条件下では， LANパスにクラスタ・トラフィックで使用する負荷が追加される
と，遅延やパケットの損失が容認できる限界を超える場合があります。クラスタの負
荷が取り除かれると，パスの性能は再度使用できる状態まで回復できる場合がありま
す。

LAN回線の負荷クラスに限界 LANパスを割り当てると，その回線の負荷クラスが
増加して CIの負荷クラス値 140を超えて限界パスが対象となる場合 (また，反対に
LAN回線の負荷クラスが減少して 140を下回り限界パスが除外される場合)に， SCS
接続は CI回線と LAN回線の間を移動します。

LAN回線と CI回線間の接続の移動を確認するには， CONNECTIONクラスと
CIRCUITSクラスを追加した SHOW CLUSTERを使用します。

回避方法
接続の移動が頻繁に行われている場合は，次のいずれかの回避方法を使用してくださ
い。

• SCACPまたは Availability Managerを使用して，使用する回線またはポートに
より高い優先順位を割り当て，自動的な接続割り当てと移動を無効にします。
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SCACPコマンドの例を次に示します。

$ MC SCACP
SCACP> SET PORT PNA0 /PRIORITY=2 ! This will cause circuits from local

! CI port PNA0 to be chosen over
! lower priority circuits.

SCACP> SET PORT PEA0 /PRIORITY=2 ! This will cause LAN circuits to be
! chosen over lower priority circuits.

• SCACP SHOW CHANNELコマンドを使用して，使用の切り替えが行われてい
るチャネルを確認します。次に， SCACPを使用して，特定のチャネルに目的の
チャネルよりも低い値を割り当てて，そのチャネルを明示的に除外することもで
きます。たとえば，次のように指定します。

SCACP> SET CHANNEL LARRY /LOCAL=EWB/REMOTE=EWB /PRIORITY=-2

max，max-1の範囲内にある CHANNELおよび LANデバイスの優先順位値は等
価とみなされます。つまり，この両方のデバイスに，最大優先順位値が指定され
ているものとみなされます。チャネルまたは LANデバイスを使用対象から外す場
合は，優先順位値に 2以上の差をつける必要があります。

4.18.8 OpenVMS ClusterシステムでのGigabit Ethernetスイッチの制限事項

永続的な制限事項

Gigabit Ethernetスイッチを介してGigabit EthernetノードをOpenVMS Cluster
システムに追加しようとすると，スイッチの自動ネゴシエーションに関する設定が
Gigabit Ethernetアダプタと異なる場合には，失敗します。スイッチで自動ネゴシエ
ーション有効と設定されている場合は，アダプタも同様に設定する必要があります。
また，スイッチで自動ネゴシエーションが無効と設定されている場合は，アダプタも
同様に設定する必要があります。

多くのGigabit Ethernetアダプタは，デフォルトで自動ネゴシエーションが有効にな
っています。例外は， AlphaシステムのDEGXAで， EGn0_MODEコンソール環境
変数が，要求された設定を保持しています。その設定はスイッチの設定と同じにする
必要があります。

ノードを追加するときに，スイッチとアダプタの設定の不整合により失敗する場合
に表示されるメッセージが，誤解を招く可能性があります。たとえば， CLUSTER_
CONFIG.COMを使用してノードを追加し，ローカルのページ・ディスクとスワッ
プ・ディスクをインストールするオプションを選択していると，ディスク・サービス
の問題であるかのように見えます。 CLUSTER_CONFIG.COMを実行しているノー
ドは "waiting for node-name to boot"というメッセージを表示する一方で，ブート・
ノードは "waiting to tune system"というメッセージを表示するためです。使用可能
なディスクのリストは，ネットワーク・パスが失われているため，まったく表示され
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ません。ネットワーク・パスが失われているのは，Gigabitアダプタとスイッチの間
の自動ネゴシエーションのミスマッチが原因であることが伝わりません。

この問題を回避するには，次の手順で，新しいノードのGigabit Ethernetアダプタの
自動ネゴシエーションを無効にします。

1. 最初にノードをクラスタ内でブートするときには，会話型ブートを実行する。

2. 新しいノードのシステム・パラメータ LAN_FLAGSの値を 32に設定して，シス
テム内のGigabitアダプタすべての自動ネゴシエーションを無効にする。

この初期構成を行った後， LAN_FLAGSシステム・パラメータの，自動ネゴシエー
ションに関する設定を，システム内のGigabit Ethernetアダプタすべてについて，ス
イッチ設定と一致させる必要があります。すべてのアダプタで自動ネゴシエーション
を無効にする必要がない場合， LANCPデバイス・データベースに実行時設定を適切
に設定する必要があります。詳細は，『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リ
ファレンス・マニュアル』の LANCPの章を参照してください。

4.18.9 マルチパス・テープ・フェールオーバの制限事項

V7.3-1

Fibre Channelマルチパス・テープ・セット内の 1つのデバイスで INITIALIZEコマ
ンドを実行している間は，そのセットの別のメンバへマルチパス・フェールオーバを
実行できません。別のマルチパス・テープ・デバイスが初期化されている間に，現在
のパスで障害が発生した場合は，テープ・デバイスが機能しているパスへフェールオ
ーバした後に， INITIALIZEコマンドを再試行してください。

この制限は，今後のリリースで無くなる予定です。

4.18.10 SCSIマルチパス媒体チェンジャでは自動フェールオーバは行われない

V7.3-1

Fibreと SCSI間のテープ・ブリッジを使用して Fibre Channelに接続されている
SCSI媒体チェンジャ (テープ・ロボット)向けのOpenVMS Alpha Version 7.3-1
以降には，パスの自動切り替えが実装されていません。そのようなデバイスに対し
ては複数のパスを構成できますが，別のパスに切り替える場合は， SET DEVICE
/SWITCHコマンドを使用してパスの手動切り替えを使用する方法しかありません。

この制限は，今後のリリースで無くなる予定です。
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4.19 OpenVMS Galaxy (Alphaのみ)

ここでは，OpenVMS Galaxyシステムに関する注意事項について説明します。

OpenVMS Galaxyがサポートされているのは，OpenVMS Alphaシステムだけで
す。

4.19.1 Galaxyの定義

V8.2

『OpenVMS AlphaパーティショニングおよびGalaxyガイド』は，OpenVMS
Version 8.2ではアップデートされていません。ここでは，前後関係により異なる，
Galaxyという言葉の定義を詳しく説明します。

表 4–2 Galaxyの定義

Galaxyが使われる
文脈 説明

ライセンス 1台のコンピュータで OpenVMSの複数のインスタンスを作成および実
行するために必要です。このライセンスがないと， 1台のコンピュータ
で実行できる OpenVMSのインスタンスは 1つだけです。

システム・パラメ
ータ

メモリ共用を設定します。 GALAXYに 1を設定すると，ハード・パー
ティションにそのパラメータが設定されている OpenVMSインスタン
スで，ハード・パーティション内の複数のソフト・パーティション間で
メモリを共用することを指定します (1つのハード・パーティション内
で 3つ以上のソフト・パーティションを実行でき，そのすべてではメモ
リを共用したくない場合があります)。このパラメータでは，ノードで
共用メモリを使用するかどうかだけを指定します。連携して動作する
OpenVMSの複数のインスタンスを実行するためにこのパラメータを使
用する必要はありません。メモリの共用のための設定は，コンソールで
希望の構成ツリーを設定することで実現できます。 GALAXYに 0を設
定すると，メモリは共用されません (デフォルト)。

ソフト・パーティ
ション

CPUの移動， APIの使用，メモリの共用などが可能なように，複数の
OpenVMSインスタンスを 1台のコンピュータ内で連携させて動作させ
ることができるようにします。プラットフォームのパーティショニング
機能により，リソースを複数のソフト・パーティションに分けることが
でき，それぞれのパーティションで OSのインスタンスを実行すること
ができます。ソフト・パーティションは，その中で実行されている OS
インスタンスが参照および使用することができる，リソースのサブセッ
トです。

4.19.2 OpenVMS Graphical Configuration Manager

V8.2

AlphaServer ES47/ES80/GS1280のGalaxy構成でOpenVMS Graphical
Configuration Manager (GCM)がサポートされるようになりました。以前は，
Graphical Configuration Utility (GCU)だけがサポートされていました。
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4.19.3 ES40上のGalaxy:非圧縮ダンプの制限事項

永続的な制限事項

AlphaServer ES40 Galaxyシステムでは，インスタンス 1のメモリが 4 GB (物理)以
上から始まっている場合，インスタンス 1から raw (非圧縮)ダンプを書き出すことは
できません。代わりに，圧縮ダンプを書き出さなければなりません。

4.19.4 ES40上のGalaxy: Fast Pathの無効化

V7.3-1

AlphaServer ES40システムでGalaxyを使用する場合，インスタンス 1で Fast
Pathを無効化する必要があります。そのためには，そのインスタンスで SYSGENパ
ラメータ FAST_PATHを 0に設定します。

インスタンス 1で Fast Pathを無効化しないと，インスタンス 0のリブート時にイン
スタンス 1での入出力がハングします。この状態は， PCIバスをリセットし，インス
タンス 1をリブートするまで続きます。共有する SCSIまたは Fibre Channelがある
場合，共有ノードでの入出力がハングし，これらのデバイスへのすべてのパスが無効
になります。

4.20 OpenVMS Management Station

V8.2

OpenVMS I64 Version 8.2とOpenVMS Alpha Version 8.2でのOpenVMS
Management Stationの推奨バージョンは， Version 3.2Dです。ただし，OpenVMS
Management Stationは，OpenVMS Version 6.2以降に対して下位互換性を維持し
ています。

OpenVMS Version 8.2をインストールするとOpenVMS Management Station
Version 3.2Dがインストールされます。

4.21 OpenVMS RegistryはVersion 2フォーマットのデータベースを
壊すことがある

V7.3-2

キー・ツリーに揮発性のサブキーを 8個以上作成して，スタンドアロン・システ
ムやクラスタをリブートした場合，リブート後にサーバが起動すると，OpenVMS
Registryサーバは， Version 2フォーマットの Registryデータベースを壊すことがあ
ります。
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この問題を回避するには，以下のいずれかを実行します。

• 揮発性のキーを使用しない。

• Version 1フォーマットのデータベースを使用する。

Advanced Server for OpenVMSと COM for OpenVMSは，揮発性のキーを作成し
ません。

4.22 セキュリティ: DIRECTORYコマンド出力の変更

V7.3-2

OpenVMS Version 7.1以降では， Advanced Server (PATHWORKS)アクセス制御
エントリ (ACE)を含むファイルに対してDCLコマンドDIRECTORY/SECURITY
またはDIRECTORY/FULLを実行すると， Advanced Server ACEそれぞれの 16
進表現は表示されなくなります。その代わりに，各ファイルに対して検出された
Advanced Server ACEの総数が‘‘Suppressed n PATHWORKS ACEs’’というメッセ
ージに要約されます。

抑制されている ACEを表示するには， SHOW SECURITYコマンドを使用します。
これらの ACEを表示するには， SECURITY特権が必要です。実際に，このコマン
ドは，Windows NT®のセキュリティ・ディスクリプタ情報を示す%x86 ACEを含
む，OpenVMS ACEを表示します。Windows NTセキュリティ・ディスクリプタ情
報は， Advanced Serverに関連しています。

4.23 サーバ管理プロセス (SMHANDLER)

V7.3-2

サーバ管理プロセス SMHANDLERは，このプロセスをサポートしている Alphaシ
ステム上で自動的に起動するようになりました。システム管理者は，古いスタートア
ップ・ファイル SYS$STARTUP:SYS$SMHANDLER_STARTUP.COMへの参照を，
SYSTARTUP_VMS.COMや他のサイト固有のスタートアップ・ファイルから削除し
なければなりません。この参照は， SYSTARTUP_VMS.TEMPLATEからは削除さ
れています。

バックグラウンド: SMHANDLERについて
一部の Alphaシステムでは，切迫しているハードウェア障害をシステム・ファームウ
ェアが報告し，対処するのを助けるために，サーバ管理プロセスが起動されます。障
害の状況はさまざまですが，一般的には，過度の温度上昇，ファンの故障，または電
源の故障があります。 SMHANDLERは，警告状態をOPCOMへ報告することがあ
ります。また，故障したシステムの電源をシステム・ファームウェアがオフにしよう
とした場合に， SMHANDLERはOpenVMSのシャットダウンを開始することもあ
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ります。多くの場合，OpenVMSのシャットダウン制御を行った方が，突然システム
の電源が落とされるよりも，破損の可能性が低くなります。

アップ状態の時間をできるだけ長くにするために，システム・マネージャは，
POWEROFFシステム・パラメータに 0を設定することができます。これにより，障
害が発生したシステム上で SMHANDLERがOpenVMSをシャットダウンするのを
防止できます。ただし，システム・ファームウェアがシステムの電源をオフにするこ
とは防止できません。

4.24 SYSGEN:セキュリティ監査の修正

V7.3-2

以前は， SYSGENの監査やアラームを有効にしても，変更されたパラメータの情
報が示されませんでした。OpenVMS Version 7.3-2では，この問題が修正されまし
た。監査やアラームに，変更されたパラメータ，その古い値，および新しい値の情報
が含まれるようになりました。

4.25 SYSMANユーティリティ: DUMP_PRIORITYコマンドの変更

V8.2

SYSMAN DUMP_PRIORITYコマンドには，次の変更が行われています。

• DUMP_PRIORITY ADD, MODIFY，および REMOVE

新しい修飾子/[NO]INFORMATIONALが追加され，情報メッセージの出力を制御
できるようになりました (たとえば，コマンド・プロシージャ内で)。デフォルト
は，/INFORMATIONALです。

• DUMP_PRIORITY ADDおよびMODIFY

すでに存在するエントリを追加する場合，またはDUMP_PRIORITY MODIFYで
既存のエントリを変更する際に処理結果が既存のエントリと重複する場合には，
メッセージ "SMI-I-SDPRDUPIGN, duplicate record creation ignored"が出力さ
れます。 (これまでは，メッセージ "SMI-F-SDPRNODUP, duplicate records not
allowed"が出力されていました。) MODIFYの場合には，既存のレコードは削除
されません。

• DUMP_PRIORITY REMOVE

System Dump Priorityレジストリから，存在しないエントリを削除しようとす
ると，メッセージ "SMI-I-SDPRNOTREM, no record removed"が出力されるよ
うになりました。 (これまでは，メッセージ "SMI-F-SDPRNOTFOUND, system
dump priority record not found"が出力されていました。このメッセージは，
DUMP_PRIORITY MODIFYで，変更するエントリが見つからないときに出力さ
れます。)
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4.26 システム・パラメータ

ここでは，システム・パラメータに関する注意事項について説明します。

4.26.1 新しいシステム・パラメータ

V8.2

OpenVMS Version 8.2で導入された新しいシステム・パラメータは，次のとおりで
す。

ERLBUFFERPAG_S2
ERRORLOGBUFF_S2
SCSI_ERROR_POLL
SHADOW_HBMM_RTC
SHADOW_REC_DLY
SHADOW_SITE_ID
SYSSER_LOGGING
TTY_DEFCHAR3
VHPT_SIZE (I64のみ)

DEVICE_NAMINGパラメータが以前のリリースから導入されていましたが，ドキュ
メントに記載されていませんでした。このリリースから記載されました。

すべてのシステム・パラメータの定義については，オンライン・ヘルプ，または
『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』を参照して
ください。

4.26.2 廃止されたシステム・パラメータ

V8.2

次のシステム・パラメータは，OpenVMS Version 8.2で「廃止」扱いになりまし
た。

BJOBLIM
BOOT_STYLE
EXUSRSTK
LAMAPREGS
NISCS_LAN_OVRHD
NJOBLIM
QBUS_MULT_INTR
SA_APP
SBIERRENABLE
SCSCONNECT
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SD_ALLOCLASS
TAILORED
UDABURSTRATE
VECTOR_MARGIN
VECTOR_PROC
XFMAXRATE

4.26.3 廃止されたシステム・パラメータの表示

V8.2

SYSGEN， SYSMAN， SDA，および SYSBOOTユーティリティの SHOWコマンド
は，次のいずれかを実行しない限り，廃止されたシステム・パラメータを表示しませ
ん。

• 新たに追加された/OBSOLETE修飾子を SHOWコマンドに指定する。

たとえば，廃止されたシステム・パラメータをすべて表示するには，次のコマン
ドを入力します。

SYSGEN> SHOW/OBSOLETE

• 廃止されたパラメータの正確な名前を， SHOW parameter-nameコマンドで指定
する。

たとえば，次のコマンドは，指定されたパラメータが廃止されている場合は，
OBSOLETEと表示します。

SYSGEN> SHOW parameter-name

4.26.4 システム・パラメータの変更

V8.2

OpenVMS Version 8.2では，デフォルト値，最小値，最大値を最適なものにするた
めに，多数のシステム・パラメータがアップデートされています。

• 32,767個のプロセスをサポートします。

OpenVMSは，最大 32,767個のプロセスをサポートするようになりました。こ
の変更のために，次のシステム・パラメータの最大値が大きくなり，それぞれ
32765になりました。

BALSETCNT
IJOBLIM
MAXPROCESSCNT

• 非ページング・ルックアサイド・リストのトリミングがオフになりました。
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非ページング・ルックアサイド・リストは，デフォルトでオフになりました。こ
れらのリストのトリミングを行うと，非ページング・プールの変数リストが断片
化する可能性があります。場合によっては，変数プール・リストが大幅に断片化
され，システムの性能が低下することがあります。次のシステム・パラメータの
デフォルト値は 100です。

NPAG_AGGRESSIVE
NPAG_GENTLE

• CTLPAGESの最小値が大きくなりました。

CTLPAGESの最小値が大きくなり， 64になりました。この値は，ミニマム・ブ
ートをサポートできる値です。

• CLISYMTBLの値が大きくなりました。

CLISYMTBLの最小値と最大値の両方が大きくなり (それぞれ 64と 8192)，DCL
シンボルの追加作成あるいは大規模なDCLシンボルの作成をサポートできるよう
になりました。 CLISYMTBLの新しい最小値では，ミニマム・ブートもサポート
します。

• CHANNELCNTのデフォルト値が大きくなりました。

CHANNELCNTのデフォルト値と最小値が大きくなり，多数のファイルをオープ
ンするアプリケーションが，不十分な CHANNELCNT値のために失敗する可能
性が減りました。新しい最小値は 64で，新しいデフォルト値は 512です。

• グローバル・セクションに関連するパラメータが大きくなりました。

グローバル・セクションに関連するシステム・クォータが大きくなり，デフォル
ト値がより適切な値になりました。

GBLPAGFIL (デフォルト値: 16394)
GBLSECTIONS (デフォルト値: 1024)

• DUMPSTYLEのデフォルト値が，圧縮/選択型ダンプ用に変更されました。

DUMPSTYLEパラメータのデフォルト値が 9に変更され，圧縮/選択型ダンプが
生成されるようになりました。この変更により，システムのシステム・ダンプ・
ファイルが小さくても，必要なデータがシステム・ダンプ・ファイル内に記録さ
れるようになりました。

• QUANTUMのデフォルト値と最小値が小さくなりました。

高速なシステムでは，一定時間に CPUが実行できる処理量が増加しました。
QUANTUMのデフォルト値を小さくして 5にすると， CPUは 1秒あたりに，よ
り多くのプロセスをスケジューリングできます。最小値は， 1です。

• GH_*パラメータの値が大きくなりました。

GH_*パラメータの最大値が大きくなり， 65536 (512 MB)になりました。これら
のパラメータをすべて最大値にすると，システムはブートできなくなります。こ
れらのパラメータは，上限が 2 GBの， 32ビットのアドレス空間を使用します。
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I64イメージには，共用可能な読み取り専用セグメントがあります。このセグメン
トをサポートするために，GH_RES_DATAパラメータのデフォルト値が， 0か
ら 100ページに拡大されました。

• WSMAXのデフォルト値が大きくなりました。

I64システムで大規模な物理メモリをサポートするために，WSMAXのデフォル
ト値が大きくなり， 131072になりました。

• OpenVMS I64で， PQLパラメータ値が大きくなりました。

PQLパラメータは，デタッチされたプロセスが作成されたときに，各種のクォー
タのデフォルト値と最小値を提供するために使用されます。これらの多くのパラ
メータの値が大きくなり， I64システムでの大規模な物理メモリに対応できるデ
フォルト値と最小値となりました。新しいデフォルト値は，次のとおりです。

パラメータ Alphaでのデフォルト値 I64でのデフォルト値

PQL_DBYTLM 65536 262144

PQL_MBYTLM 2048 128000

PQL_DPGFLQUOTA 131072 700000

PQL_MPGFLQUOTA 4096 512000

PQL_DWSDEFAULT 2048 32767

PQL_MWSDEFAULT 1024 16384

PQL_DWSQUOTA 4096 65536

PQL_MWSQUOTA 2048 32768

PQL_DWSEXTENT 32767 131072

PQL_MWSEXTENT 4094 65536

PQL_DENQLM 2048 2048

PQL_MENQLM 64 64

• I64でのページング・プールおよび非ページング・プールのデフォルト値が大きく
なりました。

I64でのいくつかのページングおよび非ページング・プール・パラメータのデフォ
ルト値が，次のように大きくなりました。

パラメータ デフォルト値

NPAGEDYN 4194304 ( 4 MB)

NPAGEVIR 16777216 (16 MB)

PAGEDYN 4194304 ( 4 MB)
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• I64でのシステム・ワーキング・セット・クォータのデフォルト値が大きくなりま
した。

SYSMWCNTのデフォルト値が大きくなり， 8192になりました。

• AlphaでのKSTACKPAGESのデフォルト値が大きくなりました。

KSTACKPAGESのデフォルト値が大きくなり， 1ページから 2ページに変更さ
れました。この変更により，各種のデバイスを備えたさまざまなハードウェア・
プラットフォームを，デフォルト値でブートできるようになりました。

これらのパラメータの詳細は，オンライン・ヘルプ，または『OpenVMSシステム管
理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』を参照してください。

4.26.5 MMG_CTLFLAGS:ドキュメントの誤り

V8.2

オンライン・ヘルプ，『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マ
ニュアル』，『OpenVMS Performance Management』でのシステム・パラメータ
MMG_CTLFLAGSのビット 0の記述が正しくありません。ビット 0の正しい記述
は，次のとおりです。

「このビットを設定すると，定期的に実行されるが，その他のときにはアイドル
状態となるプロセスからトリミングすることによる再生が有効になる。この状況
が発生するのは，空きリストと変更リストの合計サイズが FREEGOALの値の 2
倍より小さくなったときである。ビットがクリアされている場合は，この機能は
無効である。」

『OpenVMS Performance Management』のビット 1の記述にも誤りがあります。
正しい記述は，次のとおりです。

「LONGWAIT秒より長い時間アイドルであったプロセスを外部にスワップする
ことによる再生が有効になります。これは，空きリストのサイズが FREEGOAL
の値より小さくなったときに発生します。」

4.27 Terminal Fallback Facility (TFF)

OpenVMS Alphaシステムの Terminal Fallback Facility (TFF)には，フォールバッ
ク・ドライバ (SYS$FBDRIVER.EXE)，共有イメージ (TFFSHR.EXE)， Terminal
Fallbackユーティリティ (TFU.EXE)，フォールバック・テーブル・ライブラリ
(TFF$MASTER.DAT)が含まれます。

注意

ユーザが呼び出し可能なインタフェースとして公開されているものではない
ため， TFFSHRは IMAGELIBから削除されています。ただし，イメージは現
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在でも SYS$LIBRARY:ディレクトリにあります。

TFFを起動するには，次のように SYS$MANAGERにある TFFスタートアップ・コ
マンド・プロシージャを起動します。

$ @SYS$MANAGER:TFF$SYSTARTUP.COM

フォールバックを有効にしたり，フォールバック属性を変更するには，次のように
Terminal Fallbackユーティリティ (TFU)を起動します。

$ RUN SYS$SYSTEM:TFU
TFU>

端末に対するデフォルトのフォールバックを有効にするには，次のDCLコマンドを
入力します。

$ SET TERMINAL/FALLBACK

OpenVMS Alpha TFFは，次の点でOpenVMS VAX TFFと異なります。

• Alphaシステムでは， TFFフォールバック・ドライバの名前は
SYS$FBDRIVER.EXEです。 VAXシステムでは， TFFフォールバック・
ドライバの名前は FBDRIVER.EXEです。

• Alphaシステムでは， TFFは 16ビット文字のフォールバックを処理できます。
OpenVMS Alphaフォールバック・テーブル・ライブラリ (TFF$MASTER.DAT)
には， VAXライブラリより 4つ多い 16ビット文字テーブルが含まれます。
表 4–3に，これらの追加テーブルを示します。

表 4–3 TFF文字フォールバック・テーブル

テーブル名 ベース 説明

BIG5_HANYU BIG5 BIG5を CNS 11643 (SICGCC)端末/プリンタへ

HANYU_BIG5 CNS CNS 11643 (SICGCC)を BIG5端末/プリンタへ

HANYU_TELEX CNS CNS 11643をMITAC TELEX-CODE端末へ

HANGUL_DS KS KSを DOOSAN 200端末へ

これらのテーブルは主にアジア地域で使用されます。また，このテーブルの形式
は， 16ビット文字フォールバックのサポートのために変更されています。

• Alphaシステムでは， TFUコマンド SHOW STATISTICSはフォールバック・ド
ライバ (SYS$FBDRIVER.EXE)のサイズを表示しません。

RT端末は TFFではサポートされません。
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Terminal Fallback Facilityの詳細については，OpenVMSドキュメントWebサイト
で，アーカイブ扱いになった『OpenVMS Terminal Fallback Utility Manual』を参
照してください。

http://www.hp.com/go/openvms/doc

このマニュアルを参照するには，左側のサイドバーに表示されている‘‘Archived
documents’’をクリックしてください。

4.28 タイム・ゾーンの変更

V8.2

OpenVMS Version 8.2では， 204個のタイム・ゾーンの追加と既存のタイム・ゾー
ンのアップデートが行なわれ，タイム・ゾーンが合計 540個になりました。このタイ
ム・ゾーンのリストは，次のURLでアクセス可能なタイム・ゾーンのパブリック・
データベース "tzdata2003e.tar.gz"をベースにしています。

ftp://elsie.nci.nih.gov/pub/

『OpenVMSシステム管理者マニュアル (下巻)』の付録に，すべてのタイム・ゾーン
の一覧があります。

4.29 User Environment Test Package (UETP) (I64のみ)

V8.2

User Environment Test Package (UETP)を使用する際には，以下の点に注意が必要
です。

• ロード・フェーズ中に，UETMEMY01でアクセス・バイオレーションが時折発
生します。これによって，実行が終了したり，実行結果の有効性に影響を与える
ことはありません。UETPは，それでも利用可能で，正しい結果を出力します。

• デバイス・フェーズは現在，アクセス・バイオレーションが発生して実行が完了
しません。

• DECnetフェーズは問題なく動作します。クラスタ・フェーズは，まだテスト中
です。このフェーズは問題なく動作しているように見えますが，何点か注意事項
があります。また，他のシステムの名前が正しく出力されません。
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4.30 推奨するキャッシュ方式

V8.2

Virtual I/Oキャッシュ (VIOC) (別名VAX Clusterキャッシュ (VCC))は，OpenVMS
I64では利用できません。 I64システムでは， SYSGENパラメータの VCC_FLAGS
に 1を設定しても， 0を設定したのと同じになります。したがって，キャッシュはロ
ードされません。

Alphaシステムと I64システムの両方でお勧めできるキャッシュ方式は，拡張ファ
イル・キャッシュ (XFC)です。 XFCの詳細は『OpenVMSシステム管理者マニュア
ル』を参照してください。

OpenVMS Alphaの将来のリリースでは， VIOCはサポートされなくなります。

4.31 Volume Shadowing for OpenVMS

ここでは，HP Volume Shadowing for OpenVMS (ホスト・ベース・ボリューム・シ
ャドウイング (HBVS)とも言います)に関する注意事項について説明します。

4.31.1 デバイス名の必要条件

V7.3-2

Volume Shadowing for OpenVMSは，完全デバイス名$alloclass$ddcu:のddc部分が
3文字のデバイス名をサポートしています。

このリリースより前では，完全デバイス名のddc部分が長いデバイス名 (たとえ
ば，$1$DECRAM10:)を作成でき，これらのデバイスを正しくマウントできまし
た。ただし，このようなデバイスをシャドウ・セットの一部としてマウントする
と，操作上の問題 (たとえば，他のディスクをシャドウ・セットに追加した場合
の%MOUNT-F-XSMBRSエラー)が発生します。

OpenVMS Alpha Version 7.3-2からは，Mountユーティリティは，デバイスを最初
にマウントする際に，完全デバイス名のddc 部分に対し 3文字という必要条件を強制
するようになりました。この必要条件を満たしていない名前のデバイスをマウントし
ようとすると，次のエラー・メッセージが表示されます。

MOUNT-F-NOTSHDWDEV, not a valid shadow set member
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4.31.2 DCLコマンド・プロシージャ内での SET SHADOWと SHOW SHADOW
の使用についての警告

V7.3-2

新しいDCLコマンド SET SHADOWおよび SHOW SHADOWは，今後も進化しま
す。将来のリリースでは， SHOW SHADOW/FULL表示のデフォルトの表示および
実装により，現在の表示フォーマットが変更されます。このため，DCLコマンド・
プロシージャ内で現在の出力フォーマットを解析することでシャドウ・セットの情
報を取得することは避けるようにお勧めします。 SHOW SHADOWコマンドが表示
する項目の大部分は， F$GETDVIレキシカル関数を使用して取得することができま
す。

さらに， SET SHADOWコマンドの動作も変更されます。 SET SHADOWを使用し
てシステム上のすべてのシャドウ・セットの特性を同時に設定する場合は，他の新し
い修飾子に加え，新しい/ALL修飾子が必要です。

これらの新しいコマンドを使用するDCLコマンド・プロシージャを作成する場合
は，これらの変更を念頭に置いてください。

4.31.3 書き込みビットマップと異種デバイス・シャドウイング (DDS)の注意事項

V7.3-2

Volume Shadowing for OpenVMSを使用するときには，書き込みビットマップと異
種デバイス・シャドウイング (DDS)の間に相互作用があります。

DDS (OpenVMS Version 7.3-2の新機能)を使用すると，異なるサイズのディスク・
デバイスからなるシャドウ・セットを構築できます。 (DDSについての詳細は，
『HP OpenVMS Alpha Version 7.3–2新機能説明書』と『Volume Shadowing for
OpenVMS説明書』を参照してください。)

書き込みビットマップは，完全コピーのオーバヘッドなしでメンバを仮想ユニットに
戻せるように，シャドウ・セットの仮想ユニットに対して行われたアプリケーション
の書き込みを追跡します。ユーザがシャドウ・セット・メンバに対して DISMOUNT
/POLICY=MINICOPYコマンドを実行した場合や，MOUNT/POLICY=MINICOPY
コマンドを使用してシャドウ・セットをマウントした場合に，書き込みビットマップ
が作成されます。このビットマップが作成されるときのサイズは，ボリュームの現在
のサイズに依存します。

シャドウ・セットがマウントされるとき，そのシャドウ・セットの仮想ユニットの論
理サイズは，最小のメンバ・ユニットのサイズになります。シャドウ・セットのメン
バが削除された場合，仮想ユニットの論理サイズは，セット内に残っているメンバの
サイズを基にして，再計算されます。その結果，仮想ユニットの論理サイズは，大き
くなることがあります。
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シャドウ・セットに書き込みビットマップが作成されるとき，そのサイズは，シャド
ウ・セットの仮想ユニットの現在のサイズによって決まります。仮想ユニットのサイ
ズが後で大きくなると，ビットマップは仮想ユニット全体をカバーできなくなりま
す。その後，ビットマップを使用してミニコピー操作でシャドウ・セット・メンバを
戻すと，仮想ユニット内でビットマップがカバーしていない部分は，フル・コピー操
作でコピーされます。

この問題を，次の例で示します。

• シャドウ・セットDSA1:は，次の 3つのメンバからなります。

$1$DGA20: (18 GB)
$1$DGA21: (36 GB)
$1$DGA22: (36 GB)

• 次のコマンドを使用して，ミニコピー・ビットマップ付きで，シャドウ・セット
から$1$DGA22:を削除します。

$ DISMOUNT/POLICY=MINICOPY $1$DGA22:

書き込みビットマップのサイズは，シャドウ・セットの仮想ユニットの現在のサ
イズである， 18 GBを基にして決められます。

• $1$DGA20:をシャドウ・セットから削除します。ファイル・システムで残りのメ
ンバの 36 GB全体を利用できるようにするには，次のコマンドを使用します。

$ SET VOLUME/SIZE DSA1

$1$DGA20は，新しいボリューム・サイズよりも小さいため，このシャドウ・セ
ットでは使用できなくなります。

• 次のコマンドを使用して，$1$DGA22:をシャドウ・セットに戻します。

$ MOUNT/SYSTEM DSA1:/SHADOW=$1$DGA22: label

DSA1:の論理サイズは 36 GBのままですが，ビットマップがカバーしているの
は，最初の 18 GBだけです。

• $1$DGA22:の最初の 18 GBはビットマップを使用してミニコピーでコピーさ
れ，残りの 18 GBは，フル・コピー操作でコピーされます。

小さいシャドウ・セット・メンバの削除を予定している場合は，ミニコピー・ビット
マップ付きで大きなシャドウ・セット・メンバを削除する前に小さいメンバを削除す
れば，大きなビットマップが作成され，短いビットマップで性能へ悪影響を及ぼすの
を避けることができます。 (上記の例では，$1$DGA22:を削除する前に$1$DGA20:
を削除します。)
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4.31.4 KZPDC (Smart Array 5300)の制限事項

V7.3-2

すべてのシャドウ・セット・メンバが，次のようなフォルト・トレラント・デバイス
からなるデバイスを使用して形成されているという前提で， Volume Shadowing for
OpenVMSは，KZPDCコントローラ (Smart Array 5300)とともに使用できます。

• RAID 1。コントローラ・ベース・ミラーリングとも呼ばれます。

• RAID 5。パリティ付きのストライピングです。

• RAID ADG (Advanced Data Guarding)。複数のパリティ・デバイスを用いたス
トライピングです。

KZPDC (Smart Array 5300)コントローラでのフォルト・トレラント・デバイスは，
基礎となる LUNのいずれかでメディア障害が発生した場合に，データ・エラーを修
復できるデバイスです。

OpenVMS Alpha Version 7.3-2およびそれ以降は，総ブロック数が異なるメンバか
らなるシャドウ・セットをサポートしています。この新しい機能は，異種デバイス・
シャドウイング (DDS)と言います。DDSを使用すると，KZPDCデバイスは，サポ
ートされている任意のコントローラ下のデバイスとシャドウ化できます。

以前のすべてのバージョンのOpenVMSでは，HBVSで複数メンバのシャドウ・セ
ットを作成するためには，すべてのデバイスは，総ブロック数が同じでなければなり
ませんでした。構成ユーティリティは，KZPDCデバイスやMSA1000デバイス上の
ブロックの総数として，作成可能で，要求されたサイズに最も近い値を設定します。
KZPDCとMSA1000は同じ計算方法を使用するため，同じ要求サイズで両者に作成
されたデバイスには，同じサイズが設定されます。これにより，HBVSで複数メンバ
のシャドウ・セットを作成できます。

注意

フォルト・トレラント・デバイスが使用されていない場合は， HBVSを使用
して複数メンバのシャドウ・セットを作成できないこともあります。たとえ
ば，単一メンバのシャドウ・セットが， 1つのデバイス (物理ディスクまたは
非フォルト・トレラント・デバイス)を使用して形成されたとします。その後
このデバイスで回復不可能なデータ・エラーが発生した場合， HBVSを使用
してこのシャドウ・セットに他のメンバを追加することはできません。 2つ
目のメンバがシャドウ・セットに追加されると， HBVSはソース・デバイス
全体を読み取り，ターゲット・デバイスへコピーします。基本シャドウ・セ
ット・メンバ (つまりソース・シャドウ・セット・メンバ)からデータ・エラ
ーが読み取られると， HBVSは，現在のすべてのシャドウ・セット・メンバ
(ソース・メンバとコピー・ターゲット)に，「バッド・スポット」を作成し
ようとします。いずれかのシャドウ・セット・メンバで，バッド・スポット
を作成する要求が失敗すると，シャドウ・セットは， 1メンバに縮小されま
す。
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4.31.5 シャドウ・セット・マージ遅延の算出方法の変更

V7.3-2

シャドウ・セットの補助なしマージ操作の実行中には，アプリケーションの読み込み
I/Oの性能が，次の 2つの理由で低下します。

• すべての読み込み I/Oで，データ一貫性チェックを行う必要がある。

• シャドウ・セット・マージ操作により， I/O帯域幅の競合が発生する。

シャドウ・セット・マージ操作では，アプリケーションへのマージ I/Oの影響を少な
くするために，絞り込みメカニズムを採用しています。マージ処理は，システムの
負荷が検出されたときにマージ I/O操作間に遅延を入れることにより，絞り込まれま
す。この遅延を算出するロジックが，OpenVMS Alpha Version 7.3-2用に再設計さ
れました。新しいマージ遅延の計算では，デフォルトのパラメータ設定で，HSG80
などの一部の I/Oコントローラでのマージ速度が速くなります。詳細は，『Volume
Shadowing for OpenVMS説明書』を参照してください。

4.31.6 ANALYZE/DISK/SHADOWコマンドの動作

V7.3-2

ANALYZE/DISK_STRUCTUREコマンドに/SHADOW修飾子 (OpenVMS Version
7.3-2での新修飾子)を指定すると，シャドウ・セット全体の内容，またはシャドウ・
セット内の指定された範囲のブロックが，矛盾していないかチェックされます。

何らかの理由でシャドウ・セットのメンバに接続上の問題が発生すると， ANALYZE
/DISK_STRUCTUREコマンドは受け取ったエラーを表示してから，DCLプロンプ
トに戻ります。

接続上の問題を解消し，同じシャドウ・セット上でこのユーティリティを再度実行す
るには， ANALYZE/DISK/SHADOWコマンドを再実行する前に，仮想ユニット上に
一時ファイルを作成する必要があります。

また，作成後一度もフル・マージが行われていないシャドウ・セットの場合，こ
のユーティリティは，シャドウ・セット・メンバ間の，説明可能な矛盾について報
告することがあります。このような矛盾は，/ERASE修飾子なしでDCLコマンド
INITIALIZE/SHADOWを使用してシャドウ・セットが作成され，各ディスク・デバ
イスが異なる内容を持っていた場合に発生します。この矛盾はディスク破壊ではな
いということを認識することが重要です。異なると報告されたブロックは，まだ書き
込みが行われておらず，古いデータが入っている可能性があります。矛盾が報告され
たブロックも，ファイルに割り当てられていることがあります。これは，ファイルの
エンド・オブ・データの位置と，割り当てられたスペースの終わりとの間に，書き込
まれていないスペースが存在することがあるためです。
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フル・マージを行うと，このような矛盾をなくすことができます。フル・マージを開
始するには，DCLコマンド SET SHADOW/DEMAND_MERGE DSAxxxを実行し
ます。コントローラ・ベースのミニマージをサポートしているコントローラ (HSJ50
など)がサービスを行っているデバイスの場合，このコマンドは，シャドウ・セット
がクラスタ内の 1つのノードにのみマウントされている間に実行しなければなりませ
ん。そうしないと，ミニマージが発生し，矛盾は解決できなくなります。単一メンバ
のシャドウ・セットにメンバを追加する場合は，フル・コピー操作を行うことでも，
ファイル・システムの内部と外部の両方でディスクの一貫性が保たれます。

フル・マージ実行後に ANALYZE/DISK/SHADOWコマンドがエラーを報告した場合
は，これらのエラーについて調査する必要があります。

ANALYZE/DISK/SHADOWコマンドの動作については，第 4.31.7項も参照してくだ
さい。

4.31.7 異種デバイス・シャドウ・セットでの ANALYZE/DISK/SHADOWコマンド
の動作

V7.3-2

ANALYZE/DISK/SHADOWコマンドは，新しいメンバの追加後にシャドウ・セット
が論理的に拡張されてからフル・マージが発生していない場合にも，説明可能な矛盾
を報告することがあります。この問題を，次の例で説明します。

• シャドウ・セットDSA1:は，次の 2つのメンバからなります。

$1$DGA20: (18 GB)
$1$DGA21: (36 GB)

• 2つ目の 36 GBのメンバ$1$DGA22:を，フル・コピー操作でシャドウ・セットに
追加します。

• コピーの完了後，$1$DGA20:をシャドウ・セットから削除します。

• この時点で， SET VOLUME/SIZE DSA1:コマンドを実行すると，シャドウ・
セットの仮想ユニットDSA1:は， 36 GBに拡張されます。そして， ANALYZE
/DISK/SHADOWは，シャドウ・セットの内容の最初の 18 GBだけが$1$DGA22:
にコピーされたため，矛盾を報告します。

ANALYZE/DISK/SHADOWが報告する矛盾は，問題となっているスペースにアプリ
ケーションがまだ書き込んでいないので，無害です。

ANALYZE/DISK/SHADOWコマンドの動作については，第 4.31.6項も参照してくだ
さい。
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4.31.8 /MINICOPYを使用したシャドウ・セット・メンバのディスマウント

V7.3

シングル・サイトまたはマルチ・サイトのOpenVMS Cluster構成では，クライアン
ト・システムでシャドウ・セットのメンバのディスマウントに，/MINICOPY修飾子
を使用してDISMOUNTコマンドを実行すると，DISMOUNTコマンドが失敗する
ことがあります。

回避方法
最初のDISMOUNTコマンドが失敗した場合，次の例のようにコマンドを繰り返しま
す。

$! The following commands are NOT executed on the WILD3 system.
$
$ SHOW DEVICE DSA5555
Device Device Error Volume Free Trans Mnt
Name Status Count Label Blocks Count Cnt
DSA5555: Mounted 0 $80$DKA107: 7994646 1 18
$80$DKA107: (WILD3) ShadowSetMember 0 (member of DSA5555:)
$80$DKA302: (WILD3) ShadowSetMember 0 (member of DSA5555:)
$80$DKA303: (WILD3) ShadowSetMember 0 (member of DSA5555:)
$
$
$ DISMOUNT/POLICY=MINICOPY $80$DKA302:
%DISM-W-CANNOTDMT, $80$DKA302: cannot be dismounted
%DISM-F-SRCMEM, only source member of shadow set cannot be dismounted
$
$
$ DISMOUNT/POLICY=MINICOPY $80$DKA302:
$

この問題は，今後のリリースで修正される予定です。

システム管理に関する注意事項 4–35





5
プログラミングに関する注意事項

この章では，OpenVMSシステムでのアプリケーション・プログラミングとシステ
ム・プログラミングに関する注意事項について説明します。

5.1 プログラムの再コンパイルとリンクが必要 (I64のみ)

V8.2

OpenVMS I64 Version 8.2では，すべてのプログラムを再コンパイルしなければなり
ません。OpenVMS I64の以前の評価リリースや，フィールド・テスト・リリースで
コンパイルおよびリンクしている場合でも，再コンパイルが必要です。 (弊社は，評
価リリースに対して互換性のない変更を行う権利を有しています。)このOpenVMS
I64 Version 8.2の製品版リリースから，上位互換性を保つ弊社の通常の方針が適用さ
れます。

Alphaプログラムの再コンパイルについては，第 5.2節を参照してください。

5.2 特権プログラムの再コンパイルが必要 (Alphaのみ)

V8.2

メジャー・バージョン・リリースであるOpenVMS Alpha Version 8.2では，多くの
特権データ構造体が変更されています。このためOpenVMSの内部データ構造体やル
ーチンを参照する/SYSEXEでリンクされた特権アプリケーションは，再コンパイル
および再リンクを行う必要があります。

イメージの起動時やデバイス・ドライバのロード時に SYSVERDIFエラー・メッセ
ージが出力された場合は，特権イメージや特権ドライバが，以前のバージョンのオペ
レーティング・システムでコンパイルおよびリンクされていることを示しています。
このイメージやドライバをOpenVMS Alpha Version 8.2で実行するためには，再コ
ンパイルおよび再リンクが必要になります。

I64プログラムの再コンパイルについては，第 5.1節を参照してください。
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5.3 特権データ構造体の変更

V8.2

OpenVMS Version 8.2では，多数の特権データ構造体が変更されています。これら
の変更は， Alphaシステムと I64システムの両方で実施されています。これらのデー
タ構造体の変更の大半は，オペレーティング・システムでの将来のスケーリングおよ
び性能強化の計画を実現するためのものです。この変更の結果，ベース・オペレーテ
ィング・システムに対してリンクされているイメージやドライバ (つまり， LINKコ
マンドで/SYSEXEを使用するもの)は，OpenVMS Version 8.2で動作させるために
再コンパイルと再リンクが必要となります。

特権データ構造体の変更は，すべての特権イメージやドライバに影響するとは限りま
せん。変更されたサブシステムにリンクされているイメージやドライバだけが影響を
受けます。変更されたサブシステムに関しては，サブシステムに対応するメジャー・
バージョン識別番号が変更されています。変更されたサブシステムは，次のとおりで
す。

SYS$K_IO
SYS$K_MEMORY_MANAGEMENT
SYS$K_CLUSTERS_LOCKMGR
SYS$K_FILES_VOLUMES
SYS$K_CPU
SYS$K_MULTI_PROCESSING
SYS$K_PROCESS_SCHED

注意: I64システムでは，これらのサブシシテムは SYS$K_VERSION_xxxxのように
表示されます。

これらのサブシステムは，各種の特権システム・ルーチンおよびデータ・セルを使用
しているイメージのリンク時に，そのサブシステムのバージョン番号がイメージに記
録されています。 ANALYZE/IMAGEユーティリティを使用すると，特権イメージが
どの特権サブシステムにリンクされているかを調べることができます。例を次に示し
ます。

$ ANALYZE/IMAGE IMAGE.EXE /OUTPUT=IMAGE.TXT
$ SEARCH IMAGE.TXT "SYS$K_"

変更されたサブシステムが表示された場合，OpenVMS Version 8.2は，イメージの
実行に失敗し，オペレーティング・システムの以前のバージョンにリンクされたイ
メージに対して SS$_SYSVERDIF (システム・バージョン不一致エラー)を出力しま
す。
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5.3.1 KPB拡張

V8.2

OpenVMSの以前のバージョンでは， IPL 2より上のカーネル・モードでのKPBの
使用をサポートしていました。 I64への移行を簡単にするために，KPBの使用が，
アウター・モードとすべての IPLに拡張されました。この Alphaと I64での変更に
より， Alphaと I64の両方で，以前はプライベート・スレッド・パッケージを持っ
ていた一部のコードが，KPBを使用できるようになりました。カーネル・プロセス
でのこれらの変更をサポートするために，KPB構造体に変更を行う必要がありまし
た。既存の Alphaコードでは，ソース・プログラムを変更する必要はありません。

5.3.2 CPUの名前空間

V8.2

OpenVMSには現在，最大の CPU IDが 31であるという，アーキテクチャ上の制限
があります。各種の内部データ構造体およびデータ・セルでは， CPUマスクに 32ビ
ットを割り当てています。将来のリリースでより多くの CPU IDをサポートできるよ
うに，これらのマスクに割り当てられるスペースを， Alphaでは 64ビット， I64で
は 1024ビットに増やしました。既存のロングワードの CPUマスクのシンボルおよび
データ・セルは，今後も維持されます。

当面は，特権イメージおよびドライバには影響はありません。ただし，将来的には，
CPUマスクを参照する特権付き製品が， 31個より多くの CPU IDを持つシステムを
サポートするために，コードをどのように変更しなければならないかを明記する予定
です。

5.3.3 64ビットの論理ブロック番号 (LBN)

V8.2

OpenVMSはこれまで 31ビットの LBNをサポートしています。このため，ディス
ク・ボリュームのサポートが 1 TBに制限されます。内部の LBNフィールドに割り当
てられるスペースが 64ビットに拡張されており，より大きなディスク・ボリューム
を将来サポートできるようになります。既存のロングワードの LBNシンボルは今後
も維持され，クォドワード・シンボルでオーバレイされます。

5.3.4 動的スピンロックのフォーク

V8.2
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OpenVMSオペレーティング・システムを大規模な SMPシステムへ拡張するため
に，オペレーティング・システム内の多くの部分で，限られた数の静的スピンロック
ではなく，動的スピンロックを使用するようになっています。フォークする機能と，
フォーク・ディスパッチャが動的ピンロックと同期をとる機能が必要とされます。
FKB構造体のサイズを拡張し， FKB$L_SPINLOCKフィールドをこの構造体の最後
に追加することによって，この機能をOpenVMS Version 8.2に追加しています。こ
のスピンロック・フィールドは， FKB$B_FLCKに値 SPL$C_DYNAMICが設定さ
れている場合にのみ参照されます。 FKB構造体は，他の多くのシステム・データ構
造体に埋め込まれているため，この変更は，多数の特権データ構造体のサイズとレイ
アウトに影響します。

FKB$B_FLCKフィールドを，OpenVMSが作成した構造体から他の FKBへコピー
するアプリケーションは， FKB$L_SPINLOCKフィールド内のデータもコピーする
必要があります。

FKB構造体を割り当て，ハードコード化された値 32をサイズとして使用していない
か，特権コードをチェックしてください。コードでは， FKBのサイズとして，シン
ボル FKB$C_LENGTHを使用しなければなりません。

5.3.5 UCBと DDBのアップデート

V8.2

UCB構造体とDDB構造体には，多数のアップデートが行われました。

DDBに対応するUCBのリストは，現在は単方向リストです。UCBを作成したり削
除する場合は，適切な位置が見つかるまで，このリストをたどらなければなりませ
ん。OpenVMS Version 8.2では，UCBは双方向リストでDDBにリンクされるよう
になりました。さらにDDBは，新しいユニットを作成するときに検索を開始する位
置を示すシード・ポインタを維持しており，デバイスの作成が速くなります。テンプ
レートUCB内でユニット・シード・ポインタを操作しているドライバには，デバイ
スの作成が速くなるという利点はありません。

DDBのUCBリストを操作するコードは，正しく動作しなくなります。UCBのリン
クとリンク解除には，提供されている内部ルーチンを使用してください。UCBリス
トを前方にたどるコードは，引き続き正しく動作します。

UCB$W_UNITフィールドは現在， 16ビット・ワード・フィールドです。このフィ
ールドには， 32ビットが割り当てられるようになりました。UCB$W_UNITフィー
ルドは引き続き維持されるため，ソース・コードの変更は必要ありません。今後のリ
リースでは，OpenVMSはより大きいユニット番号をサポートする可能性がありま
す。この機能をサポートできるドライバに対してだけ，この変更が行われる予定で
す。
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ターミナル・ドライバのUCB拡張内のバイト・フィールドとワード・フィールド
は，ロングワード境界に揃えられるようになりました。

5.3.6 PCB$T_TERMINALのサイズの拡張

V8.2

Process Control Block (PCB)構造体には， PCB$T_TERMINALというフィール
ドが含まれています。このフィールドは 8バイトで，会話型プロセスのデバイス名
(LTA123:， RTA7:，NVA456:など)を保持します。このフィールドは，文字数付き
の ASCII文字列で， 1バイト目が文字列の長さ，残りの 7バイトがデバイス名です。
デバイス名が 3文字の場合，ユニット番号には 4桁しか使用できないため， 999より
大きいユニット番号ではコロンは取り除かれます。OpenVMS Version 8.2では，こ
のフィールドは 16バイトに拡張されたため，より大きなユニット番号のデバイス名
を保持できるようになりました。

JPI$_TERMINAL項目コードを指定して$GETJPIを呼び出してこのフィールドをフ
ェッチする場合，特に影響はありません。ただし，システム・サービスに渡すバッフ
ァを，最大 16バイト保持できるように拡張しても構いません。

5.3.7 スレッド単位のセキュリティは特権付きコードとデバイス・ドライバに影響
する

V7.3-1

セキュリティ・プロファイルを I/O Request packet (IRP)に添付するために使用する
方法が， Version 7.2で変更されました。

Version 7.2より前のバージョンのOpenVMSでは， IRP構造体には，要求者のプロ
セス単位の Access Rights Block (ARB)セキュリティ構造体のアドレスが含まれてい
ました。OpenVMS Alpha Version 7.2以降，新しいセキュリティ・プロファイル構
造体 (Persona Security Block (PSB))のアドレスが， ARBアドレスの機能置換とし
て， IRPに追加されました。

I/Oサブシステムは PSBへのアクセスを， PSB内のリファレンス・カウンタを通し
て管理します。 I/Oサブシステムは，このリファレンス・カウンタを， IRPの作成時
にカウントアップし， IRPの I/O後処理時にカウントダウンします。このカウンタが
0になったとき， PSB構造体は割り当て解除されます。

1つの要求に対して複数の I/O操作を行うために IRPのコピーを作成またはクロー
ン化して，コピーした IRPを後処理のために I/Oサブシステムに渡すデバイス・
ドライバは，コードを変更して，追加した IRP内の PSBへの余分な参照に対処
しなければなりません。この処理は，コピーされた IRP内の PSBアドレスを，
NSA_STD$REFERENCE_PSBルーチンに渡すことで行います。インクルード・フ
ァイルと，NSA_STD$REFERENCE_PSBの呼び出しは，次のとおりです。
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#include <security-macros.h>

/* Increment REFCNT of PSB that is now shared by both IRPs */

nsa_std$reference_psb( irp->irp$ar_psb );

デバイス・ドライバは，次の状況でこの変更を行わなければなりません。

• デバイス・ドライバが次の状態の場合

1. デバイス・ドライバが，既存の IRPを複製することで新しい IRPを作成する
場合，かつ

2. IOC_STD$SIMREQCOMまたは IOC_STD$DIRPOST1を呼び出すことで，
I/O後処理のためにオリジナル IRPと複製 IRPの両方をキューに登録する場合

デバイス・ドライバは IRPを複製した後， I/O後処理のためにキューに登録する
前に，NSA_STD$REFERENCE_PSBを呼び出さなければなりません。

• デバイス・ドライバが次の状態の場合

1. デバイス・ドライバが，既存の IRPを複製することで新しい IRPを作成する
場合，かつ

2. コピーまたはオリジナル IRPの IRP$L_PIDセルにプロシージャ記述子のアド
レスを格納しない場合，かつ

3. IOC_STD$REQCOM， COM_STD$POST， COM_STD$POST_NOCNT，
IOC_STD$POST_IRPを呼び出すことで， I/O後処理のためにオリジナル IRP
と複製 IRPの両方をキューに登録する場合

デバイス・ドライバは IRPを複製した後， I/O後処理のためにキューに登録する
前に，NSA_STD$REFERENCE_PSBを呼び出さなければなりません。

これらのステップを実行するデバイス・ドライバは，たいていはプロシージャ記
述子のアドレスを IRP$L_PIDに格納しています。したがって， IRPを複製する
ほとんどのデバイス・ドライバは，ソース・コードの変更，再リンク，再コンパ
イルを行わなくても，OpenVMS Version 7.2以降で正しく機能するはずです。

この状態でNSA_STD$REFERENCE_PSBを呼び出さないと， PSB内のトラッキン
グ情報が壊れ，システム障害となることがあります。

NSA_STD$REFERENCE_PSBを呼び出すようにデバイス・ドライバのコードを変
更する場合は，OpenVMS Version 7.2またはそれ以降で動作するように，ドライバ
を再コンパイルおよび再リンクしなければなりません。

5.3.8 OpenVMSフォーク・スレッド作成のための IPL要件の強制

V7.3-1
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OpenVMSフォーク実行スレッドを作成するためには，いくつかのルーチンを特権コ
ードで使用します。これらのルーチンは，プロセスとは独立にシステム・コンテキス
トで実行されます。これらのルーチンには 4つの形式があり，どの形式を使用するか
は，直系のフォークとキューに入れられるフォークのどちらが必要かと，使用してい
る言語インタフェースで決まります。

• EXE$QUEUE_FORK

• EXE_STD$QUEUE_FORK

• EXE$PRIMITIVE_FORK

• EXE_STD$PRIMITIVE_FORK

これらのルーチンは，実行中に，誤って別の CPUに再スケジュールされないように
するため， IPL$_RESCHED以上で呼び出す必要があります。このような再スケジュ
ールが行われると，システムがハングする可能性があります。

OpenVMS V7.3-1では， SYSTEM_CHECKの値を 1にすると，これらのルーチンに
よって，まずシステムの IPLがチェックされます。 IPLが IPL$_RESCHEDの値よ
りも小さい場合，システムは SPLINVIPLバグ・チェックで失敗します。

性能上の理由から， SYSTEM_CHECKの値を 0にすると (デフォルト)， IPLは検証
されません。不正なコードを使用すると，プロセス・コンテキストでこれらのルーチ
ンの実行中に別の CPUへの再スケジュールが発生したときに (IPL$_RESCHEDより
も小さい値を指定した場合など)，システムがハングする可能性があります。

5.4 浮動小数点型データを使用するアプリケーション

V8.2

Itanium®アーキテクチャでは， IEEE単精度および IEEE倍精度を含む， IEEE浮
動小数点形式を用いた，ハードウェアによる浮動小数点演算を実装しています。

Alphaハードウェアでは， IEEE浮動小数点形式と VAX浮動小数点形式のいずれも
サポートしています。OpenVMS Alphaでは，コンパイラはデフォルトで VAX形式
のコードを生成し，オプションで IEEE形式のコードを生成します。

OpenVMS I64では，コンパイラはデフォルトで IEEE形式のコードを生成し，オ
プションで VAX形式のコードを生成します。 Integrityサーバでは， VAXや Alpha
システムで生成された VAX形式の浮動小数バイナリ・データをアプリケーション
で取り扱う必要がある場合を除き， IEEE形式を使用することをお勧めします。
OpenVMS I64で VAX形式を使用する場合の詳細については，次のWebサイトのホ
ワイト・ペーパ『Intel® Itanium®におけるOpenVMS浮動小数点演算について』を
参照してください。

http://h50146.www5.hp.com/products/software/oe/openvms/technical/
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OpenVMS Version 8.2では， IEEE浮動小数点型データを扱うアプリケーション用
に，新たに IEEE浮動小数点型対応版の LIB$とOTS$のランタイム・ライブラリ・
ルーチンを用意しました。システム提供のヘッダ・ファイルには，これらの新しい関
数の関数プロトタイプ定義が含まれていません。これらの関数を使用するには，アプ
リケーションで関数プロトタイプを定義する必要があります。これらの関数の説明
は， LIB$とOTS$のランタイム・ライブラリ・リファレンス・マニュアルを参照し
てください。これらの関数プロトタイプ定義は，今後リリースされるシステム提供の
ヘッダ・ファイルに含まれる予定です。

5.5 Adaコンパイラはまだ利用できない (I64のみ)

V8.2

Adaコンパイラは，OpenVMS Alpha Version 8.2でサポートされます。弊社で
は，HP Ada 83コンパイラを Alphaから I64に移植する作業は行っていませんが，
AdaCore社で Ada 95コンパイラをOpenVMS I64にポーティング中です。この製品
が利用可能になる時期については，直接 AdaCore社にお問い合わせください。

5.6 Backup API:ジャーナリング・コールバック・イベントの制限事
項

永続的な制限事項

アプリケーションがジャーナリング・イベントのいずれかに対してコールバック・ル
ーチンを登録する場合は，すべてのジャーナリング・コールバック・イベントに対し
てコールバック・ルーチンを登録しなければなりません。ジャーナリング・コールバ
ック・イベントは次のとおりです。

BCK_EVENT_K_JOURNAL_OPEN
BCK_EVENT_K_JOURNAL_WRITE
BCK_EVENT_K_JOURNAL_CLOSE

コールバック・ルーチンの登録の詳細については，『OpenVMS Utility Routines
Manual』の Backup APIに関する章を参照してください。

5.7 Cプログラム: CASE_LOOKUP=SENSITIVEを設定したコンパイ
ル

永続的な制限事項

特性として CASE_LOOKUP=CASE=SENSITIVEが設定されているプロセスで Cプ
ログラムをコンパイルすると，.hファイル・タイプ (小文字の「h」)で指定された C
プログラム内の#includeファイルは，検出および実行されません。また，システム
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の#includeファイルが他の.hファイル・タイプの#includeファイルを使用している
場合，この#includeファイルは検出されず，エラーが出力されます。

この動作を防ぐには，大文字と小文字を区別しないように設定しま
す。case=sensitiveを設定する必要がある場合は， Cプログラム内の#include
ファイルにファイル・タイプを指定しないか (例#include <stdio>)，または大文字の
Hファイル・タイプを指定してください (例#include <stdio.H>)。

ただし， stdlib.hなどのシステム#includeファイルが.hファイル・タイプの
#includeファイルを使用している場合は，エラーとなるので注意してください。

5.8 Cランタイム・ライブラリ

ここでは， Cランタイム・ライブラリ (RTL)の変更や修正について説明します。

5.8.1 socket_fdを使用するプログラムでのメモリ・リークの修正

V8.2

socket_fdを使用するプログラムでメモリ・リークが発生し，ページ・ファイル・ク
ォータを消費してしまう場合がありました。この問題は解決されました。

5.8.2 vsnprintfと snprintfによるユーザ・バッファの上書きの修正

V8.2

vsnprintf関数とsnprintf関数は，ユーザ・バッファ内で許されている最大数を超え
て，メモリを上書きすることがありました。

たとえば，次のsnprintfの呼び出しは，指定された書式付き文字列を使用し，ユー
ザ・バッファtで許されているt[2]を超えて，上書きを行っていました。

snprintf(t, 3, "%2sxxxx", "a");

この問題は解決されました。

5.8.3 mmapとmprotectの変更

V8.2

以前は，OpenVMS Versions 7.3-1および 7.3-2用の C RTLを変更する
と，mprotect関数用のメモリがすでにmmapでマッピング済みでないと，エラーが
返されていました。
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この問題は，従来の動作に戻したことで解決されました。再び，mmapでマッピングさ
れていないメモリに対して，mprotectでプロテクションを設定できるようになりまし
た。

5.8.4 getpwnam_rと getpwuid_rのポインタの問題の修正

V8.2

getpwuid_rのショート・ポインタ版 (_getpwuid_r32)を呼び出すプログラムが，第 3
引数の (buffer)に対して，誤ってロング・ポインタ値を渡すことがありました。

このユーザ指定のバッファは，結果として出力されるpasswd構造体のメンバ (32ビッ
ト・ポインタ)に割り当てられていました。このことにより，バッファがハイ・メモ
リにある場合は，これらのメンバ (pw_name，pw_dir，およびpw_shell)が，誤った結
果になっていました。

この問題は，getpwnam_r (_getpwnam_r32)のショート・ポインタ版でも発生します。

この問題は修正されました。_getpwnam_r32と_getpwuid_r32のプロトタイプが変更さ
れ，buffer引数に対して 64ビット・ポインタを認めず， 32ビット・ポインタだけを
受け付けるようになりました。

5.8.5 _strtok_r32と_strtok_r64がスコープ内になった

V8.2

<string.h>をインクルードし，_strtok_r32または_strtok_r64を呼び出していたプロ
グラムは，スコープ内でプロトタイプを見つけることができませんでした。この問題
は修正されました。

5.8.6 iconvプロトタイプの， const型修飾子の追加 (Alphaのみ)

V8.2

XOPEN_SOURCE機能テスト・マクロに 500が定義されている場合 (#DEFINE
XOPEN_SOURCE 500)， X/Open標準に準拠するために，<iconv.h>内のiconv関数
プロトタイプの第 2引数に，const修飾子が追加されます。

size_t iconv (iconv_t cd, const char **inbuf, size_t *inbytesleft,
char **outbuf, size_t *outbytesleft);
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5.8.7 <stddef.h>ヘッダの修正 (Alphaのみ)

V8.2

C++コンパイラはoffsetofマクロの結果を，整数定数式としては認識していなかった
ため，このような使い方をすると， C++コンパイラでエラーとなっていました。

この問題は修正されました。<stddef.h>ヘッダ・ファイルが変更され，offsetofマク
ロの代わりの定義が， C++ Version 6.5およびそれ以降で使用するために用意されま
した。

この代替の定義は， EDG拡張 (_ _INTADDR_ _)を使用して，この拡張がなければ
非標準の変換である，ポインタから整数への変換を実行します。この解決方法は，
EDGが用意して推奨していたもので，害のない名前を使用すること以外は，同じで
す。

5.8.8 getcマクロの引数が括弧で保護されるようになった (Alphaのみ)

V8.2

ISO C標準 (ISO/IEC 9899)に準拠するように，getcマクロの引数が，括弧で保護さ
れるようになりました。

5.8.9 インライン関数 getcおよび getcharの CXXL接頭辞の問題の修正 (Alphaの
み)

V8.2

C++でgetcとgetcharをコンパイルすると，リンク時に未定義シンボルの警告が出
ていました。特定の状況で，getcマクロ (Cの場合)やインライン関数 (C++の場合)
は，実際の関数decc$getcを呼び出していました。インライン関数getcが，実際の関
数decc$getcの宣言を， extern_prefix "CXXL$"下で行っていたことが問題でした。同
様の問題が，getcharでも発生します。

この問題は修正されました。<stdio.h>ヘッダ・ファイルが修正され，インライン実
装の定義が CXXL$接頭辞のスコープ外に残されたまま，getcとgetcharのプロトタイ
プが，#pragma_ _extern_prefix "CXXL$"ディレクティブのスコープ内に用意されまし
た。

5.8.10 std名前空間での非 std関数の宣言 (Alphaのみ)

V8.2
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v*scanfや*snprintf関数を参照するソース・ファイルを C++でコンパイルする
と，%CXX-E-UNDECLAREDエラーになっていました。これは，<stdio.h>ヘッ
ダ・ファイルがこれらの関数をstd名前空間で宣言し，グローバル名前空間には入れ
ていなかったためです。

この問題は修正されました。これらの関数宣言は，std名前空間外の位置に移動され
ました。

5.8.11 大きなファイル・オフセットでの lseekの問題の修正 (Alphaのみ)

V8.2

lseek関数は，ULONG_MAX (4294967295)バイトよりも大きいオフセットのファ
イル位置を正しく指すことができませんでした (_LARGEFILE機能制御マクロ下)。
たとえば，lseekを 6 GB (16メガブロック)のファイルで呼び出し，オフセットを
0x100000000と指定すると，ファイル・ポジションは 0になっていました。この問題
は修正されました。

5.8.12 <errno.h>内の新しい EABANDONEDコード

V8.2

<errno.h>ヘッダ・ファイルに，新しいerrnoコードとして EABANDONEDが追加さ
れました。

Pthreads関数は，ターゲットのプロセス共有タイプのmutexが，すでに終了して
いるプロセスによってロックされている (つまり，権利を持つ所有者がmutexを開
放できない状態であるためmutexが「放棄」された)とシステムで判断した場合，
EABANDONED (「所有者がリソースを解放できない」)コードを返すことができる
ようになりました。

5.8.13 mktimeの問題の修正

V8.2

UTCベースの関数mktimeは，構造体のメンバtm_mdayの値が 0または負のときに日付
を算出できませんでした。また，mktimeは，矛盾した日付を生成することがありまし
た。この問題が修正されています。
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5.8.14 <poll.h>内の POLLWRNORMが POLLOUTと等価になった

V8.2

<poll.h>ヘッダ・ファイルに関する X/Openのドキュメントによれば，
POLLWRNORMは POLLOUTと等価でなくてはなりません。これまでは，等
価ではありませんでしたが，等価になりました。

5.8.15 <in6.h>内の IPV6構造体がパック形式になった

V8.2

<in6.h>ヘッダ・ファイル内の IPV6構造体sockaddr_in6は，パック形式ではなかった
ため，パック形式であると想定してアプリケーションがサイズのチェックをすると問
題が発生していました。メンバが自然な境界にアラインされているため，この構造体
はパック形式である必要がありました。この問題は修正されました。

5.8.16 <builtins.h>内の_ _PAL_BUGCHKの問題の修正

V8.2

Cまたは C++コンパイラを使用するときに，_ _PAL_BUGCHKをパラメータ付きで
呼び出すと致命的なエラーになっていました。また，組み込み関数に付いている実装
についてのコメントの多くが，誤解を招きやすいものでした。この点が修正されまし
た。

5.8.17 C++コンパイラの statvfsに関するエラーの修正

V8.2

C， C++コンパイラ，または X/Open標準 (XPG6)で型修飾子restrictをサポートし
ている場合，<decc$types.h>および<statvfs.h>ヘッダ・ファイルにこの型修飾子が
追加されます。

これにより，次の問題が解決されます。

int statvfs(const char * __restrict path, struct statvfs * __restrictbuf);
....................................^
%CXX-E-EXPRPAREN, expected a ")"
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5.8.18 globと globfreeの問題の修正

V8.2

以下のglobおよびglobfreeに関する問題が修正されました。

• globおよびglobfree関数は， 64ビットのポインタをサポートしていませんでし
た。 64ビットのポインタを C RTLに渡すと， (ACCVIOのような)予想のできな
い結果になることがありました。これは， C RTLが， 64ビットのポインタを受
け取ることを想定しておらず，globのデータ構造体が 32ビット・ポインタのみを
サポートしていたからです。

• <glob.h>ヘッダ・ファイルでは，アラインメント・プラグマを指定していません
でした。ユーザが<glob.h>をインクルードしている近くで member_alignmentを設
定すると，glob_t型データのアラインメントが不適切になり， C RTLが予測でき
ない動作をする可能性がありました。

5.8.19 DECC$SHR_EV56が正しくリンクされた

V8.2

OpenVMS Version 7.3-2では，DECC$SHR_EV56.EXEイメージが正しく最適化さ
れていませんでした。

C RTLは 2セットのオブジェクトからビルドされていました。 1つは通常どおりに
コンパイルされ，もう 1つは Alpha EV56プロセッサ用に最適化されていました。
DECC$SHR_EV56.EXEイメージは，最適化されたオブジェクトでリンクされていま
せんでした。この問題は修正されました。

5.8.20 Zone Information Compiler (zic)のアップデート

V8.2

新しい時刻インジケータが， Rule行の ATフィールド用に追加されました。

英字 "u" (または "g"， "z")は， ATフィールド内の時刻がUTCであることを示しま
す。

zicについての詳細は，『HP Cランタイム・ライブラリ・リファレンス・マニュア
ル』を参照してください。
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5.9 呼び出し標準規則とローテートするレジスタ (I64のみ)

V8.2

ここでの説明は『OpenVMS Calling Standard』の情報を補足するものです。

呼び出し標準規則の ICB (invocation context block) (『OpenVMS Calling
Standard』の表 4-16を参照)およびメカニズム・ベクタ (『OpenVMS Calling
Standard』の図 8-7と表 8-6を参照)は常に，あたかも，レジスタ・リネーム・ベー
ス (CFM.rrb)とローテート・サイズ (CFM.sor)がいずれも 0であったかのように，汎
用レジスタ，浮動小数点レジスタ，およびプレディケート・レジスタを記録していま
す。言い換えると，ローテートするレジスタを使用しているときに，ローテーション
の効果が無視されます。このことは， LIB$I64_PUT_INVO_REGISTERSルーチン
(『OpenVMS Calling Standard』の第 4.8.3.13項を参照)で使用するレジスタ・マス
クについても同様です。というのは，これらのマスクは， ICB構造体のフィールドに
よって定義されるからです。

現在は，補足的なアクセス・ルーチン LIB$I64_GET_FR, LIB$I64_SET_FR,
LIB$I64_GET_GRおよび LIB$I64_SET_GR (『OpenVMS Calling Standard』の第
4.8.4項を参照)が，レジスタ・リネーム・ベース・レジスタとローテート・サイズ・
レジスタの効果を調整しないで，不適切に，そのレジスタ番号パラメータを解釈して
います。これは，誤りであり今後のリリースで修正される予定です。

それまでは， ICBまたはメカニズム・ベクタ内の汎用レジスタ，浮動小数点レジス
タ，およびプレディケート・レジスタを調べるプログラムや，実行時に見えるレジス
タを探して内容を解釈するプログラムでは，保存された CFMレジスタを調べて，自
身で適切に調整する必要があります。

5.10 Common Data Security Architecture (CDSA)に関する考慮

ここでは， CDSAに関する注意事項について説明します。

5.10.1 Secure Delivery Advanced Developer’s Kit

V8.2

インターネット経由でファイルをダウンロードすることは，手軽にソフトウェアのア
ップデートをしたいと思うOpenVMSユーザにとっては，必須条件になりつつあり
ます。一方で，これらのユーザは，セキュリティの脆弱性に用心深くなっています。
Secure Deliveryは，公開鍵と電子署名技術を用いており，OpenVMSユーザはHP
および他社のOpenVMSベンダーからダウンロードするファイルが本物であることを
確認することができます。
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Secure Deliveryのについて説明したドキュメントは，次のWebサイトにあります。

http://www.hp.com/go/openvms/security/

このドキュメントは，OpenVMS上の Secure Deliveryの概要と，そのコンポー
ネントの呼び出し方法について説明しています。 Secure Deliveryは，OpenVMS
Version 8.2の Advanced Developer’s Kit (ADK)として提供され，その後のOSリリ
ースで全面的にサポートされる予定です。将来予定されているソフトウェア・キッ
トの自動検証のための PCSIとの連携機能を除き， Secure Deliveryの機能はすべて
OpenVMS Version 8.2に実装されています。

5.10.2 インストールと初期化に関する考慮

V7.3-2

CDSAは，オペレーティング・システムのインストール時に自動的にインストールさ
れます。ただし，次の点に注意してください。

• CDSAは，OpenVMS Alpha Version 7.3-2以降のインストール中に同時にイン
ストールされますが，セットアップと初期化は個別に実行する必要があります。
CDSAを使用するには，あらかじめ次のプロシージャを手動で実行してくださ
い。このプロシージャを実行するには， SYSPRV特権が必要です。次のコマンド
を入力します。

$ @SYS$STARTUP:CDSA$INITIALIZE

新しいバージョンの CDSAをインストールする場合は (たとえば，フィール
ド・テストから運用バージョンへ，または新しいバージョンのOpenVMS
へのアップグレードにおいて)， CDSAのアップグレード・プロシージャ
(@SYS$STARTUP:CDSA$UPGRADE)を実行する必要があります。アップグレ
ード・プロシージャを実行する前に，すべての CDSAアプリケーションをシャッ
トダウンしてください。

システムをリブートするときに，初期化プロシージャやアップグレード・プロシ
ージャを再実行する必要はありません。また，OpenVMSスタートアップ・プロ
シージャに初期化プロシージャやアップグレード・プロシージャを追加する必要
もありません。

• 使用中のシステムから CDSAを削除しないでください。 CDSAを削除するよう
に見えるオプションがありますが， CDSAに対する PCSIコマンドの PRODUCT
REMOVEはサポートされていません。 (このオプションはインストールに使用す
る PCSIユーティリティの機能です)。 CDSAとオペレーティング・システムは，
同時にインストールされ，密接に結合しているので，OpenVMSから CDSAを
削除しようとすると，正常に動作しないで，望ましくない影響が発生する可能性
があります。 CDSAを削除しようとすると，次のようなメッセージが表示されま
す。
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%PCSI-E-HRDREF, product CPQ AXPVMS CDSA Vn.n is referenced
by DEC AXPVMS OPENVMS V8.2

-PCSI-E-HRDRF1, the two products are tightly bound by this
software dependency

5.11 照合キーを指定するCONVERT/NOSORTで発生する可能のある
CONVERT-I-SEQエラー

V7.3

/NOSORT修飾子および出力ファイルのいずれかのキーに照合キー・タイプを指定す
る CONVERTコマンドでは，潜在的な動作の変更による影響があります。

CONVERTコマンドの/NOSORT修飾子は，主キーが入力ファイルですでにソート
順に並べられているため， Convertユーティリティでソートしないことを表します。
OpenVMS Version 7.3より前のバージョンの Convertユーティリティでは，出力フ
ァイルに指定されたキーに照合キー・タイプが含まれる場合，/NOSORTが指定され
ているかどうかに関係なく，入力ファイルが必ずソートされるという欠陥がありまし
た。OpenVMS Version 7.3では， Convertユーティリティが修正され，出力ファイ
ルのいずれかのキーが照合キーである場合でも，コマンド行の/NOSORT修飾子に正
しく従うように修正されています。

そのため，以前に照合キー欠陥の 2次的な影響で成功していた CONVERT操作
でも，入力ファイルが主キーによってソートされていない場合で，コマンド行
に/NOSORTが指定されているときには，%CONVERT-I-SEQメッセージが表示
されることがあります。入力ファイルが主キーによってソートされていない場合
は，/NOSORT修飾子は，使用しないでください。

5.12 デバッグ・モード: CPUSPINWAITバグ・チェックの回避

V7.3-1

OpenVMSオペレーティング・システムには，複雑なハードウェアの問題やソフトウ
ェアの問題をデバッグするのに役立つように，多くの特殊操作モードが準備されてい
ます。一般には，これらの特殊モードを使用すれば，特別なレベルでトレース，デ
ータの記録，一貫性チェックを行うことができ，このような機能は，問題があるハ
ードウェア構成要素やソフトウェア構成要素を突き止めるのに役立ちます。これら
の操作モードは，システム・パラメータMULTIPROCESSING， POOLCHECK，
BUGCHECKFATAL， SYSTEM_CHECKによって制御されます。

一般に I/O負荷の高い特定の状況で，これらの特殊モードのいずれかを使用している
場合は (たとえば，デバイス・ドライバや他の複雑なアプリケーションをデバッグす
る場合など)， CPUSPINWAITバグ・チェックが発生することがあります。特に，ス
ピンロックのある状態で長期間実行する特権コードに対して CPUSPINWAITバグ・
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チェックが発生します。スピンロックは，クリティカル・セクションのエントリ・ポ
イントとイグジット・ポイントを区切るために使われ，この場合のように連続的に使
うことはできません。

CPUSPINWAITバグ・チェックを防止するには，これらのシステム・パラメータに
対して，システムのデフォルト設定を使用するか，またはシステムの負荷を低下させ
ます。

何らかの理由でデフォルトの設定を変更しなければならない場合は， SMP_
LNGSPINWAITシステム・パラメータを 9000000に設定することで，問題が発生す
る可能性を減らせます。

5.13 Delta/XDeltaデバッガ

ここでは，OpenVMS Alphaおよび I64システム上で動作するOpenVMS Deltaおよ
び XDeltaデバッガに関する注意事項について説明します。

OpenVMS Debuggerに関する注意事項は第 5.28節を参照してください。

5.13.1 DeltaデバッガはOpenVMS I64では利用できない

V8.2

Deltaデバッガは，OpenVMS I64オペレーティング・システムにはまだ移植されて
いません。

5.13.2 I64システムでの XDeltaの制限事項

V8.2

次の Intel® Itanium®ハードウェア・レジスタは， XDeltaではサポートされていま
せん。

• CPUID

• Debug Data Breakレジスタ

• Debug Instruction Breakレジスタ

• Regionレジスタ

• Protection Keyレジスタ

• Instruction Translationレジスタ

• Data Translationレジスタ

• Device Interrupt Controlレジスタ
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5.13.3 I64システムと Alphaシステムでの XDeltaの相違点

V8.2

OpenVMS I64上で実行中のシステムに割り込むには，システム・コンソールで
Ctrl/Pを押します。 XDeltaは，あらかじめロードされていなければなりません。
Ctrl/Pを押すと，現在の PCと現在の IPLでシステムが停止します。OpenVMS
Alphaシステムと異なり， IPLが 14未満になるのを待つための遅延はありません。

5.13.4 XDeltaのレジスタ表示に関する考慮 (I64のみ)

V8.2

OpenVMS I64上の XDeltaは，あたかも，レジスタ・リネーム・ベース (CFM.rrb)
とローテート・サイズ (CFM.sor)がいずれも 0であるかのように，汎用レジスタ，浮
動小数点レジスタ，およびプレディケート・レジスタを表示します。言い換えると，
ローテートするレジスタを使用しているときには，ローテイションの効果は無視され
ます。この状況は，今後のリリースで修正される予定です。詳細は第 5.9節を参照し
てください。

5.14 ファイル・アプリケーション:『Guide to OpenVMS File
Applications』の訂正

V8.2

マニュアル『Guide to OpenVMS File Applications』が改訂されるときには，下記の
訂正が盛り込まれます。

• 表 1-4は誤解を招く可能性があります。ファイル・フォーマットの比較表で，
ODS-2やODS-5のファイル・フォーマットでのディレクトリの制限として 256
としてあります。この説明は，256ディレクトリ・レベルとし，ユーザが，ディ
レクトリ数が 256に制限されているものと誤解しないようにする必要がありま
す。

『OpenVMSシステム管理者マニュアル』の類似した表は Version 8.2で訂正され
ました。

• 第 6.6.3項の第 4パラグラフ (Noteはカウントしない)を，以下の内容に置き換え
ます。

「プログラム内で使用するルート・デバイス論理名を， SET DEFAULTコ
マンドで定義する際には，DCLコマンドのDEFINEまたは ASSIGNで
/TRANSLATION_ATTRIBUTES=CONCEALED修飾子を使用して，この論理名
が隠し装置の論理名であることを指定します。隠し装置の論理名をルート・デバ
イス論理名として定義するためには，ルート・ディレクトリがピリオド (.)で終
わっていなければなりません (例: DUA22:[ROOT.])。また，デバイスの指定が，
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物理デバイス名でなければなりません。ルート・デバイス論理名の等価名には，
他の論理名を含めることはできません。ディレクトリを指定するときには，ルー
ト・ディレクトリに対して，後のピリオドだけを使用することができます。」

5.15 RMS構造体についてのHP BLISSコンパイラの警告 (I64のみ)

V8.2

RMSユーザ構造体 (たとえば， FAB， RAB)の割り当てに使用できる BLISSマクロ
($xxx_DECL)に，クォドワード・アラインメントが追加されました。プロセッサが高
速になるほど，アラインメント・フォルトは性能に悪影響を及ぼします。アラインメ
ントをマクロ内に直接実装することにより，これらのマクロを使用する， BLISSで
書かれた多数のOpenVMSユーティリティおよびユーザ・アプリケーションは，性能
が改善されます。

該当するマクロは，$FAB_DECL，$NAM_DECL，$NAML_DECL，$RAB_
DECL，$RAB64_DECL，$XABALL_DECL，$XABDAT_DECL，$XABFHC_
DECL，$XABITM_DECL，$XABJNL_DECL，$XABKEY_DECL，$XABPRO_
DECL，$XABRDT_DECL，$XABRU_DECL，$XABTRM_DECL，およ
び$XABSUM_DECLです。

RMSマクロに追加されたアラインメントにより，コンパイラがアラインメント競合
の警告を出力することがあります。コンパイラの警告があるプログラムでも，正しく
リンクして，実行することができます。ただし，ソースに簡単な変更を加えて，警告
を取り除くことをお勧めします。

これらのマクロを BLISSアプリケーション内で使用し，宣言に ALIGN属性が含まれ
ている場合， BLISSコンパイラは‘‘conflicting or multiply specified attribute’’という
警告を出力します。たとえば， FAB: $FAB_DECL ALIGN(2)という宣言に対して，
警告が出力されます。この警告は，クォドワード・アラインメント (ALIGN(3))を指
定したとしても出力されます。これらのマクロに関連する明示的な ALIGN属性を削
除する必要があります。

さらに，これらの割り当てが， ALIGN(3)と競合する明示的なアラインメント
(ALIGN(3)未満のもの)を持つ PSECTに含まれている場合， BLISSコンパイラ
は，‘‘align request negative or exceeds that of psect’’という警告を出力します。た
とえば，次の宣言に対して警告が出力されます。

PSECT OWN = $OWN$ (..., ALIGN(2), ...)

OWN

FAB = $FAB_DECL, ...
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BLISSアプリケーションの再コンパイル時に PSECTのアラインメントに関する警告
が表示された場合， PSECTのアラインメントを ALIGN(3) (またはそれ以上)に調整
してください。まれに， PSECT間でデータが隣接していると仮定しているアプリケ
ーションが存在することがあります。この変更により，このような仮定が成り立たな
くなることがあります。そのため，コードでこのうような仮定を行っていないかチェ
ックし，必要な変更を行ってください。

多くのOpenVMSユーティリティが BLISSで記述されていますが，OpenVMS全体
のビルドで発生した警告はわずかでした。この警告を取り除くためにOpenVMSに加
えた変更は他にはありませんでした。このため，修正が必要なユーザ・アプリケーシ
ョンは，ほとんどないと考えられます。

5.16 HP COBOLランタイム・ライブラリ (RTL)

V8.2

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS I64 Version 8.2では，HP COBOL RTL
(DEC$COBRTL)は V2.8-775にアップデートされました。

5.16.1 SETおよび COB$SWITCHES

V8.2

COBOLの SET文の実装 (論理名 COB$SWITCHESを使用して実装されてい
る)は， LNM$FILE_DEV内の最初のエントリを使用するのに失敗したときに，
LNM$PROCESSを使用するように変更されました。これまでは， LNM$FILE_
DEV内の最初のエントリが書き込み不能な論理名テーブルであると， COBOLの
SET文はフェールしていました。

5.16.2 レコード・ロックの問題の修正

V8.2

COBOLの START文またはWRITE文で，自動レコード・ロックで複数のレコー
ド・ロックが取得されることがありました。この問題は修正されました。

5.17 HP Decimal Supportランタイム・ライブラリ (RTL)

V8.2

OpenVMS AlphaおよびOpenVMS I64 Version 8.2では，HP Decimal Support
RTL (LIBOTS2)が V2.8-67にアップデートされました。
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5.18 I64用のHP Fortran

V8.2

OpenVMS I64 Fortranコンパイラは，OpenVMS AlphaのHP Fortran 90を移植し
たものです。このコンパイラはOpenVMS I64システム上で動作し，OpenVMS I64
システム用のオブジェクトを生成します。このオブジェクトは，OpenVMS I64上の
標準リンカを使用してリンクされます。このコンパイラは，OpenVMS I64 Version
8.2を必要とします。

OpenVMS I64システム用のHP Fortranのコマンド行オプションと言語機能は，以
下の例外を除いて，OpenVMS Alphaシステム用のHP Fortran 90のものと同じで
す。

• 浮動小数点の計算

要点は，ホワイト・ペーパー『Intel® Itanium®アーキテクチャにおけるOpenVMS

浮動小数点演算について』を参照してください。このドキュメントは，次のWeb
サイトで参照できます。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/integrity/resources.html

• デフォルトの浮動小数点データ型は IEEEです。 (つまり，/FLOAT=IEEE_
FLOATがデフォルトです)。

• /IEEE_MODE修飾子のデフォルト値は，/IEEE_MODE=DENORM_RESULTS
です。

• ユーザは/FLOADの値を 1つと，/IEEE_MODEの値を 1つ選択し，アプリケー
ション全体でその値を維持しなければなりません。

• F90コンパイラだけがサポートされています。以前/OLD_F77修飾子で起動さ
れていた F77コンパイラは利用できません。 FDMLや CDDのサポートなど，
Alpha F77コンパイラに含まれていて， Alpha F90コンパイラでは利用できない
一部の機能が， I64 F90コンパイラに実装されています。詳細は， Fortran T8.0
製品のリリース・ノートを参照してください。

• /ARCH修飾子と/TUNE修飾子での値 Alphaは，コンパイル・アンド・ゴーの互
換性を保つために，コンパイラ起動コマンドで利用することができます。これら
の値を無視したことを示す情報メッセージが表示されます。

インストール手順など，このリリースについての詳細は， Fortran T8.0製品のリ
リース・ノートを参照してください。リリース・ノートを抽出するには， Fortran
PCSIキットが置かれているディレクトリをデフォルトとして設定し，次のコマンド
のいずれかを入力します。

$ PRODUCT EXTRACT RELEASE_NOTES FORTRAN ! For TXT file
$ PRODUCT EXTRACT FILE FORTRAN/SELECT=FORTRAN_RELEASE_NOTES.PS ! For PS file
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5.19 OpenVMS用HP MACRO

OpenVMS MACROコンパイラは，OpenVMS VAXシステム用に記述されたMacro-
32ソース・コード (VAX MACROアセンブラ)をコンパイルし，OpenVMS Alpha
およびOpenVMS I64システムで動作する機械語コードに変換します。ここでは，
MACROコンパイラに関する注意事項について説明します。

5.19.1 OpenVMS I64用 HP MACRO

V8.2

OpenVMS I64 Version 8.2では，ネイティブのMACROコンパイラが用意されてい
ます。このコンパイラは，OpenVMS Alpha上のMACROコンパイラと同じDCLコ
マンドを使用します。

OpenVMS Alpha上でコンパイルした大半のプログラムは，変更せずにそのまま
OpenVMS I64上で再コンパイルできるはずです。ただし，非標準の戻り値を持つル
ーチンを呼び出すプログラムや，他の言語で記述された JSB命令呼び出しルーチンを
使用するプログラムは，ソース・ファイルにいくつかの新しいディレクティブを追加
しなければなりません。

新しいディレクティブの詳細や，MACROコンパイラの詳細は，『OpenVMS
MACRO-32 Porting and User’s Guide』を参照してください。

5.19.2 /TIE修飾子のデフォルトは Alphaと I64で異なる

V8.2

/TIE修飾子のデフォルトは Alphaシステムと I64システムで異なります。 Alphaで
は，デフォルトは/TIEです。 I64では，デフォルトは/NOTIEです。

5.19.3 /OPTIMIZE=VAXREGS修飾子は I64ではサポートされない

V8.2

Alphaシステムでサポートされていた/OPTIMIZE=VAXREGS修飾子は， I64システ
ムではサポートされません。残念ながら，関連するコードすべてがコマンド行処理か
ら削除されてはいません。 I64システムで/OPTIMIZE=ALLを指定すると，サポート
されていない VAXREGS最適化を誤って起動することになります。今後のリリース
で，コマンド行プロセスを修正して VAXREGSを起動しないようにする予定です。
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5.19.4 CODGENWARNメッセージは無視できる (Alphaのみ)

V8.2

Macro-32コンパイラが，次のようなメッセージを出力することがあります。

%AMAC-W-CODGENWARN, pre-allocation of multiple condition codes overlapped

このメッセージは無視して構いません。生成されたコードは正しいものです。このよ
うなメッセージが出力されないうよう，Macro-32コンパイラは今後のリリースで修
正される予定です。

5.19.5 操作単位のサポート (I64のみ)

V8.2

Macro-32コンパイラは，/GRANULARITY修飾子や.PRESERVE GRANULARITY
オプションを完全にはサポートしていません。多くの場合，Macro-32コンパイラは
デフォルトでバイトを操作単位とするコードを生成しますが，そうでない場合 (たと
えば，整列されていないクォドワードにアクセスしている場合)があります。この問
題は，今後のリリースで修正される予定です。

5.19.6 デフォルトでは整数のゼロ除算エラーは検出されない (I64のみ)

V8.2

Macro-32コンパイラは，整数のゼロ除算エラーを正しく検出するコードを生成しま
せん。/ENABLE=OVERFLOW修飾子を指定すると，Macro-32コンパイラは実行
時の値での除算に関してゼロ除算をチェックするコードを生成しようとします。しか
し，これは間違ったオペランドをチェックします。ゼロ以外の数値でゼロを除算する
と，このコードはエラーを発生します。今後のリリースでコンパイラは修正され，デ
フォルトでゼロ除算を正しく検出するコードを生成するようになります。動作は，現
在のOpenVMS VAXおよびOpenVMS Alphaシステムでの動作と同じになります。

5.19.7 整数を負の最大値で除算するとコンパイラがクラッシュする (I64のみ)

V8.2

次の命令でMacro-32コンパイラは，クラッシュします。

DIVL3 R0, #^X80000000, R0
BVS 1$

この問題は，今後のリリースで修正される予定です。
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5.19.8 整数の除算で‘‘V’’コンディション・コードが正しくセットされない (I64の
み)

V8.2

整数の除算命令 (DIVL, DIVW,およびDIVB)で，オーバフロー (‘‘V’’)コンディショ
ン・コードが正しくセットされないことがあります。この問題は，今後のリリースで
修正される予定です。

5.19.9 浮動小数点数のゼロ除算エラーが検出されない (I64のみ)

V8.2

Macro-32浮動小数点数サポート・ルーチンは，浮動小数点数のゼロ除算を検出しま
せん。サポート・ルーチンでは， VAX浮動小数点数を IEEE浮動小数点数に変換し
て除算を実行します。チェック処理無しで，除算で IEEEのNaN値 (非数値)が生成
されます。サポート・ルーチンは，次にNaN値を VAX浮動小数点数に戻そうとしま
す。この操作で，不正浮動小数点数のエラーになります。今後のリリースで，サポー
ト・ルーチンが修正され，正しく浮動小数点数のゼロ除算エラーを検出するようにな
ります。

5.19.10 INSV命令でメモリを余計に上書きする (I64のみ)

V8.2

サイズ引数がリテラル 32で，ポジション引数が 0より大きいとき， INSV命令用
に生成されたコードが，必要以上にメモリを上書きします。そのようなケースでは
INSV命令が， 2番目のロングワード (メモリ・デスティネーションの場合)，または
2番目のレジスタ (レジスタ・デスティネーションの場合)を必要以上に上書きしま
す。

デスティネーションがメモリ参照である場合，リテラル 32をスクラッチ・レジスタ
に入れ，そのスクラッチ・レジスタを INSV命令のサイズ・オペランドとして使用す
ることで，この問題を回避できます。

たとえば，次のようなコードを考えます。

INSV R2, #15, #32, (R4)

このコードは， R4が指すロングワードの上位部分を正しくアップデートしますが，
次のロングワードの下位部分のみに書き込むのではなく，次のロングワード全体に不
正に書き込みます。次のように変更すれば，正しく動作します。

MOVL #32, Rtmp ; Rtmp は使用可能なレジスタ
INSV R2, #15, Rtmp, (R4)
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デスティネーションがレジスタ参照である場合，回避策は INSV命令を，複数の命令
に分割することです。たとえば次のコードを

INSV R2, #15, #32, R4

次のように変更します。

INSV R2, #15, #17, R4 ; R2 の下位 17 ビットを R4 の上位に
ASHL #-15, R2, Rtmp ; R2 の上位部分を Rtmp に
INSV Rtmp, #0, #15, R5 ; R2 の上位 15 ビットを R5 の下位に

この問題は，今後のリリースで修正される予定です。

5.20 Hypersortユーティリティ

ここでは，OpenVMS AlphaおよびOpenVMS I64 Version 8.2用のHypersort
V08-006に関する注意事項について説明します。

Hypersortで修正されていない問題を回避する場合，またはHypersortに実装さ
れていない機能を使用する場合には，従来どおり SORT32を使用してください。
SORT32に関する注意事項は第 5.36節を参照してください。

5.20.1 弊社への問題の報告

V8.2

SORTやMERGEで問題を発見した場合は，問題を報告する前に，次のコマンドを実
行してください。

$ WRITE SYS$OUTPUT "WSEXTENT =’’F$GETJPI("","WSEXTENT")’"
$ WRITE SYS$OUTPUT "PGFLQUOTA=’’F$GETJPI("","PGFLQUOTA")’"
$ SHOW LOGICAL SORTSHR
$ SORT/STATISTICS (or MERGE/STATISTICS)

問題を再現する入力ファイルとともに，この出力を問題の報告に含めてください。

5.20.2 ラージ・ファイルの制限事項

V8.2

Hypersort V08-010は，メモリ割り当てのアルゴリズムが改良されましたが，大規模
な入力ファイルが使用されると，ハングアップしたり， ACCVIOが発生することが
あります。ハングアップや ACCVIOが発生する可能性を低くするには，第 5.20.8項
に記載されているとおりにページ・ファイル・クォータとワーキング・セット・エク
ステントを設定します。Hypersortでハングアップしたり ACCVIOが発生する場合
は，代わりに SORT32を使用してください。

5–26 プログラミングに関する注意事項



プログラミングに関する注意事項
5.20 Hypersortユーティリティ

5.20.3 Hypersortと VFCファイルの制限事項

V7.3-2

Hypersortで VFCファイルを使用するには，/FORMAT=RECORD_SIZE:nが必要で
す。

5.20.4 /FORMAT=RECORD_SIZEの制限事項

V7.3-1

Hypersortでは， SORTとMERGEの両方で使用する/FORMAT=RECORD_SIZE:n
がサポートされます。ただし，次の 2つの制限事項があります。

• すべての場合において，コマンドで指定した RECORD_SIZEの値が入力ファイ
ル内の任意のレコードの最大レコード長 (LRL)よりも小さい場合，長すぎるレ
コードは，ソートされた出力ファイルで RECORD_SIZEのサイズまで切り捨て
られ，診断メッセージ%SORT-E-BAD_LRLが発行されます。この場合は，出
力ファイルを破棄し，ソートを再実行する必要があります。 SORTコマンドの
RECORD_SIZEパラメータの値を，DIR/FULLコマンドを実行して表示される
入力ファイルの最大レコードのサイズに合わせて修正してください。

• SORTやMERGEによって，入力索引順編成ファイルから出力順編成ファイルが
作成されます。この場合，%SORT-E-BAD_LRL診断メッセージも発行される場
合があります。

5.20.5 Hypersortと検索リスト，および論理名の使用

V7.3-1

Hypersortでは，検索リスト，および入力ファイルと作業ファイルで使用される論理
名のサポートが十分でありません。この問題を検出した場合は， SORT32を使用して
ください。

5.20.6 作業ファイルの空き領域不足

V7.3-1

すべてのソート作業ファイルで空き領域が無くなると，Hypersortが正しく終了しま
せん。この問題を防ぐには，次のいずれかの処理を実行してください。

• ソートの作業ファイル用に使用するデバイスに，十分な空き領域を割り当てる。

• SORT32を使用して，作業ファイルの領域を使い果たしたことを検出する。
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5.20.7 入力アスタリスク (*)の制限事項

V7.3

Hypersortでは，入力ファイル指定にアスタリスク (*)を使用できません。

5.20.8 最適化されたワーキング・セット・エクステントとページ・ファイル・ク
ォータの設定

V7.3-1

SORT32とHypersortは，異なるソート・アルゴリズムと作業ファイル・アルゴリ
ズムを使用します。これらのユーティリティの相対的な速度は，入力ファイルと，メ
モリ，ディスク，および CPUの構成によって異なります。ワーキング・セット・エ
クステントが，ページ・ファイル・クォータの 3分の 1を超えないようにしてくださ
い。 SORT32とHypersortはいずれも，個々の入力ファイルに合ったワーキング・
セット・エクステントを使用することで，最高の性能を発揮します。

5.21 Intel®アセンブラ (I64のみ)

V8.2

Intelアセンブラ言語で記述されたすべてのモジュールには， -Xunwindフラグによ
る自動生成を行うか，ソース・モジュールに明示的に unwindディレクティブを記述
する方法で，適切な unwindディレクティブが含まれていなければなりません。正確
な unwind情報なしでは，オペレーティング・システムの条件処理と例外ディスパ
ッチが動作せず，予期しない状態でプログラムが失敗することがあります。正確な
unwind情報を持たないプログラムは，OpenVMSではサポートされていません。こ
の前提条件は，永続的な要件となります。

5.22 Librarianユーティリティ

ここでは， Librarianユーティリティと Library Serviceルーチンに関する注意事項
について説明します。

5.22.1 data-reduced ELFオブジェクト・ライブラリとのリンクは推奨できない
(I64のみ)

V8.2

DCX data-reduced ELFオブジェクト・ライブラリは，ライブラリ内の連続領域に
は格納されません。その結果，最初にデータの展開を行う必要があるため，モジュ
ールをプロセスの P2空間に直接マッピングすることはできません。 LBR$MAP_
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MODULEライブラリ・サービスが，モジュールを展開しプロセスの P2空間にコピ
ーします。この動作により，結果としてできた P2空間内のページが，プロセス・ク
ォータとしてカウントされます。

LBR$UNMAP_MODULEライブラリ・サービスは，これらのページを回復します
が，これらのページはヒープ領域解放リストに残り，プロセス・クォータとしてカウ
ントされ続けます。そのため， Linker操作の前に，あらかじめDCX data-reduced
ELFオブジェクト・ライブラリを展開することをお勧めします。

5.22.2 I64ライブラリへの.STBファイルの挿入または置き換えの失敗 (I64のみ)

V8.2

OpenVMS VAXおよび Alphaでは，.STBファイルをオブジェクト・ライブラリに格
納することができます。OpenVMS I64では， Librarianはこの動作を行いません。
例を次に示します。

$ LIBR/CREATE OBJ$:SOME_LIBRARY OBJ$:SOME_FILE.STB
Librarian T01-23
%LIBRAR-E-NOTELFFILE, TPSSWRKD$:[TPSS.TRACE.IA64.LPIOBJ]TRACEMSG.STB;1
is not an ELF object or image file

.STBファイルはオブジェクトでもイメージでもないため，現在 Librarianは，この
ファイルを I64システムの.OLBファイルには格納しません。

ただし， Alphaと VAXでは，.STBファイルはオブジェクト・ファイルと同様の形式
になっています。 VAXでは，.STBファイルを Linkerへの入力として使用すること
もできます。 Alphaでは，.STBファイルの形式は，.OBJファイルの形式と同じです
(つまり，ファイル拡張子が.STBであること以外は，これらのファイルに違いはあり
ません)。そのため， Alphaの Librarianはこのファイルを受け付けますが， Linker
の入力として使用することはできません。

I64では，.STBファイルにファイル・タイプ (ET_VMS_LINK_STB)が埋め込まれま
す。これにより， Librarianと Linkerが，.STBファイルを処理できないことを判断
できます。

5.22.3 プロセス・クォータが低すぎると Librarianがエラーを通知しない問題

V8.2

OpenVMS Alphaおよび I64の Librarianは圧縮，データ・リダクション，データ拡
張操作でエラーを通知しないことがあります。この問題が発生するのは， Librarian
が動作しているアカウントまたはプロセスの PGFLQUOTAプロセス・クォータが
低い場合です。$PUTMSGシステム・サービスは，エラーが発生した場合でも必ず
SS$_NORMALというステータスを返すので，操作エラーがただちに明らかになりま
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せん。しかし，エラーが発生した場合には， Librarianは Success以外のステータス
を返します。

この問題を回避するには， PGFLQUOTAを増加させてから圧縮，データ・リダクシ
ョン，データ拡張操作を実行します。さらに，コマンド・プロシージャで LIBRARY
コマンドからの戻りステータスを確認するようにしてください。

5.22.4 オブジェクト・モジュール名の長さの問題 (I64のみ)

V8.2

Librarianは， I64 (ELF)オブジェクトと共有イメージ・ライブラリのモジュール名
を誤って 31文字までに制限しています。この問題は，今後のリリースで修正される
予定です。イメージの名前に関する規定については『HP OpenVMS Version 8.2新機
能説明書』を参照してください。

5.23 Lightweight Directory Access Protocol (LDAP) API

ここでは， LDAP APIに関する注意事項について説明します。

5.23.1 ldが NULLの場合の ldap_get_optionルーチンからのエラー戻り値 (-1)

V7.3

ldap_get_options( )の呼び出しでldパラメータにNULL値を使用すると，グローバ
ル・デフォルト・データ・セットではなく，エラー戻り値 -1が返されます。

5.23.2 ber_flatten( )ルーチンが中括弧の不一致を検出しない

V7.3

ber_flatten( )ルーチンでは， BerElement内の ’{’および ’}’形式修飾子が一致しない
場合が正しく検出されません。

5.24 OpenVMS Alpha用Linkerユーティリティ

ここでは， Alpha Linkerユーティリティに関する注意事項について説明します。

I64 Linkerに関する注意事項は第 5.25節を参照してください。
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5.24.1 LINK/NATIVE_ONLYのヘルプ・テキストの明確化

V8.2

LINK/NATIVE_ONLYのオンライン・ヘルプを， Alphaおよび I64に関してより明
確に記述すると，次のように記述することができます。

‘‘リンカがプロシージャ・シグネチャ情報を生成するのを防ぎます。リンクするネ
イティブ・コードを， VAXまたは Alphaのバイナリ・コードから変換されたイメ
ージと一緒に使用するためにはプロシージャ・シグネチャが必要です。実行イメ
ージまたは共有イメージが，変換されたイメージを呼び出したり，変換されたイ
メージから呼び出されたりできるようにするには，/NONATIVE_ONLYを使用し
てリンクしてください。変換されたイメージと一緒に使用するコードは，/TIE修
飾子を使用してコンパイルしなくてはなりません。 (詳細は，関連するコンパイラ
のマニュアルを参照してください。) ’’

5.24.2 多数のファイルを指定した場合に Linkerがハングアップしたように見える

V7.3-2

RMS_RELATED_CONTEXTリンカ・オプションがオン (デフォルトは RMS_
RELATED_CONTEXT=YES)で，存在しないファイルが LINKコマンドのファイ
ル・リストに指定されていた場合，リンカによる LIB$FIND_FILEの呼び出しは完
了するまでに長時間かかり，リンカがハングアップしたように見えます。リンクして
いるファイルの数と，ファイル指定での論理名の使用状況に応じて，リンカの処理が
完了するまでに数時間かかることもあります。これは LIB$FIND_FILEが，不明フ
ァイルについて接頭辞の組み合わせをすべて探してから， "file not found"メッセージ
を表示するためです。リンカが LIB$FIND_FILEを呼び出した後は， Ctrl/Yを押し
てもリンカを終了させることはできません。

回避方法
LINKコマンドに SYS$INPUT:/OPTIONを指定します。 Returnを押すと，リンカ
はユーザがオプション・ファイルに情報を入力するのを待ちます。入力が終了した
ら， Ctrl/Zを押します。この問題を回避するには，オプション・ファイルに次の項目
を入れます。

• 1行目に，次のオプションを指定します。

RMS_RELATED_CONTEXT=NO

RMS_RELATED_CONTEXTオプションにNOを設定した場合，このオプシ
ョン・ファイルにリストされている不明ファイルに対しては，すぐに "file not
found"メッセージが生成されます。

• 以降の行では，リンクするファイルすべてを，完全ファイル指定
(disk:[dir]filename.extの形式)で指定します。 RMS_RELATED_CONTEXT=NO
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を指定するとファイル名の省略指定ができず，完全ファイル指定が必要になりま
す。

たとえば，次の LINKコマンドがあるとします。

$ LINK DSK:[TEST]A.OBJ, B.OBJ

このコマンドを RMS_RELATED_CONTEXT=NOとともに指定したい場合は，
/OPTIONを指定してから，リンクするファイルの完全ファイル指定を，次のように
入力します。

$ LINK SYS$INPUT:/OPTION
RMS_RELATED_CONTEXT=NO
DSK:[TEST]A.OBJ, DSK:[TEST]B.OBJ Ctrl/Z

$

RMS_RELATED_CONTEXTオプションについての詳細は，『OpenVMS Linker
Utility Manual』を参照してください。

例
次の例では，リストにDOES_NOT_EXIST.OBJファイルが含まれていて， RMS_
RELATED_CONTEXTオプションが指定されていない (デフォルトで YESが使用さ
れます)場合に，リンカがハングアップしたように見える様子を示しています。

$ DEFINE DSKD$ WORK4:[TEST.LINKER.OBJ.]
$ DEFINE RESD$ ROOT$, ROOT2$, ROOT3$, ROOT4$, ROOT5$, DISK_READ$:[SYS.] 1
$ DEFINE ROOT$ WORK4:[TEST.PUBLIC.TEST]
$ DEFINE ROOT2$ WORK4:[TEST.LINKER.]
$ DEFINE ROOT3$ WORK4:[TEST.UTIL32.]
$ DEFINE ROOT4$ WORK4:[TEST.PUBLIC.]
$ DEFINE ROOT5$ WORK4:[TEST.PUBLIC.TMP]
$ LINK/MAP/FULL/CROSS/EXE=ALPHA.EXE RESD$:[TMPOBJ] A.OBJ,-
_$ RESD$:[SRC]B.OBJ,C,DSKD$:[OBJ]D.OBJ,E,RESD$:[TMPSRC]F.OBJ,-
_$ RESD$:[TEST]G.OBJ,RESD$:[SRC.OBJ]H,RESD$:[COM]DOES_NOT_EXIST.OBJ

Ctrl/T NODE6::_FTA183: 15:49:46 LINK CPU=00:02:30.04 PF=5154 IO=254510 MEM=134 2
Ctrl/T NODE6::_FTA183: 15:49:46 LINK CPU=00:02:30.05 PF=5154 IO=254513 MEM=134
Ctrl/T NODE6::_FTA183: 15:50:02 LINK CPU=00:02:38.27 PF=5154 IO=268246 MEM=134
Ctrl/T NODE6::_FTA183: 15:50:02 LINK CPU=00:02:38.28 PF=5154 IO=268253 MEM=134
Ctrl/T NODE6::_FTA183: 15:50:14 LINK CPU=00:02:44.70 PF=5154 IO=278883 MEM=134

1 このコマンドは，論理名と，それに対応する文字列を定義しています。

2 Ctrl/Tを押すたびに， CPU値と IO値が大きくなります。ただし，MEM値と
PF値は大きくなりません。これは， LIB$FIND_FILEが呼び出されていること
を示しています。

次の例のように，オプション・ファイルを使用して RMS_RELATED_CONTEXTに
NOを設定すると，不明ファイルを見つけたときにリンク操作がすぐに終了します。
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$ DEFINE DSKD$ WORK4:[TEST.LINKER.OBJ.]
$ DEFINE RESD$ ROOT$, ROOT2$, ROOT3$, ROOT4$, ROOT5$, DISK_READ$:[SYS.]
$ DEFINE ROOT$ WORK4:[TEST.PUBLIC.TEST.]
$ DEFINE ROOT2$ WORK4:[TEST.LINKER.]
$ DEFINE ROOT3$ WORK4:[TEST.UTIL32.]
$ DEFINE ROOT4$ WORK4:[TEST.PUBLIC.]
$ DEFINE ROOT5$ WORK4:[TEST.PUBLIC.TMP.]
$ LINK/MAP/FULL/ CROSS /EXE=ALPHA.EXE SYS$INPUT:/OPTION
RMS_RELATED_CONTEXT=NO
RESD$:[TMPOBJ]A.OBJ,RESD$:[SRC]B.OBJ,RESD$:[SRC]C,DSKD$:[OBJ]D.OBJ
DSKD$:[OBJ]E,RESD$:[TMPSRC]F.OBJ,RESD$:[TEST]G.OBJ
RESD$:[SRC.OBJ]H,RESD$:[COM]DOES_NOT_EXIST.OBJ Ctrl/Z

%LINK-F-OPENIN, error opening DISK_READ$:[SYS.][COM]DOES_NOT_EXIST.OBJ; as input
-RMS-E-FNF, file not found
$

5.24.3 ライブラリ・チェックにおける Linkerのデフォルト動作の変更

V7.3-1

これまでの Linkerでは，ライブラリと共有イメージ間の一致条件が厳密に検証
されていましたが (正確な日時を照合し，該当するものがない場合は， LINK-I-
DATMISMCHシグナル通知を発行)，このリリースでは，イメージ・アクティベータ
と同じ検証 (GSMATCH条件を使用して互換性を検証)だけが実行されます。

以前の動作 (日時の照合)を実行する場合は， LINK$SHR_DATE_CHECK論理名を
設定してください。

5.24.4 スタックのエレメント数は最大 25に制限

永続的な制限事項

オブジェクト・ファイルを作成する開発者は， Linkerの内部スタックのエレメント
数が最大 25に制限されていることに注意しなければなりません。どのような計算
も，この制限の範囲内で実行しなければなりません。

5.25 OpenVMS I64用Linkerユーティリティ

V8.2

ここでは， I64 Linkerユーティリティに関する注意事項について説明します。

Alpha Linkerに関する注意事項は，第 5.24節を参照してください。

Alpha Linkerと I64 Linkerに共通に適用される注意事項は，第 5.24.1項を参照して
ください。
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5.25.1 I64リンカと Alphaリンカの違い

V8.2

OpenVMS I64 LinkerとOpenVMS Alpha Linkerの違いに関する詳細な説明につ
いては，『HP OpenVMS Version 8.2新機能説明書』を参照してください。『HP
OpenVMS Version 8.2新機能説明書』には，OpenVMS I64 Linkerの新機能につい
ての説明もあります。

5.25.2 LINK_ORDERセクション・ヘッダ・フラグはサポートされていない

V8.2

Linkerは， ELFセクション・ヘッダ・フラグ LINK_ORDERをサポートしていませ
ん。ただし，このフラグが設定されている unwindセクションは，正しい順序で配置
されます。

このフラグは，セクションがイメージ・ファイル内の他のセクションと結合される場
合，参照先のセクションが結合される順序と同じ順序で結合しなければならないこと
を示します。 unwindセクションは，特別なケースとして扱われ，正しい順序で現れ
ます。

次の図に，この概念を図示します。

Unwind 
Sections
(LINK_ORDER
bit set)

Code
Sections

Combined
Code
Sections

Resulting
Combined
Unwind
Sections

1

2

3

A

B

C

B

A

C

2

1

3

refers to

VM-1134A-AI

5.25.3 data-reduced ELFオブジェクト・ライブラリとのリンクは推奨できない

V8.2
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DCX data-reduced ELFオブジェクト・ライブラリは，ライブラリ内の連続領域に
は格納されません。その結果，最初にデータの展開を行う必要があるため，モジュ
ールをプロセスの P2空間に直接マッピングすることはできません。 LBR$MAP_
MODULEライブラリ・サービスが，モジュールを展開しプロセスの P2空間にコピ
ーします。この動作により，結果としてできた P2空間内のページが，プロセス・ク
ォータとしてカウントされます。

LBR$UNMAP_MODULEライブラリ・サービスは，これらのページを回復します
が，これらのページはヒープ領域解放リストに残り，プロセス・クォータとしてカウ
ントされ続けます。そのため， Linker操作の前に，あらかじめDCX data-reduced
ELFオブジェクト・ライブラリを展開することをお勧めします。

5.25.4 マップの Image Synopsisセクションの誤り

V8.2

マップの Image Synopsisセクションで，フィールド "Number of code references to
shareable images:"と "Estimated map length:"の数値が正しくありません。この問
題は，OpenVMS I64の今後のリリースで修正される予定です。

5.25.5 DIFTYPEおよび RELODIFTYPEメッセージ

V8.2

OpenVMS I64システムでは，あるモジュールでデータ (OBJECT)として定義した変
数は，他のモジュールでもデータとして参照する必要があります。あるモジュールで
プロシージャ (FUNC)として定義した変数は，他のモジュールでもプロシージャとし
て参照する必要があります。

データがプロシージャとして参照された場合，次のような情報メッセージが表示され
ます。

%ILINK-I-DIFTYPE, symbol symbol-name of type OBJECT cannot be
referenced as type FUNC

プロシージャがデータとして参照された場合，次のような情報メッセージが表示され
ます。

%ILINK-I-DIFTYPE, symbol symbol-name of type FUNC cannot be
referenced as type OBJECT

OpenVMS I64では，リンカが関数記述子を生成するため，タイプのチェックはリン
カで実施しています。OpenVMS Alphaでは，同等のプロシージャ記述子をコンパイ
ラが生成しているため，上記の情報メッセージはOpenVMS I64のリンカで新しく追
加されました。
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このメッセージは，通知のみなのでユーザ・アクションは必要としません。しかし，
リンカは，データがプロシージャとして参照されたことを検出した場合，DIFTYPE
メッセージに加えて，次のような警告メッセージを出力します。

%ILINK-W-RELODIFTYPE, relocation requests the linker to build a
function descriptor for a non-function type of symbol

下記の 2つのモジュールの例は，これらの誤りを修正する方法を示します。

TYPE1.C

#include <stdio>

int status ; // Defines status as data.
extern int sub();

main ()
{

printf ("Hello World\n");
sub();

}

TYPE2.C

extern int status (int x) ;

sub ()
{
int x;

x = (int)status;
return status (x);

}

これらのモジュールをリンクすると，次のような情報メッセージと警告メッセージが
出力されます。

$ CC/EXTERN_MODEL=STRICT_REFDEF TYPE1
$ CC/EXTERN_MODEL=STRICT_REFDEF TYPE2
$ LINK TYPE1,TYPE2
%ILINK-I-DIFTYPE, symbol STATUS of type OBJECT cannot be referenced as
type FUNC

module: TYPE2
file: NODE1$:[SMITH]TYPE2.OBJ;6

%ILINK-W-RELODIFTYPE, relocation requests the linker to build a
function descriptor for a non-function type of symbol

symbol: STATUS
relocation section: .rela$CODE$ (section header entry: 18)
relocation type: RELA$K_R_IA_64_LTOFF_FPTR22
relocation entry: 0
module: TYPE2
file: NODE1$:[SMITH]TYPE2.OBJ;6

問題を修正して，情報メッセージと警告メッセージが出力されないようにするには，
TYPE1.Cを修正して， statusをプロシージャとして定義します。
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TYPE1.C

#include <stdio>

int status (int x); // Defines status as a procedure.
extern int sub();

main ()
{

printf ("Hello World\n");
sub();

}

int status (int x) {
return 1;

}

$ CC/EXTERN_MODEL=STRICT_REFDEF TYPE1
$ CC/EXTERN_MODEL=STRICT_REFDEF TYPE2
$ LINK TYPE1,TYPE2

5.26 LTDRIVER: CANCEL SELECTIVEの制限事項

永続的な制限事項

OpenVMS Version 6.1より前のリリースでは， LTDRIVERは「拡張DDT」ビット
をセットしていませんでした。したがって， POSIX関数 CANCEL SELECTIVEは
LTDRIVERで動作しませんでした。この問題は解決されましたが，まだ制限事項が
残っています。

この修正により，$QIO読み込みと書き込みを選択的に取り消すことができるよう
になりましたが，ポート・ドライバに対して行った$QIO (つまり， LAT接続$QIO
などのように IO$_TTY_PORT関数修飾子を使用して行ったもの)は， CANCEL
SELECTIVEによって取り消すことができません。

5.27 Mailユーティリティ:呼び出し可能メールのスレッドの制限事項

V7.1

OpenVMS呼び出し可能メール・ルーチンはスレッド・セーフではありません。スレ
ッド化されたアプリケーション内での非スレッド・セーフ・ルーチンの呼び出しの詳
細については，『Guide to the POSIX Threads Library』を参照してください。

呼び出し可能メールのコンテキスト情報は，プロセス単位 (スレッド単位ではない)で
管理されるので，コンテキスト・ベースの処理を実行する複数のスレッドは相互に同
期をとり，特定のタイプのメール・コンテキストが一度に1つだけアクティブになる
ようにしなければなりません。この条件が満たされないと， 1つのスレッドが他のス
レッドのメール操作を妨害する可能性があります。
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OpenVMS Alphaシステムでは，マルチスレッド環境でカーネル・スレッドが有効に
設定されている場合，この他にも追加制限事項があります。この環境では，呼び出し
可能メールは初期スレッドでのみ使用しなければなりません。

5.28 OpenVMS Debugger

以降の注意事項では，OpenVMS AlphaシステムとOpenVMS I64システムでの，
OpenVMS Debuggerに固有の注意事項について説明しています。

Deltaデバッガと XDeltaデバッガの注意事項については，第 5.13節を参照してくだ
さい。 System Code Debugger (SCD)の注意事項については，第 5.37節を参照して
ください。

5.28.1 全般的な問題点と回避方法 (I64のみ)

V8.2

次に，確認されている全般的な状況と，ユーザの回避方法を示します。

問題点:要素が境界にアラインされていない配列は，正しく表示されません。これ
は，プログラミング言語の構文を使用して，不自然なデータ・アラインメントを強
制した場合に発生します (たとえば， C言語での#pragma nomember_align， Pascalで
のPACKEDキーワード)。

回避方法:ありません。

問題点:添字がスカラ (整数)の配列を調べるとき，デバッガは配列のインデックス値
を 10進数ではなく，現在定義されている基数で出力します。

回避方法: SET RADIX DECIMALコマンドを実行します。

問題点: I64システムのOpenVMS Debuggerは，あたかもレジスタ・リネーム・ベ
ース (CFM.rrb)とローテート・サイズ (CFM.sor)がいずれも 0であるかのように，汎
用レジスタ，浮動小数点レジスタ，およびプレディケート・レジスタを表示します。
言い換えると，ローテートするレジスタを使用しているときは，ローテイションの効
果は無視されます。この問題は，今後のリリースで修正される予定です。さらに詳細
な説明は第 5.9節を参照してください。

注意

この現象は， C++およびアセンブラ言語のプログラムの，特殊な状況でまれ
に発生します。多くのプログラムは，この問題の影響を受けません。
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回避方法: CFMレジスタを調べ， (ゼロでない) CFM.rrbフィールドと CFM.sorフィ
ールドの値を考慮して，手作業で EXAMINEコマンドを調整します。

5.28.2 Basic言語での問題 (I64のみ)

V8.2

問題点:多次元配列の範囲を調べるとき，デバッガは要素のアドレスを適切にシンボル
化できません。つまり，配列の行と列の値が正しくありません。

回避方法:ありません。

5.28.3 C++言語での問題 (I64のみ)

V8.2

問題点: SHOW CALLSコマンドが， C++のマングル化されていない名前ではなく，
マングル化された名前を表示することがあります。

回避方法:ありません。

5.28.4 COBOL言語での問題 (I64のみ)

V8.2

問題点: EDIT picture節で宣言したデータは，部分的にしかサポートされません。
EXAMINEコマンドを使用して項目を調べると，位取りなどの調整なしに生データ
が表示されます。整数や 10進数の定数を保存することで項目を変更しようとする
(DEPOSITコマンドを使用)とエラーになります。

回避方法:適切な位取り因数を設定し，表示される値を手作業で調整します。値を
変更する必要がある場合は，別の変数または引用符付きの文字列をソースとして
DEPOSITコマンドを実行します。

5.28.5 Fortran言語での問題 (I64のみ)

V8.2

問題点: REAL*16型のデータ項目に値を保存すると，実際の値ではなく常にゼロが
格納されます。

回避方法:ありません。
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5.28.6 Pascal言語での問題 (I64のみ)

V8.2

問題点:動的境界で宣言された配列 (たとえば "array [1..n]")が，正しく処理さ
れないことがあります。配列を調べている際に，デバッガが INVARRDSCや
IVALOUTBNDSのエラーを表示することがあり， SHOW SYMBOL/TYPEで配列境
界が正しく表示されないことがあります。

回避方法:ありません。

5.28.7 SET SCOPEコマンド:動作の変更

V8.2

SET SCOPEコマンドの動作は，このリリースで変更されました。 SET SCOPE
では，デバッガの言語設定を，指定されたスコープの言語に変更するようにな
りました。以前は， SET SCOPEは言語設定に影響を与えませんでした。 SET
LANGUAGE NODYNAMICコマンドを実行することで，この機能を無効にできま
す。

5.28.8 SHOW IMAGEコマンドの変更

V8.2

SHOW IMAGEコマンドは，プロセスのイメージが占めるアドレス空間の概要を表示
するようになりました。イメージ・セクション情報をすべて表示するには， SHOW
IMAGE/FULLを使用するか，イメージ名を指定します (たとえば， SHOW IMAGE
FOO)。

5.28.9 クライアント/サーバ・インタフェース:以前のバージョンはサポートされな
い (Alphaのみ)

V7.3

OpenVMS Alpha Version 7.3およびそれ以降のDebuggerでは，以前のバージョン
のクライアント/サーバ・インタフェースをサポートしません。次の表に従って，配布
メディアのキットにあるクライアント/サーバ・インタフェースをインストールしてく
ださい。
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CPU オペレーティング・システム クライアント・キット

Intel Microsoft Windows 95， 98， NT，Me，
2000， XP

[DEBUG_CLIENTS011.KIT]
DEBUGX86011.EXE

Alpha Microsoft Windows NT [DEBUG_CLIENTS011.KIT]
DEBUGALPHA011.EXE

これらのクライアント・キットは，自己解凍形式の.EXEファイルです。

適切な実行形式ファイルを PCに転送したら，そのファイルを実行して， PC上にデ
バッグ・クライアントをインストールすることができます。 InstallShieldインスト
ール・プロシージャのガイドに従ってインストールを行います。

5.29 OpenVMSのシステム・ダンプ・アナライザ (SDA)

ここでは，システム・ダンプ・アナライザ (SDA)に関する注意事項について説明しま
す。

5.29.1 READコマンドのデフォルトの変更

V8.2

SDA READコマンドのデフォルトの動作は，/LOGから/NOLOGに変更されまし
た。

5.29.2 CLUEコマンドはOpenVMS I64に移植されていない

V8.2

次の CLUEコマンドは，OpenVMS I64にはまだ移植されていないため，その旨の
メッセージを返します。

CLUE CALL
CLUE ERRLOG
CLUE FRU
CLUE REGISTER

5.29.3 SHOW CALL_FRAME機能の変更 (I64のみ)

V8.2

OpenVMS I64 Version 8.2で，次の機能変更が実施されました。
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• 以下のコマンドで/ALLおよび/SUMMARY修飾子が使用できるようになりまし
た。

SHOW CALL address

SHOW CALL /HANDLE=address

SHOW CALL /EXCEPTION_FRAME=address

• SHOW CALL addressで参照するアドレスは常に Invocation Handleアドレスで
したが， Exception Frameアドレスも参照できるようになりました。

addressが Exception Frameアドレスの場合，そのフレーム・アドレスは，それ
以降の呼び出しスタックをたどる際の起点として SDAに記憶されます。

addressが，以降の SHOW CALLコマンドの Invocation Handleアドレスの場
合， SDAは呼び出しスタックをたどる際に，その前に記憶した起点から始めま
す。

後続のaddressが，別の Exception Frameアドレスの場合， SDAは以前に記憶し
た呼び出しスタックの起点を廃棄し，新しい例外フレーム・アドレスを呼び出し
スタックの起点として記憶します。

同様に， SHOW CALL/EXCEPTION_FRAMEコマンドは，そこで指定された例
外フレーム・アドレスを呼び出しスタックの起点とします。

この方法により，任意の例外フレームから呼び出しスタックをたどることができ
ます。起点の例外フレームがシステム空間に存在しても，呼び出しチェーンの一
部はプロセス空間に存在する可能性があるので注意してください (逆の場合もそ
のようになります)。いずれの場合も，すべての呼び出しスタックをたどるには，
SDAの現在のプロセス・コンテキストは，呼び出しスタックの起点となっている
プロセスのものであることが必要です。

• アドレス指定なしで，また/NEXT，/EXCEPTION_FRAME，/HANDLE修飾子
もなしで SHOW CALLコマンド， SHOW CALL/SUMMARYコマンド， SHOW
CALL/ALLコマンドを入力すると，起点は，現在のプロセスのデフォルトの呼び
出しチェーンにリセットされます。

5.30 OpenVMS I64 Version 8.2に含まれないPL/Iライブラリ

V8.2

PL/Iライブラリ (ネイティブ・ライブラリと変換されたライブラリ)は，OpenVMS
Alphaには含まれていましたがOpenVMS I64には含まれていません。 PL/Iコア・
イメージのうちOpenVMS I64にないものは以下のとおりです。

[SYSLIB]DPLI$RTLSHR.EXE
[SYSMSG]PLI$MSG.EXE
[SYSLIB]PLIRTL.IIF
[SYSLIB]PLIRTL_D56_TV.EXE
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PL/Iライブラリを参照するアプリケーションや共有イメージは， Integrityサーバ用
のOpenVMS I64では動作しません。 (一般的に， PL/Iで記述したコードを含むアプ
リケーションや共有イメージがそうです。)この制約は，ネイティブ・コードにも，
変換された VAXおよび Alphaイメージにも，適用されます。

第 2.8節の，関連する注意事項を参照してください。

5.31 POSIXスレッド・ライブラリ

ここでは， POSIXスレッド・ライブラリ (旧名称は，DECthreads)に関する注意事
項について説明します。

第 A.8節の関連する注意事項も参照してください。

5.31.1 例外処理中のスタック・オーバフロー (I64のみ)

V8.2

I64システムでの例外処理には， Alphaシステムの場合よりもかなり大きなスタック
領域が必要です。OpenVMSからアプリケーションを移植するときに，例外処理を使
用するスレッドに未使用スタック領域が十分にないと， I64での例外処理中に，この
スレッドでスタック・オーバフローが発生することがあります。通常は，次の操作の
いずれかに関連する ACCVIOの処理が不適切であったように見えます。

• RAISE

• pthread_cancel

• pthread_exit

• スレッドにアクティブな TRYまたは pthread_cleanup_pushブロックがあり，
OpenVMSの状態がシグナル通知された (たとえば，ハードウェア例外や，
LIB$SIGNALまたは LIB$STOPの使用など)。

このような問題が発生した場合は，スレッドに割り当てられるスタックのサイズを数
ページずつ増やしてみてください。最初は，スタックのサイズを 24 KB大きくするこ
とをお勧めします。

デフォルトのスタック・サイズは， I64システム上でのスタック使用量が多いことに
対応するため， 24 KB大きくされました。アプリケーションが多数のスレッドをデフ
ォルトのスタック・サイズで作成している場合，アプリケーションのメモリ・リソー
スが不足することがあります。このような状況になった場合は，プロセス・クォータ
を大きくするか，アプリケーションを変更して同時に存在するスレッドの数を減らし
てください。
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5.31.2 I64システムでの THREADCPコマンドの動作

V8.2

OpenVMS I64システム上のDCLコマンド THREADCPは，スレッド関連の 2
つのメイン・イメージ・ヘッダ・フラグ，UPCALLSとMULTIPLE_KERNEL_
THREADSの問い合わせや変更には使用できません。代わりに， I64システムでのス
レッド・ヘッダ・フラグの設定や参照を行うためのDCLコマンド SET IMAGEおよ
び SHOW IMAGEを使用する必要があります。

Alphaシステムのユーザは，引き続き THREADCPコマンドを使用してください。

5.31.3 浮動小数点のコンパイルと例外 (I64のみ)

V8.2

次の 2つの古い cmaスレッド・ライブラリ・ルーチンのいずれかを呼び出すソース・
モジュールは，OpenVMS I64上で使用するために/FLOAT=G_FLOATコンパイラ修
飾子 (または，言語固有の同等の修飾子)を指定してコンパイルしなければなりませ
ん。

cma_delay()

cma_time_get_expiration()

これらのルーチンは， VAX形式の浮動小数点数だけを引数として受け入れます。
通常，OpenVMS I64コンパイラは，デフォルトで VAX形式を使用するOpenVMS
Alphaコンパイラとは異なり，デフォルトで IEEE形式の浮動小数点数を使用しま
す。この 2つの cmaスレッド・ルーチンは， Alphaと I64のどちらでも， VAX形式
の浮動小数点引数だけを受け入れます。これらのルーチンの呼び出しを適切にコンパ
イルしないと， IEEE形式の浮動小数点数が実行時に誤って渡され，予期しない例外
が発生することがあります。

5.31.4 C言語コンパイル・ヘッダ・ファイルの変更

V7.3-2

OpenVMS Version 7.3-2では，次の変更が行われました。

• INTS.H

OpenVMSの以前の一部のリリースでは， POSIXスレッドの C言語ヘッダ・フ
ァイル PTHREAD_EXCEPTION.Hに， Cヘッダ・ファイル INTS.Hの#include
が誤って含まれていました。この問題は，OpenVMS Version 7.3-2で修正され
ました。 PTHREAD_EXCEPTION.Hを使用しても，コンパイルで INTS.Hがイ
ンクルードされなくなりました。アプリケーションによっては，コンパイル時に
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INTS.Hが必要で， PTHREAD_EXCEPTION.Hでインクルードされることを誤
って前提としているものがあるかもしれません。

このようなアプリケーション・ソース・モジュールをOpenVMS Version 7.3-2
システムで再コンパイルすると， Cコンパイラから診断メッセージが出力されま
す。これらのメッセージは， INTS.Hで定義されるシンボルやデータ型 (たとえば
int32)が未定義であることを示します。このようなアプリケーション・ソース・
モジュールを修正するには，該当するシンボルや型を最初に使用している位置よ
り前で，直接<ints.h>を#includeします。

• timespec_t typedef

以前のリリースのOpenVMSでは， POSIXスレッドの C言語ヘッダ・ファイル
PTHREAD.Hに，timespec_tという名前の typedef定義が入っていました。この
シンボルは， PTHREAD.Hに属さない，非標準のシンボルです。 (この typedef
は， TIME.Hや TIMERS.Hなどの C RTLヘッダ・ファイルの内容との関連で
残されていました。) OpenVMS Version 7.3-2では， C RTLとスレッド・ヘッ
ダ・ファイルの標準への準拠性が改善されました。この結果， PTHREAD.Hか
らtimespec_tの typedefが削除されました。

アプリケーションによっては，timespec_tの typedefがコンパイル時に必要で，
PTHREAD.Hで直接的または間接的 (たとえば， TIS.Hの使用による)に定義さ
れることを誤って前提としているものがあるかもしれません。このようなアプリ
ケーション・ソース・モジュールをOpenVMS Version 7.3-2システムで再コンパ
イルすると， Cコンパイラから，timespec_tを未定義のシンボルまたは型として
リストする診断メッセージが出力されます。このようなアプリケーション・ソー
ス・モジュールを修正するには，timespec_tを使用している部分をtimespec構造
体に置き換えるか，timespec_tシンボルを最初に使用している位置より前で， C
RTLヘッダ・ファイル TIMERS.Hをインクルードします。

アプリケーションの構築環境で古い C RTLやスレッド・ヘッダ・ファイルのプラ
イベート・コピーを使用していたり，timespec構造体やtimespec_t typedefを含
む抜粋を使用している場合 (どちらの方法もお勧めできません)は，もっと多くの
コンパイル・エラーが表示されることがあります。コンパイラは，timespec構造
体が再定義されている (2回定義されている)ことを示すメッセージを表示するこ
とがあります。このような場合，システムが提供している C RTLおよびスレッ
ド・ヘッダ・ファイルを使用するように戻したり，timespec構造体に関連して個
別に抜粋した個所を，システムが提供している TIME.Hヘッダ・ファイルのイン
クルードに変更します。

5.31.5 新しい優先順位調整アルゴリズム

V7.3-2

OpenVMS Version 7.3-2では，『Guide to the POSIX Threads Library』で説明さ
れている適応型スレッド・スケジューリング動作が，新しい優先順位調整アルゴリズ
ムとともに実装されました。場合によっては，新しいアルゴリズムでは，優先順位が
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異なる，スループット方針のスレッドが同期オブジェクトを共用することによる問題
を回避できます。優先順位の調整により，アプリケーションのスループットや，シス
テム全体の使用状況も改善できます。スループット・スケジューリング方針のスレッ
ドの優先順位調整は，自動で，透過的に行われます。

5.31.6 プロセス・ダンプ

V7.3

POSIXスレッド・ライブラリで実行時に修正不能な重大エラー (アプリケーショ
ン内のデータ破損によって損傷したデータ構造など)が検出されると，ライブラ
リにより実行中のイメージが終了されることがあります。終了中に，ライブラリ
によりプロセス・ダンプ・ファイルの作成がトリガーされます (このファイルは，
ANALYZE/PROCESS_DUMPによりエラー診断に使用されます)。このようなプロセ
ス・ダンプ・ファイルのサイズは，エラー時のプロセスのアドレス空間に依存するた
め，非常に大きくなることがあります。

5.31.7 動的 CPU構成の変更

V7.3

OpenVMS Version 7.3以降， POSIXスレッド・ライブラリは，マルチプロセッサ
Alphaシステムを実行する CPUの数の動的変化に対応するようになりました。 1
つのイメージに対して，複数のカーネル・スレッドが使用できるように指定 (LINK
/THREADS_ENABLE修飾子または THREADCPコマンド動詞により)すると，
POSIXスレッド・ライブラリが，アプリケーションの明白な並列処理を監視して，
利用可能な CPUの数を最大とする数のカーネル・スレッドを作成します。それぞれ
のカーネルスレッドは，OpenVMSエグゼクティブによってスケジューリングされて
別々の CPUで実行されるので，同時に実行することができます。

アプリケーションの実行中，オペレータは CPUを個別に停止または開始することが
できます。このような動的変化を反映して，これ以降にイメージがアクティブ化され
たときに作成できるカーネル・スレッドの数が変化します。また，現在実行中のイメ
ージにも反映されるようになりました。

CPUを追加または除去すると，スレッド・ライブラリは，追加，除去後のアクティ
ブな CPUの数を照会し，プロセスが現在使用しているカーネル・スレッドの数と比
較します。現在 CPUがカーネル・スレッドよりも多い場合，ライブラリは既存の
POSIXスレッドを CPUまで延長します (必要に応じて，すぐに，または後に新しい
カーネル・スレッドを作成します)。逆に CPUがカーネル・スレッドよりも少ない場
合，ライブラリは余分のカーネル・スレッドを強制的にハイバネートさせ，残りの
カーネル・スレッド上で POSIXスレッドを再度スケジューリングします。これによ
り，プロセスに関する限り，利用可能な数以上のカーネル・スレッドが， CPUリソ
ースを奪い合うということがなくなります。
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5.31.8 デバッガ計測機能は動作しない

V7.0

POSIXスレッド・デバッガの計測機能は動作しません。

『Guide to the POSIX Threads Library』の C.1.1に記載されている，動作中のプロ
グラムをデバッグする手順を使用すると，プロセスが ACCVIOメッセージで失敗す
る可能性があります。

5.32 RMS:グローバル・バッファVA管理の改善

V8.2

以前のリリースでは，アプリケーションが RMSグローバル・バッファを使用してフ
ァイルのオープンとクローズをあるパターンで繰り返すと， VASFUL (仮想アドレス
空間満杯)エラーとなり，アプリケーションが失敗することがありました。

OpenVMS Version 8.2からは， RMSが拡張仮想アドレス (VA)空間管理を持つよう
になったため，これらの VASFULエラーが発生する可能性が大幅に減少しました。

5.33 RMS Journaling

ここでは， RMS Journaling for OpenVMSに関する注意事項について説明します。

RMS Journalingの詳細は，『RMS Journaling for OpenVMS Manual』を参照して
ください。このマニュアルは，OpenVMS Documentation CD-ROM (アーカイブ・
マニュアルのディレクトリ)に入っています。

5.33.1 カーネル・スレッドと互換性のないリカバリ・ユニット・ジャーナリング

V7.3

DECdtm Servicesは複数カーネル・スレッド環境でサポートされず， RMSリカバ
リ・ユニット・ジャーナリングはDECdtm Servicesに依存しているため， RMSリ
カバリ・ユニット・ジャーナリングは，複数カーネル・スレッドが有効になっている
プロセスではサポートされません。
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5.33.2 ジャーナル・ファイル作成の変更

V7.2

Version 7.2より前には，リカバリ・ユニット (RU)ジャーナルは，ジャーナリン
グされるファイルと同じボリュームの[SYSJNL]ディレクトリに一時的に作成され
ていました。リカバリ・ユニット・ジャーナルのファイル名は RMS$process_id
(process_idはプロセス IDの 16進表現)という形式であり，ファイル・タイプは
RMS$JOURNALでした。

OpenVMS Version 7.2では， RUジャーナル・ファイルの作成に関して，次の点が
変更されました。

• ファイルは，[SYSJNL]ディレクトリのノード固有のサブディレクトリに作成され
る。

• リカバリ・ユニット・ジャーナルのファイル名は，YYYYYYYYという形式に短縮
された。ただし，YYYYYYYYは逆の順にプロセス IDを 16進数で表現したもので
す。

これらの変更により，ジャーナル・ファイルの作成と削除で発生するディレクトリの
オーバヘッドが減少します。

次の例に，以前のバージョンと現在のバージョンの両方のジャーナル・ファイルの作
成を示します。

以前のバージョン: [SYSJNL]RMS$214003BC.RMS$JOURNAL;1
現在のバージョン: [SYSJNL.NODE1]CB300412.;1

RMSが[SYSJNL]ディレクトリまたはノード固有のディレクトリを見つけることがで
きない場合は， RMSは自動的にそのディレクトリを作成します。

5.33.3 OSI環境でのリカバリ・ユニット・ジャーナリングされたファイルへのリ
モート・アクセス

V6.1

ネットワーク内の他のノードからリモート・アクセスされるリカバリ・ユニット・ジ
ャーナリング・ファイルのホストであるOSIノードでは， SYS$NODEをフェーズ
IV形式のノード名として定義しなければなりません。 SYS$NODEによって指定さ
れるノード名は，ホスト・ノードのリカバリ・ユニット・ジャーナリング・ファイル
にアクセスしようとするすべてのリモート・ノードから認識されなければなりませ
ん。また，リモート・ノードがこのノード名を使用して，ホスト・ノードとの間で
DECnet接続を確立できるように，ノード名は固有の名前でなければなりません。こ
の制限は，OSIまたは複合OSI環境と非OSI環境でネットワークを介してアクセス
される，リカバリ・ユニット・ジャーナリング・ファイルにだけ適用されます。
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5.33.4 順方向 (AI)ジャーナリング

V6.0

順方向 (AI)ジャーナリングを使用すれば，使用不能またはアクセス不能になったデー
タ・ファイルを回復することができます。 AIリカバリでは， AIジャーナル・ファイ
ルを使用して，データ・ファイルのバックアップ・コピーをロール・フォワードする
ことで，障害が発生した時点でのデータ・ファイルの新しいコピーが作成されます。

プロセスが削除されたりシステム障害が発生した場合には，更新情報を AIジャーナ
ル・ファイルに書き込むことができますが，データ・ファイルに書き込むことはでき
ません。 AIジャーナリングだけが使用されている場合は，データ・ファイルとジャ
ーナルの一貫性は自動的には維持されません。データ・ファイルに対して追加更新を
行い， AIジャーナルに記録すると，その後のロール・フォワード操作で一貫性のな
いデータ・ファイルが作成されることがあります。

リカバリ・ユニット (RU)ジャーナリングを AIジャーナリングと組み合わせて使用し
た場合には，自動的なトランザクション・リカバリにより， AIジャーナルと
データ・ファイルの間の一貫性が復元されます。

特定の状況では， AIジャーナリングだけを使用するアプリケーションは，プロセス
の削除やシステム障害の後でデータの不整合が発生しないように，予防措置をとるこ
とができます。たとえば， AIジャーナリングされているファイルの手動ロール・フ
ォワードを行うと，非共有 AIアプリケーション (シングル・アクセッサ)やスタンド
アロン・システムで実行中の共有 AIアプリケーションなどが関連するシステム障害
の発生後に，ファイルの一貫性を維持できます。

しかし，共有 AIアプリケーションでは，クラスタ内でプロセスの削除やシステム障
害が発生した後で， AIジャーナル・ファイルと同期のとれていないデータ・ファイ
ルに対してこれ以上の操作が実行されないようにするための措置はとられません。こ
のような状況では，データ・ファイルと AIジャーナル・ファイルの間の一貫性は，
AIジャーナリングと RUジャーナリングを組み合わせて使用することで維持できま
す。

5.33.5 VFC形式の順編成ファイル

VAX V5.0
Alpha V1.0

逆方向ジャーナリングやリカバリ・ユニット・ジャーナリングを使用している場
合，固定長制御部付可変長 (VFC)順編成ファイルを更新することはできません。
VFC順編成ファイル形式は， FABの FAB$B_RFMフィールドのシンボリック値
FAB$C_VFCによって示されます。
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5.34 RTLライブラリ (LIB$)

ここでは， LIB$ランタイム・ライブラリに関する注意事項について説明します。

5.34.1 RTLライブラリ (LIB$)のヘルプ

V8.2

OpenVMS Version 8.2の LIB$ランタイム・ライブラリのヘルプ・ファイルには，
LIB$LOCK_IMAGEルーチンのヘルプがありません。この問題は，今後のリリー
スで修正される予定です。当面は，このルーチンの詳細な説明は『OpenVMS RTL
Library (LIB$) Manual』を参照してください。

5.34.2 RTL Library (LIB$):呼び出し標準ルーチン (I64のみ)

V8.2

この注意事項では，ローテートするレジスタが，以下の呼び出し標準ルーチンでどの
ように取り扱われるかを明確化します。

LIB$I64_GET_FR
LIB$I64_SET_FR
LIB$I64_GET_GR
LIB$I64_SET_GR
LIB$I64_PUT_INVO_REGISTERS

呼び出し標準規則の ICB (invocation context block)およびメカニズム・ベクタは
常に，あたかも，レジスタ・リネーム・ベース (CFM.rrb)とローテート・サイズ
(CFM.sor)がいずれも 0であったかのように，汎用レジスタ，浮動小数点レジスタ，
およびプレディケート・レジスタを記録しています。言い換えると，ローテートする
レジスタを使用しているときに，ローテーションの効果が無視されます。このこと
は， LIB$I64_PUT_INVO_REGISTERSルーチンが使用するレジスタ・マスクにつ
いても同様です。というのは，これらのマスクは， ICB構造体のフィールドによって
定義されるからです。

現在は，補足的なアクセス・ルーチン LIB$I64_GET_FR, LIB$I64_SET_FR,
LIB$I64_GET_GRおよび LIB$I64_SET_GRが，レジスタ・リネーム・ベース・レ
ジスタとローテート・サイズ・レジスタの効果を調整しないで，不適切に，そのレジ
スタ番号パラメータを解釈しています。これは，誤りであり今後のリリースで修正さ
れる予定です。

それまでは， ICBまたはメカニズム・ベクタ内の汎用レジスタ，浮動小数点レジス
タ，およびプレディケート・レジスタを調べるプログラムや，実行時に見えるレジス
タを探して内容を解釈するプログラムでは，保存された CFMレジスタを調べて，自
身で適切に調整する必要があります。
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5.35 Screen Management (SMG$)のドキュメント

『OpenVMS RTL Screen Management (SMG$) Manual』の最後にある参照情報の
トピックに，次の情報を追加します。

V7.2

• ルーチン SMG$DELETE_VIRTUAL_DISPLAYの「Condition Values Returned
(返される条件値)」に，次の説明を追加してください。

"Any condition value returned by the $ DELPRC system service"
($DELPRCシステム・サービスから返された条件値)

• ルーチン SMG$GET_TERM_DATAの説明の「Arguments (引数)」の部分
で，capability-data引数の説明が誤っています。正しい説明は次のとおりです。

access: write-only

mechanism: by reference, array reference

• ルーチン SMG$SET_OUT_OF_BAND_ASTSの説明の「引数 (AST-argument)」
の部分で，AST-argument引数の説明に誤りがあります。構造体の図のシンボル名
が誤っています。この図の下にある段落に示されているシンボル名は正しい名前
です。正しいシンボル名と誤ったシンボル名は次のとおりです。

誤っているシンボル名 正しいシンボル名

SMG$L_PASTEBOARD_ID SMG$L_PBD_ID

SMG$L_ARG SMG$L_USER_ARG

SMG$B_CHARACTER SMG$B_CHAR

V7.1

• SMG$READ_COMPOSED_LINEルーチンの説明で，flags引数の説明に次の文を
追加してください。

"The terminal characteristic /LINE_EDITING should be set for your terminal
for these flags to work as expected. /LINE_EDITING is the default."

(「これらのフラグが正しく機能するには，端末に対して端末属性/LINE_
EDITINGを設定しなければなりません。/LINE_EDITINGは省略時の設定で
す。」)

• ルーチン SMG$SET_KEYPAD_MODEの説明に，次の注意を追加してくださ
い。

注意

キーパッド・モードを変更すると，物理端末の設定も変更されます。これ
は，keyboard-id引数によって指定される仮想キーボードだけでなく，すべて
の仮想キーボードに対するグローバルな変更です。
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5.36 SORT32ユーティリティ

ここでは，OpenVMS AlphaおよびOpenVMS I64 Version 8.2用の， SORT32
V08-010に関する注意事項について説明します。詳細は，第 5.20.8項と第 5.20.1項
を参照してください。

Hypersortで修正されていない問題を回避する場合，またはHypersortに実装されて
いない機能を使用する場合に SORT32を使用することをお勧めします。Hypersort
の注意事項については，第 5.20節を参照してください。

5.36.1 DFSサービス・ディスクでの CONVERTの問題

V8.2

SORT，MERGE，および CONVERT操作は，UNIXがサービスするDFSマウン
ト・ディスクが出力先になっている場合，%SORT-E-BAD_LRLエラーを返します。

この制約事項を回避するには，次のいずれかを実行します。

• 出力ファイルをOpenVMSディスクに書き込んでから，その出力ファイルを
UNIXがサービスするDFSマウントディスクにコピーする。

• CONVERT/FDLコマンドを使用する。このとき， FDLには，出力ファイルに必
要な LRL (最大レコード長)を指定する。

5.36.2 一時作業ファイルが削除されないことがある

V7.3-2

SORT32は，一時作業ファイルを削除しないことがあります。 SYS$SCRATCHや，
SORT32の作業ファイルを置いている場所を定期的にチェックし，削除されていない
作業ファイルを削除してディスク・スペースを空けることができないかを調べてくだ
さい。

5.36.3 複合条件のある SORT/SPECIFICATION:要件

V7.3-1

SORT32では，キー指定ファイルの複合条件が括弧で囲まれていない場合，複合条件
に対する診断メッセージを出力しません。例を次に示します。

誤り:

/CONDITION=(NAME=TEST1, TEST=(Field2 EQ "X") AND (Field3 EQ "A"))
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正しい:

/CONDITION=(NAME=TEST1, TEST=((Field2 EQ "X") AND (Field3 EQ "A")))

5.36.4 可変長レコードでの性能の問題

V7.3-1

SORT32では，入力ファイル内の最大レコード長 (LRL)情報に基づいて，ソート作業
ファイルの固定長のスロットが割り当てられます。性能を向上させるには，実際の最
大レコード長に最も近い LRL情報を入力ファイルに設定します。初期性能が低い場
合は， Cプログラムによって作成されたファイルをソートしており， LRLが必要以
上に大きく (32767まで)設定されていることが原因と考えられます。

5.36.5 作業ファイル・ディレクトリの制約事項

V7.3

SORT32の作業ファイルは，必要な数の作業ファイルを複数のファイル・バージョン
にわたって格納できるディレクトリに作成する必要があります。

5.37 System Code Debugger (SCD)はまだ I64システムで使用できな
い

V8.2

『OpenVMS System Analysis Tools Manual』で System Code Debugger (SCD)は
I64および Alphaシステムで使用できるとしています。実際には， SCDは Version
8.2の I64では使用できません。今後のリリースで使用可能になる予定です。

5.38 システム・サービス

ここでは，OpenVMSのシステム・サービスに関する注意事項について説明します。

5.38.1 $GETJPIの項目コード SCHED_CLASS_NAMEの記述誤り

V8.2

Version 8.2の『OpenVMS System Services Reference Manual』とオンライン・ヘ
ルプで$GETJPIの項目コード SCHED_CLASS_NAMEが，誤って CLASS_NAME
と記載されています。この誤りは，次回のメジャー・リリースで訂正される予定で
す。
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5.38.2 PFNマップ・セクションに必要となる新しいGETSYI項目コード (I64の
み)

V8.2

OpenVMS VAXおよび Alphaでは， PFNは 32ビット値 (ビット 0～ 31)です。ビッ
ト 31が設定されている場合は，キャッシュされない I/O空間を示します。

OpenVMS I64では， PFNは 64ビット値です。 PFNマップ・セクションを使用す
る， I64用のプログラムは，大きなデータ・サイズを認識するように変更済みである
ことを示さなければなりません。これを示すには，次のシステム・サービスの呼び出
しで，新しいフラグ SEC$M_ARGS64を設定します。

SYS$CRMPSC_PFN_64
SYS$CREATE_GPFN
SYS$CRMPSC_GPFN_64
SYS$MGBLSC_GPFN_64

SEC$M_ARGS64フラグはOpenVMS Alphaでは無視されますが，OpenVMS I64
では設定されていなければなりません。OpenVMS I64でこのフラグが設定されてい
ない場合，エラー・コード SS$_IVSECFLGが返されます。

32ビット用のサービス SYS$CRMPSCおよび SYS$MGBLSCを使用して，
OpenVMS I64上の PFNマップ・セクションを作成したり，マッピングするこ
とはできません。

OpenVMS I64上の PFNの大きいデータ・サイズに対応するために， SYS$GETSYI
システム・サービスが，新しい項目コード SYI$_PFN_MEMORY_MAP_64を認識
するように拡張されました。この項目コードの詳細については『OpenVMS System
Services Reference Manual』を参照してください。

SYI$_PFN_MEMORY_MAP_64が指定されると，このサービスは物理メモリのレイ
アウトを， 64ビットのデータ構造体に返します。 I64システムでは，新しい項目コ
ードと新しいレイアウトを使用しなければなりません。OpenVMS Alphaは，新しい
形式を受け付けるように拡張されていますが，古い形式も引き続きサポートしていま
す。

5.38.3 PFNマップ・セクションとキャッシュされないメモリ (I64のみ)

V8.2

OpenVMS I64システムでのマップされた I/O空間には，キャッシュなしのア
クセスを行わなければなりません。 PFNマップ・セクションをキャッシュされ
ないメモリとして扱う必要がある場合は，このセクションの作成時に SEC$M_
UNCACHEDフラグを設定しなければなりません。次のシステム・サービスが，
SEC$M_UNCACHEDフラグを受け入れるようになりました。
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SYS$CRMPSC_PFN_64
SYS$CREATE_GPFN
SYS$CRMPSC_GPFN_64

SYS$MGBLSC_GPFN_64サービスは，このフラグを受け入れますが，無視します。
CACHED/UNCACHED特性は，セクション属性として格納され，システムはセクシ
ョンのマッピング時にこの属性を使用します。

OpenVMS Alphaシステムでは， 4つのサービスすべてが SEC$M_UNCACHEDフ
ラグを受け入れますが，無視します。

古いサービス SYS$CRMPSCと SYS$MGBLSCはアップデートされていないため，
この新しいフラグは受け入れません。

5.38.4 SYS$ACM: I64システムでの使用

V8.2

OpenVMS I64 Version 8.2システムでは， ACME_SERVERプロセスは手動
で起動する必要があります。 ACME_SERVERは SYS$ACM要求を処理しま
す。 SYS$ACMシステム・サービスを使用するアプリケーションがある場合
は， SYS$ACMを使用するアプリケーションを起動する前に，以下のコマンドを
SYS$STARTUP_VMS.COMプロシージャに追加してください。

$ SET SERVER ACME/START/LOG
$ SET SERVER ACME/CONFIG=(NAME=VMS,CRED=VMS)
$ SET SERVER ACME/ENABLE

注意

Advanced Serverで提供される LAN Manager認証を使用する場合は，必要
な I64コンポーネントの入手と設定手順について， Advanced Server V7.3A
ECO4のリリース・ノートを参照してください。

ACME_SERVERプロセスは，OpenVMS I64の今後のリリースでは自動起動になる
予定です。

5.38.5 I64では SYS$GOTO_UNWINDは利用できない

V8.2

SYS$GOTO_UNWINDシステム・サービスは，OpenVMS I64システムでは利用で
きません。新しいサービス SYS$GOTO_UNWIND_64を使用するようにコーディン
グし直してください。
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アプリケーションが正しく移植されるように， SYS$GOTO_UNWINDは削除されま
した。詳細は，『HP OpenVMS AlphaからOpenVMS I64へのアプリケーション・
ポーティング・ガイド』を参照してください。

SYS$GOTO_UNWIND_64サービスは，OpenVMS Alpha Version 7.3-2および
それ以降にも存在します。このため，アプリケーションでは共通のコードを使用
できます。 SYS$GOTO_UNWIND_64の詳細は，オンライン・ヘルプ，または
『OpenVMS System Services Reference Manual』を参照してください。

5.39 タイマ・キュー・エントリ (TQE)

V7.3-1

OpenVMS Alpha Version 7.3-1では，タイマ・キュー・エントリの管理方法が変更
され，多くの TQEを使用するシステムの性能が大きく向上しました。この変更は，
非特権アプリケーションにとっては無関係です。

また，特権コードで TQEを直接操作することはできません。特に TQEキュー・
ヘッダ (TQE$L_TQFL/TQE$L_TQBL)内のポインタに直接アクセスすると，通常
はアクセス違反になります。ただし，特権コードで内部ルーチン exe_std$instimq
/exe$instimqと exe_std$rmvtimq/exe$rmvtimqを使用して，タイマ・キュー・エン
トリを入力または削除することは可能です。

5.40 Traceback機能

ここでは， Traceback機能 (TRACE)に関する注意事項について説明します。

5.40.1 APIエラー (I64のみ)

V8.2

ここでは，『HP OpenVMS Version 8.2新機能説明書』で説明されている新しいトレ
ースバック機能の APIに関する注意事項について説明します。現在は，rel_pc (相対
PC値)やimage_desc (イメージ名記述子)の引数にゼロを指定すると，処理エラーに
なります。これらの引数がゼロの場合でも，トレースバック機能では，これらの引数
を無視してトレースバック処理を継続する必要があります。ところがトレースバック
では，これらの引数がゼロだと，トレースバック処理を中断し，呼び出し元プログラ
ムに失敗の戻り値を返します。この問題は，今後のリリースで修正される予定です。
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5.40.2 問題の修正

V8.2

これまで， Traceback機能は，/RESIDENT修飾子または/SHARED=ADDRESS_
DATA修飾子を指定してインストールされたイメージを正しく処理しませんで
した。この問題が修正されました。 TRACEは，/RESIDENT修飾子または
/SHARED=ADDRESS_DATA修飾子を指定してインストールされたイメージに
シンボル情報が含まれていれば (つまり，/TRACEBACKを指定してリンクされてい
れば)，これらのイメージ内の位置をシンボルで表示するようになりました。

5.41 Watchpointユーティリティ (I64のみ)

V8.2

Watchpointユーティリティは，まだOpenVMS I64に移植されていません。弊社で
は，このユーティリティを今後のリリースで移植する予定です。

5.42 プログラム全体の浮動小数点モード (I64のみ)

V8.2

OpenVMS Alphaでは，浮動小数点丸め動作，例外動作，および精度制御は，コンパ
イル時に定義されます。各モジュールは，それぞれの浮動小数点動作の設定で，個別
にコンパイルされます。たとえば，計算のオーバフローでオーバフロー例外がシグナ
ル通知されるディレクティブで 1つのモジュールをコンパイルし，別のモジュール
を，計算のオーバフローで例外をシグナル通知するのではなく，値を InfinityTとす
るディレクティブでコンパイルすることができます。これらの 2つのモジュールがコ
ンパイルされ実行された場合，モジュールのコードは，コンパイル時に指定されたオ
ーバフロー動作をします。

OpenVMS I64では，浮動小数点丸め動作，例外動作，および精度制御は実行時に定
義され，プログラム全体の浮動小数点モードの概念で制御されます。プログラム全体
の浮動小数点モードでは，プログラムのメイン・エントリ・ポイント (リンカが決定
したもの)を含むモジュールが，デフォルトの浮動小数点丸め動作，例外動作，およ
び精度制御を定義するモジュールです。

大半のプログラムには，この相違点の影響はありません。要点は，ホワイト・ペーパ
ー『Intel® Itanium®アーキテクチャにおけるOpenVMS浮動小数点演算について』を
参照してください。このドキュメントは，次のWebサイトで参照できます。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/integrity/resources.html
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ハードウェアに関する注意事項

この章では，以下のハードウェア製品についての情報を示します。

• MPコンソールと BMCコンソール (第 6.1節)

• AlphaServer 2100 (第 6.2節)

• AlphaServer 8200/8400 (第 6.3節)

• AlphaServer ES47/ES80/GS1280システム (第 6.4節)

• AlphaServer GSシリーズ (第 6.5節)

• AlphaStation 200/400 (第 6.6節)

• AlphaStation 255 (第 6.7節)

• ATI RADEON 7000グラフィック (第 6.8節)

• ATI RADEON 7500グラフィック (第 6.9節)

• DECwindows X11ディスプレイ・サーバ (第 6.10節)

• DIGITALモジュラ・コンピューティング・コンポーネント (第 6.11節)

• Digitalパーソナル・ワークステーション (第 6.12節)

• デュアル・コントローラHSGnnデバイス (第 6.13節)

• Open3Dグラフィック (第 6.14節)

• PowerStorm 300/350 PCIグラフィック・コントローラ (第 6.15節)

• RFnn DSSIディスク・デバイス (第 6.16節)

• RZnnディスク・デバイス (第 6.17節)

• ZLXグラフィック・ボード (第 6.18節)

デバイス・ドライバの使用についての注意事項も，この章の最後にまとめてありま
す。

6.1 MPコンソールとBMCコンソールの制約事項 (I64のみ)

ここでは，MPコンソールと BMCコンソールに関する注意事項について説明しま
す。
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6.1.1 入力デバイス，出力デバイス，およびエラー・デバイスの制約事項

V8.2

現在，OpenVMSオペレーティング・システムでは，各MPコンソールや BMCコン
ソールの入力デバイス，出力デバイス，およびエラー・デバイスは，同じシリアル回
線コンソールに対応していなければなりません。システムにMPコンソールがある場
合は，このコンソールを使用してください。

指定されたコンソールからブートしないと， VMS_LOADERに警告が送信され，ブ
ート中にその他のエラーが表示されることがあります。また，通常のブート時に表示
される情報が出力されないこともあります。

6.1.2 削除キーへの Ctrl/Hの再マッピング

V8.2

文字 0X7FをDEL/RUBOUT用に使用するOpenVMSオペレーティング・システム
とは異なり，MPコンソール， BMCコンソール，および EFIコンソール環境では，
Ctrl/Hを使用します。 VTxxx端末上の削除キーを押したり，ターミナル・エミュレー
タで 0X7Fを送信するようにマッピングされているキーを押しても，文字は削除され
ません。

注意:ドライバは，次の条件では再マッピングを行いません。

• 端末が IO$_READALL状態の場合

• 端末が IO$_READPBLK状態の場合

• 端末属性に PASSALLが設定されている場合

• 端末属性に PASTHRUが設定されている場合

• Ctrl/Vが押されたことにより，ドライバが，次の文字を渡し，再マッピング・チ
ェックを行わないようにされた場合

6.2 AlphaServer 2100

ここでは， AlphaServer 2100シリーズのコンピュータ固有の情報をまとめます。
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6.2.1 コンソール表示

V7.2

AlphaServer 2100システムと 2100Aシステムで表示される次のようなコンソール表
示は正常であり，システム・エラーを示しているわけではありません。

P00>>>SET CONSOLE SERIAL
P00>>>INIT

VMS PALcode X5.48-112, OSF PALcode X1.35-81

starting console on CPU 0
initialized idle PCB
initializing semaphores
initializing heap
initial heap 1c0c0
memory low limit = 132000
heap = 1c0c0, 13fc0
.
.
.
probing hose 0, PCI
probing PCI-to-EISA bridge, bus 1
probing PCI-to-PCI bridge, bus 2
*** unable to assign PCI base address
*** bus 2, slot 7, function 0, size 00001000 (16 bit I/O)
bus 1, slot 1 -- fra -- DEFEA
bus 1, slot 2 -- vga -- Compaq Qvision
bus 1, slot 3 -- pua -- KFESA
bus 2, slot 1 -- pka -- NCR 53C810
bus 2, slot 6 -- pkb -- NCR 53C810
bus 2, slot 7 -- pkc -- DEC KZPSA
bus 0, slot 7 -- ewa -- DECchip 21041-AA
initializing keyboard
Memory Testing and Configuration Status
Module Size Base Addr Intlv Mode Intlv Unit Status
------ ----- --------- ---------- ---------- ------

0 64MB 00000000 1-Way 0 Passed
Total Bad Pages 0
Testing the System
Testing the Disks (read only)
Testing the Network
econfig: 20041 99
econfig: 20042 04
econfig: 20043 00
AlphaServer 2100A Console V4.3-130, built on Oct 26 1996 at 19:44:57
P00>>>P

この表示では，KZPSAアダプタは正しくインストールされていますが，次のエラ
ー・メッセージが表示されます。

*** unable to assign PCI base address
*** bus 2, slot 7, function 0, size 00001000 (16 bit I/O)
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6.2.2 SCSIコントローラの制限事項

V6.2

1 GB以上のメモリを装備した AlphaServer 2100システムでは， Adaptec 1740
/1742 SCSIコントローラ (PB2HA–SA)はサポートされていません。コントローラが
このようなシステムに接続されていると，次のメッセージがオペレータのコンソール
に表示されます。

%PKJDRVR-E- The direct DMA window does not map all of memory.
Port is going OFFLINE.

6.3 AlphaServer 8200/8400: FRUテーブル・エラー

V7.2

エラー・ログ・バッファのサイズはシステム・パラメータ ERLBUFFERPAGESで
制御され，最大値は 32ページレットです。 AlphaServer 8200/8400または 4100シ
ステムで，OpenVMS Alphaオペレーティング・システムのブート時に FRU (Field
Replaceable Unit)テーブルがこの上限を超える場合には，エントリはエラー・ロ
グ・ファイルに書き込まれません。

6.4 AlphaServer ES47/ES80/GS1280システム

ここでは， AlphaServer ES47/ES80/GS1280システムに関する注意事項について説
明します。第 6.5.2項の注意事項も，これらのシステムに関係します。

6.4.1 ES47/ES80/GS1280ソフト・パーティションでの INITコンソール・コマン
ドの使用

V8.2

同じハード・パーティション内で他のソフト・パーティションがブートされ，
OpenVMSが実行されている場合には， ES47/ES80/GS1280ソフト・パーティショ
ンでの INITコンソール・コマンドの使用はサポートされません。 INITコマンドを
実行すると，OpenVMSを実行中の他のインスタンスでシステム・クラッシュが発
生することがあります。 INITコマンドを実行する前に，他のインスタンスをシャッ
ト・ダウンしてください。

コンソールの INITの処理中に，同一ハード・パーティション内の他のインスタンス
に対してブートコマンドを発行しないでください。 INITコマンドの完了までお待ち
ください。
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6.4.2 SYSGENパラメータ PHYSICAL_MEMORYの設定

V7.3-2

AlphaServer ES47/ES80/GS1280システムのハードウェア構成要件上，システム・
パラメータ PHYSICAL_MEMORYの設定を，デフォルトの -1から変更することは
お勧めできません。メモリ量を人為的に減らすと，システムで予期しない状況が発生
することがあります。

6.4.3 RADのサポート

V7.3-2

OpenVMSでのリソース・アフィニティ・ドメイン (RAD)のサポート (NUMAサポ
ートまたはNUMA対応とも言います)は， AlphaServer ES47/ES80/GS1280システ
ム用のOpenVMS Alpha Version 7.3-2ではテストされていません。 RADサポートに
ついての詳細は，『OpenVMS AlphaパーティショニングおよびGalaxyガイド』を
参照してください。

6.4.4 ライセンス要件

V7.3-2

AlphaServer ES47/ES80/GS1280システムには，少なくとも 2つのOpenVMSソフ
トウェア・ライセンス (ベース・サポート用と，最初の 2つのプロセッサのデュアル
SMPサポート用)が必要です。この要件は，OpenVMS AlphaServer SMPシステム
の以前のライセンス付与方法から変更されています。 OpenVMSのデュアル SMPラ
イセンスは，OpenVMSシステムを購入したとき，またはOpenVMSシステムの追
加 CPUモジュールを購入したときに， CPUモジュールに含まれています。

6.4.5 STOP/CPUおよびシャットダウン動作

V7.3-2

ハードウェアの制約により， I/Oドロアを装備した AlphaServer ES47/ES80
/GS1280システム上の CPUは，DCLコマンドの STOP/CPUを使用して停止するこ
とができません。一方， I/Oドロアを装備していないシステム上の CPUは，このコ
マンドで停止できます。

I/Oドロアを装備した ES47/ES80/GS1280システムでシャットダウン・プロシージャ
を起動すると，次のようなエラー・メッセージが表示されることがあります。

%SYSTEM-W-WRONGSTATE, CPU 5 is in the wrong state for the requested operation

このメッセージは無視して構いません。シャットダウンは正常に実行されます。
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6.4.6 MBMでの時刻の設定

V7.3-2

AlphaServer ES47/ES80/GS1280システムでは，MBMで正しい時刻と日付を設定
しなければなりません。正しく設定しないと，OpenVMSは誤った日時を表示するこ
とがあります。

6.5 AlphaServer GSシリーズ・システム

ここでは， AlphaServer GSシリーズ・システムの大半のユーザに関係する注意事項
について説明します。

6.5.1 AlphaServer GS80/160/320システム:デバイスの制限事項

永続的な制限事項

OpenVMS Alpha Version 7.3以降では， 1つのパーティションあたり，従来型のバ
ス・アダプタ上のデバイスが 1セットだけ設定され，サポートされます。このような
デバイスは，次のとおりです。

• シリアル・ポート COM1および COM2

• パラレル・ポート

• キーボード

• マウス

従来型のバス・アダプタが複数ある場合には，コンソール・ポートを含むアダプタだ
けが設定され，サポートされます。

6.5.2 OpenVMS Galaxyライセンスの実行

V7.3

OpenVMS Galaxyのコンピューティング環境では，システム・スタートアップ時や
インスタンス間での CPUの再割り当てが発生するつど，OPENVMS-GALAXYライ
センス・ユニットがチェックされます。

CPUを起動しようとしたときに十分なOPENVMS-GALAXYライセンス・ユニット
がないと， CPUはインスタンスの設定されたセットの中に引き続き残りますが，動
作は停止します。その後，適切なライセンス・ユニットをロードすれば，停止してい
る CPUをシステムの実行中に起動することができます。これは， CPUが単独の場合
でも複数の場合でも同じです。
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6.5.3 ライセンスのインストール

V7.3-1

Version 7.3-1以降にアップグレードする前に，次の手順を実行して，共通ライセン
ス・データベースが，ハード・パーティションとソフト・パーティション間でライセ
ンス・ユニットを共有できるようにします。

1. 必要なユニット数を計算します。

• OpenVMS基本ライセンスをロードする。

• SMPライセンスをロードする。

• 次のコマンドを使用して，ライセンス・ユニットの数が適切か確認する。

$ SHOW LICENSE /UNIT_REQUIREMENTS /CLUSTER

注意

OpenVMS基本ライセンスでは，パーティションではなく物理システムごと
に， 1人の操作ユーザのみを割り当てることができます。ただし，各パーテ
ィションのOPA0:からいつでもログインできます。操作ユーザを追加する場
合は，追加のライセンス・ユニットが必要です。必要なライセンス・ユニッ
ト数については，弊社のサポート担当者にお問い合わせください。

2. 共通ライセンス・データベースにライセンスを追加します。たとえば，次のよう
に入力します。

$ LICENSE REGISTER license-name /ISSUER=DEC -
_$ /AUTHORIZATION=USA123456 -
_$ /PRODUCER=DEC -
_$ /UNITS=1050 -
_$ /AVAILABLITY=H -
_$ /OPTIONS=(NO_SHARE) -
_$ /CHECKSUM=2-BGON-IAMA-GNOL-AIKO

LICENSE REGISTERコマンドで/INCLUDE修飾子を使用して，ライセンスの
NO_SHARE属性を変更することはできません。

3. ライセンスを編集して， LICENSE REGISTER /INCLUDE=(node-name-list)コ
マンドで PAKのNO_SHARE属性を変更します。たとえば，次のように入力しま
す。

$ LICENSE MODIFY OPENVMS-ALPHA /INCLUDE=(NODEA, NODEB, NODEC)

4. 各パーティションで実行しているOpenVMSのインスタンスでOpenVMS Alpha
のライセンス・ユニットを利用できるようにするために， SRM環境変数 SYS_
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SERIAL_NUMが各パーティションで同じであるか確認します。確認するには，
次の手順を実行します。

a. 各パーティションのマスタ・コンソール (通常はコンソール・ライン 0)で，
SHOW SYS_SERIAL_NUMコマンドを使用して，システムのシリアル番号を
表示します。たとえば，次のように入力します。

P00>>>
P00>>>SHOW SYS_SERIAL_NUM
sys_serial_num G2A105

SYS_SERIAL_NUMの値がブランクの場合は，他の各パーティションのマス
タ・コンソールで SHOW SYS_SERIAL_NUMコマンドを使用して，ブラン
クでないシステム・シリアル番号がないかチェックします。

注意

すべてのパーティション・コンソールに SYS_SERIAL_NUMの値がブランク
で表示される場合は， 0以外の値を 12文字以内で作成してください。作成
するシステム・シリアル番号が，同じOpenVMS Clusterの他の AlphaServer
GS80/160/320で使用されていないことを確認してください。

b. システムのシリアル番号が決まったら，各パーティションのマスタ・コンソー
ルで SET SYS_SERIAL_NUMコマンドを使用して， SYS_SERIAL_NUMの
値を適切な値に変更します。たとえば，次のように変更します。

P00>>>
P00>>>SET SYS_SERIAL_NUM G2A105

この手順は，すべてのハード・パーティションとソフト・パーティションで実
行する必要があります。

5. OpenVMS Clusterライセンス・データベースを正しく更新するために，すべての
OpenVMS Cluster共通ノードをシャットダウンしてからリブートすることをお
勧めします。ローリング・アップグレード・タイプのブートでは，共通ライセン
ス・データベースは適切に更新されません。

注意

システムが，共通ライセンス・データベースを共有するOpenVMS Clusterの
一部である場合， AlphaServer GS80/160/320のハード・パーティションとソ
フト・パーティションの数を再構成する際には，必ずすべてのパーティショ
ンの SYS_SERIAL_NUMを同じ値にしてください。

パーティション間でNO_SHAREライセンスを共有しているパーティション化可能な
マシンでは，システムのブート時に次のエラー・テキストが表示される場合がありま
す。

6–8 ハードウェアに関する注意事項



ハードウェアに関する注意事項
6.5 AlphaServer GSシリーズ・システム

%LICENSE-E-NOAUTH, DEC OPENVMS-ALPHA use is not authorized on this node
-LICENSE-F-EXCEEDED, attempted usage exceeds active license limits
-LICENSE-I-SYSMGR, please see your system manager
Startup processing continuing...

このエラー・テキストは無視して構いません。このテキストは，OPENVMS-
ALPHA PAKを共有しているシステムにユーザがログインして，使用中になった場合
に表示されます。この問題は今後のリリースで修正される予定です。

6.5.4 AlphaServer GS60/GS60E/GS140複数 I/Oポート・モジュール構成の制限事
項

V7.2-1

複数の I/Oポート・モジュール (KFTHA-AAまたはKFTIA-AA)がある AlphaServer
GS60/GS60E/GS140構成では，システム障害が発生することがあります。

GS60/GS60E/GS140システムの複数 I/Oポート・モジュールを持つOpenVMS
Galaxyおよび非Galaxyの AlphaServer 8200/8400構成をアップグレードするとき
には， Compaq Action Blitz # TD 2632に記載されているように，最低でもリビジョ
ン B02 KN7CG-AB EV6 CPU (E2063-DA/DB rev D01)のモジュールを 1つインス
トールしなければなりません。

この制限事項と解決方法についての詳細は， Compaq Action Blitz # TD 2632を参照
してください。

6.6 AlphaStation 200/400: ISA_CONFIG.DATの変更が必要

V7.1

AlphaStation 200/400ファミリ・システムで ISA装置を構成する場合には，各
デバイスのノード情報が各デバイス記述ブロックの最後に格納されるように，
SYS$MANAGER:ISA_CONFIG.DATファイルを変更しなければなりません。

重要

OpenVMS Version 6.2または 7.0システムからアップグレードする場合は，
アップグレード手順を開始する前に，この変更を行なわなければなりませ
ん。

表 6–1に，デバイス記述ブロックの変更点を示します。
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表 6–1 デバイス記述ブロックの変更点

Version 7.1より前 Version 7.1以降

[AUA0] [AUA0]
NAME=AU NAME=AU
NODE=3 DRIVE=SYS$MSBDRIVER
DRIVER=SYS$MSBDRIVER IRQ=9
IRQ=9 DMA=(0,1)
DMA=(0,1) PORT=(388:4,530:8)
PORT=(388:4.530:8) NODE=3

SYS$MANAGER:ISA_CONFIG.DATファイルを使用している場合には，第 A.7節を
参照してください。

6.7 AlphaStation 255: PCI構成の制限事項

V7.1

AlphaStation 255シリーズ・システムのOpenVMS Alphaオペレティング・システ
ムでは， PCIスロット 0に PCIオプション・カードを構成することはできません。

PCIスロット 0は， AlphaStation 255シリーズ・システム上の，最下位の物理 PCI
オプション・スロットです。このスロットの割り込みシグナルは，組み込みイーサネ
ット・ポートと共用されます。OpenVMS Alphaオペレーティング・システムは現
在， PCIデバイスが割り込みラインを共用することを許していないため，スロット
0に PCIデバイスを設置すると，正しく動作しないか，組み込みのイーサネット・
ポートでエラーが発生する原因となることがあります。この制限事項があるため，
AlphaStation 255シリーズ・システムがサポートする PCIオプション・カードの数
は，最大で 2枚 (スロット 1とスロット 2に構成)です。

6.8 ATI RADEON 7000グラフィック (I64のみ)

V8.2

ここでは，OpenVMS I64システムで，組み込み型 ATI RADEON 7000グラフィッ
ク・アダプタを使用する際の注意事項について説明します。

注意: 第 6.9.1項で説明しているリソースの要件は，組み込み型 ATI RADEON 7000
グラフィック・アダプタにも適用されます。
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6.8.1 I64のグラフィック・サポート

V8.2

OpenVMS I64システム上で現在サポートされているグラフィック・アダプタは，組
み込み型 RADEON 7000 PCIアダプタだけです。

ATI RADEON 7500 PCIグラフィック・アダプタはOpenVMS I64 Version 8.2で近
い将来サポートされる予定です。現在テストが進行中です。このグラフィック・カー
ドのサポートが可能になったら，下記のWebサイトで発表されます。

http://h71000.www7.hp.com/new/

6.8.2 RADEON 7000ではハードウェア・アクセラレーション 3Dグラフィックは
サポートされていない

V8.2

ハードウェア・アクセラレーションによる 3D (OpenGL)レンダリングは，組み込み
型 RADEON 7000 PCIアダプタではサポートされていません。

6.9 ATI RADEON 7500グラフィック

V7.3-2

ここでは， ATI RADEON 7500グラフィックのリソース要件，拡張機能，修正点お
よび制限事項について説明します。HP DECwindows Motif for OpenVMSに関する
ドキュメントを参照したい場合，特に『Managing DECwindows Motif for OpenVMS

Systems』を参照したい場合は，このドキュメントと，その他のドキュメントを，次
のWebサイトから入手できます。

http://www.hp.com/go/openvms/doc

OpenVMS Version 8.2より， 3Dサポートのライセンス (使用権)は，OpenVMSの
ライセンスの一部として含まれています。詳細については，第 6.14節を参照してく
ださい。

6.9.1 リソースの要件

RADEONグラフィックのサポートには，次に示す，システム単位のリソースが必要
です。

• 2個のグローバル・セクション

• 296 KBのグローバル・メモリ
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さらに， RADEONカードごとに，次のリソースが必要です。

• 3個のグローバル・セクション

• 16 MBプラス 1ページのグローバル・メモリ

• 16 MBプラス 1ページのバッファ・オブジェクト・スペース (32ビット System
Space Windows)

グローバル・セクションの必要量はGBLSECTIONSシステム・リソースに加算さ
れ， 16Mバイト強のグローバル・メモリはGBLPAGESリソースとGBLPAGFILリ
ソースに加算されます。

たとえば， 1枚の RADEONカードには，次のリソースが必要です。

• 5個のグローバル・セクション

• 16 MB + 8 KB + 296 KBのグローバル・メモリ

これらの数は，次の値に相当します。

GBLSECTIONS 5

GBLPAGES 33376 (GBLPAGESの単位は， 512バイト・ページレット)

GBLPAGFIL 2086 (GBLPAGFILの単位は， 8192バイトの Alphaページ)

4カード構成の場合は，次のリソースが必要です。

• 14個のグローバル・セクション

• 296 KB + 4*16 MB + 4*8 KB = 64 MB + 328 KBのグローバル・メモリ

これらの数は，次の値に相当します。

GBLSECTIONS 14

GBLPAGES 131728 (GBLPAGESの単位は， 512バイト・ページレット)

GBLPAGFIL 8233 (GBLPAGFILの単位は， 8192バイト Alphaページ)

6.9.2 Version 8.2の新機能

以降の項では， VMS732_GRAPHICS-V0200 ECOキットに含まれていなかった拡張
機能について説明します。

6.9.2.1 テキストその他のビットマップの描画性能の改善

V8.2

DMAモードでの，テキストやその他のビットマップの描画操作 (画面深度 16また
は 24)は，プラットフォーム，グラフィック・カード，およびバスの種類 (AGP， 33
MHz PCI， 66 MHz PCI)に依存しますが，以前より 10～ 20倍速くなりました。
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6.9.2.2 DMA操作の性能改善

V8.2

DMA描画操作の性能は，総じて 4倍以上に向上しました。この性能向上は，DMA
モード (画面深度 16または 24)にのみ関係します。

6.9.2.3 OpenGLテクスチャ・コピーの性能改善

V8.2

glCopyTexImage2Dの性能が大きく改善されました。

6.9.2.4 画面解像度 1024× 864の追加

新たに画面の解像度 (ビデオ・モード)として 1024× 864が，深度 8， 16および 24
ビット，リフレッシュ・レート 60， 70， 75，および 85 Hzでサポートされました。

6.9.2.5 ハードウェア・アクセラレーションによるインダイレクト 3Dレンダリング

ローカルのトランスポート層経由でクライアント・サイドから使用できる，ハー
ドウェア固有の 3D描画アクセラレーションであるダイレクト・レンダリングの
OpenGL/Mesa 3Dライブラリ (DECW$MESA3DSHR_RADEON)と同じものが，
DECwindowsサーバで，ネットワークのトランスポート層を経由して使用できるよ
うになりました。 (つまり，DECnetまたは TCP/IPを使用した，インダイレクト・
レンダリングです。)

ハードウェア・アクセラレーションによるインダイレクト・レンダリングを使用する
3Dアプリケーションの性能は，ローカルのハードウェア・アクセラレーションによ
るダイレクト・レンダリングと，ソフトウェアのみによるレンダリング (以前は，リ
モート・コネクションでは，この方法しかありませんでした)との中間です。

6.9.3 問題の修正 (Alphaのみ)

V8.2

Version 8.2では，以下の問題が修正されています。

• OpenGLの論理操作 (GL_XORその他)がラスタ描画操作 (glBitmap,
glDrawPixels)用に実装されました。

• 頂点の数が正しくないOpenGLプリミティブ (たとえば， 2頂点しかないGL_
TRIANGLE_STRIP，奇数の頂点や 3つ以下の頂点のGL_QUAD_STRIP，奇数
の頂点のGL_LINES)は，接続がローカル (つまり，ダイレクト・レンダリング)
であるか，リモートであるかにより，プロセスのクラッシュまたはサーバのクラ
ッシュになることがありました。

• 画面上のウィンドウを移動した後，テキストを再描画するとウィンドウの境界が
壊れることがありました。
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• DECwindowsの起動中に，DRI (ハードウェア・アクセラレーションによるダイ
レクト・レンダリング)の起動に失敗すると，DECwindowsサーバが ACCVIOエ
ラーで終了していました。DECwindowsサーバは，DRIの起動に失敗した画面
ではDRIを無効にして起動するようになりました。

• カーソル幅とカーソル高がゼロでQueryBestSizeが呼び出されると，
DECwindowsサーバは，幅と高さゼロを「ベスト」サイズとして返していま
した。この影響の 1つは，従来のDECwindows Session Managerの「Pointer
Options」ダイアログ・ボックスで，ポインタの形が表示されませんでした。
DECwindowsサーバは幅，高さとも 64で返すようになりました。

• PIOモード (画面深度 8ビットまたはOpen3Dライセンスが無い)では，大量のテ
キストを出力しているような状況で，サーバがときどきハングすることがありま
した。

• Radeon DDXが (AGP Radeonではなく) PCI Radeonカードを検出したとき
にエラー・ログに出力するメッセージ "vmsInitDevice: Wrong device driver
loaded"は，誤解を招くため削除されました。DDXは，明らかに情報通知のみ
と分かるメッセージ "Radeon: Found PCI device"または "Radeon: Found AGP
device"を出力するようになりました。

• DECtermウィンドウで，テキストをバックスペースで消去すると，消去した文字
の一部が画面に残る現象がありました。

• グラフィック・デバイス・ドライバ (SYS$G*DRIVER)とOPDRIVERの競合の
ために，ブート時にマシン・チェックが発生することがありました。

この問題は，新しいシステム (DS25， ES45， ES47， ES80，GS80/160/320
/1280)および古いシステムで，コンソールとして使用しているグラフィック・カ
ードが， 1次 PCIバス上にない場合に発生しやすいものでした。

これらの問題はすべて修正されました。

6.9.4 DECW$OPENGLSHR_RADEON.EXEを
DECW$MESA3DSHR_RADEON.EXEにリネーム

V8.2

共有ライブラリ SYS$LIBRARY:DECW$OPENGLSHR_RADEON.EXEは，
Mesa 3Dコードをベースとしていることを反映させるために，リネームされて
SYS$LIBRARY:DECW$MESA3DSHR_RADEON.EXEになりました。 APIと機能
は以前のリリースと同じです。新しいファイル指定の共有ライブラリを指定するため
の論理名DECW$OPENGLSHRが定義されています。
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6.9.5 サポートの制限事項

V7.3-2

次の機能は，サポートされていません。

• Sビデオ出力

• デジタル出力

• デュアル・ヘッド動作

DVIポートとアナログ VGA (CRT)ポートの両方にモニタを接続すると，両方の
スクリーンに同じビデオ出力が得られます。これを，クローン・ビデオと言いま
す。各ポートに独立したビデオ表示を行う本当の意味でのデュアル・ヘッド動作
は，将来のリリースでサポートされます。

6.9.6 高リフレッシュ・レートでの画像への影響

V8.2

高解像度 (たとえば， 1920× 1440や 2048× 1536)，高リフレッシュ・レート，高負
荷の状況では，使用している RADEONカードやモニタによっては，画像に影響が出
ることがあります。このような状況が発生したら，リフレッシュ・レートを下げてみ
てください。

6.9.7 OpenGLは IEEE演算のみをサポート

V8.2

OpenGLライブラリは， IEEE浮動小数点形式のみをサポートしています。 VAX
浮動小数点形式はサポートしていません。アプリケーションのコンパイルでは，
/FLOAT=IEEE_FLOATオプションを使用してください。

6.9.8 グラフィック・コンソール (OPA0)に出力する際に DECwindowsサーバがハ
ングアップ

V8.2

DECwindowsサーバの起動後に，グラフィック・コンソール (OPA0)に出力がある
と，DECwindowsサーバはハングアップし，画面はフリーズします。 CTRL/F2を
押すとDECwindowsサーバは実行状態に戻ります。

通常，コンソールに表示されるメッセージは，直接OPA0に書き込むのではなく，
OPCOMと Console Windowアプリケーションを使用してメッセージ表示すること
をお勧めします。このアプリケーションを有効にするには，コマンド・プロシージャ
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SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMを編集し，次のグローバ
ル・シンボル定義を追加します。

$ DECW$CONSOLE_SELECTION == "WINDOW"

SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMが存在しない場合は，
SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.TEMPLATEから作成すること
ができます。

SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_APPS_SETUP.COMの編集後，次のコマンド
を入力してDECwindowsを再起動します。

$ @SYS$MANAGER:DECW$STARTUP RESTART

6.9.9 モニタは初期化時に接続されていなければならない

RADEON 7500グラフィック・カードは，ビデオ出力ポートを 2つ (デジタルとアナ
ログ)備えています。デジタル・インタフェースは，現在サポートされていません。
ただし，デジタル・ツー・アナログ・アダプタを使用すると，アナログ・モニタをデ
ジタル・ポートに接続でき，アナログ・ポートと同じ出力を得ることができます。デ
ジタル・ポートを使用する場合，ポートを正しく動作させるためには，システムの電
源投入より前にモニタが接続されていなければなりません。

6.9.10 ブート・リセットの推奨 (Alphaのみ)

コンソール変数boot_resetにONを設定することをお勧めします。

6.9.11 オーバレイ・プレーンはサポートされない

ハードウェア・オーバレイ・プレーンはサポートされていません。

6.9.12 単一カラーマップのみサポート

RADEON 7500グラフィック・コントローラがサポートするハードウェア・カラーマ
ップは， 1つだけです。デフォルトのビジュアルが PseudoColorの場合， 8ビット・
カラーに変更するときは，このことに留意してください。複数の PseudoColorカラー
マップを一度に使用しようとすると，カラーマップがフラッシュします。

注意

3D (OpenGL)レンダリングは， 8ビットの PseudoColorビジュアルではサポ
ートされていません。 (第 6.9.18項も参照してください。)
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アプリケーションは，自分でカラーマップのインストールやデインストールを行って
はなりません。これらの動作は，ウィンドウ・マネージャが行います。ただし，アプ
リケーションは，どのカラーマップをインストールまたはデインストールするかにつ
いてのヒントをウィンドウ・マネージャに知らせなければなりません。この情報は，
Xlib関数の XsetWMColormapWindows( )を使用して渡します。この関数は，指定さ
れたウィンドウのWM_COLORMAP_WINDOWSプロパティを設定します。

6.9.13 すべてのウィンドウで同じビット深度

RADEON 7500カードを使用している場合，特定のヘッド上のすべてのウィンドウ
は，同じビット深度でなければなりません。 RADEON 7500カードは，それぞれの
グラフィック・ヘッドで， 8， 16，および 24ビット/ピクセルのビット深度をサポー
トしています。しかし，DECwindowsサーバが特定のヘッド上で一旦ビット深度を
確立すると，そのビット深度のウィンドウやビジュアルだけが作成可能となります。

6.9.14 読み取り/書き込みカラー・マップのピクセル深度

デフォルトでは， RADEON 7500には，読み取り専用の TrueColorカラー・マップ
が 1つある 24プレーンのピクセル深度が用意されています。DECwindows Paintな
どの一部のアプリケーションでは，読み取り/書き込みのカラー・マップが必要です。
Paintは，読み取り専用カラー・マップで実行されると，次のエラー・メッセージを
出力して失敗します。

Error: Visual Not Supported
Supported Visuals are {PseudoColor, GrayScale, StaticGray}

読み取り/書き込みのカラー・マップを使用するには
SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_SERVER_SETUP.COMファイル (このフ
ァイルが存在しない場合は， SYS$MANAGER:DECW$PRIVATE_SERVER_
SETUP.TEMPLATEから作成します)を編集して，次の論理名定義を追加します。

$ DEFINE/EXECUTIVE/SYSTEM/NOLOG DECW$SERVER_PIXEL_DEPTH 8,8,8,8,8,8,8,8

そして，次のコマンドを使用してDECwindowsを再起動します。

$ @SYS$MANAGER:DECW$STARTUP RESTART

この変更により， (マルチ・カード構成が可能な，最大 8枚のグラフィック・カード
に)ピクセル深度として 8プレーンが設定され，サーバが PseudoColorビジュアルを
提供できるようになります。

6.9.15 backing storeと save undersは 3Dウィンドウをサポートしていない

RADEON 7500 X11サーバの backing storeと save undersの実装では， 3Dウィン
ドウをサポートしていません。
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6.9.16 スレッドの制限事項

OpenVMS用 RADEON 7500 OpenGLライブラリは，スレッド・セーフではありま
せん。ただし，OpenGLの使用がプログラム内の単一のスレッドに限定されている場
合は，OpenGLをマルチスレッド・プログラムで使用することができます。

6.9.17 シングル・バッファ・ビジュアルがサポートされていない

RADEON 7500 DECwindowsサーバは，ダブル・バッファ・ビジュアルだけをサポ
ートしています。シングル・バッファリングを行うには，ダブル・バッファ・ビジュ
アルを選択して，アプリケーション内でglDrawBuffer( GL_FRONT )を呼び出さなけれ
ばなりません。

6.9.18 カラー・インデックス・モードでの 3Dがサポートされていない

DECwindowsサーバが 8ビット深度で起動された場合， 8ビット・ビジュアルが 2D
操作でサポートされますが，OpenGLレンダリングは， 8ビット・ビジュアルではサ
ポートされません。

6.9.19 タイマ・メカニズム

環境によっては，プロセスがハードウェア・ロックを所有している間に，そのプロセ
スに割り込みが発生することがあります。その結果，DECwindowsサーバがハング
アップしているように見えることがあります。

このような状況を検出し，一時停止中のプロセス内でイメージを強制的に一時停止か
ら抜け出させるか，場合によってはプロセスを削除してこのような状況から回復させ
るために，タイマ・メカニズムが実装されました。

タイマ・メカニズムは，次の 2つの論理名を使用して構成できます。これらの論理名
は，DECW$PRIVATE_SERVER_SETUP.COMファイルで指定しなければなりませ
ん。

• DECW$DRM_TIMER_PERIOD (デフォルト: 5.0秒)

クロック・ティックの間隔を秒数で指定します。浮動小数点数です。

• DECW$DRM_TIMEOUT (デフォルト: 6)

タイムアウトが発生して，DECwindowsサーバが RADEONカードの制御を奪う
までに待つクロック・ティック数を指定します。

デフォルト値は，グラフィック・アプリケーションの性能にタイマが与える影響を最
小限にするように選択されています。DECwindowsサーバが応答を再開するまでの
時間を短くしたい場合は，DECW$DRM_TIMER_PERIODの値を小さくします。
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次のいずれかの状況では，ハードウェア・ロックの保持中に，プロセスに割り込みが
発生することがあります。

• プロセスは，別システム上に表示された端末を使用して，リモートでログインさ
れている。

• プロセスは，通常の終了処理が実行されない状態で，他のプロセスによって一時
停止または終了させられたサブプロセスである。

どちらの状況も発生しないと思われる構成では，時間間隔にゼロを設定して，タイ
マ・メカニズムを完全に無効にすることができます。

$ DEFINE/SYSTEM DECW$DRM_TIMER_PERIOD 0

ECW$DRM_TIMER_PERIODの値を変更するたびに，DECwindowsサーバを再
起動するか，システムをリブートして，変更内容を有効にしなければなりません。
DECwindowsサーバを再起動するには，次のコマンドを使用します。

$ @SYS$STARTUP:DECW$STARTUP RESTART

6.10 DECwindows X11ディスプレイ・サーバ (Alphaのみ)

ここでは，OpenVMS Alphaシステムに対応したDECwindows X11ディスプレイ・
サーバに関する注意事項について説明します。

6.10.1 社名とオペレーティング・システム・バージョン情報の更新

V8.2

社名とオペレーティング・システムのバージョンに関して，多数の箇所で更新してい
ます。

6.10.2 S3マルチヘッド・グラフィック

永続的な制限事項

S3 Trio32または Trio64グラフィック・カードを装備している Alphaコンピュータで
は，シングル・スクリーン・ディスプレイだけがサポートされます。マルチヘッド・
グラフィックはサポートされません。
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6.10.3 グラフィック・ボードのサポート

V7.3-2

OpenVMS Version 7.3から，OpenVMSオペレーティング・システムに新たにグラ
フィック・ボード・サポートが統合されています。サポートされる新しいボードは，
次のとおりです。

• ATI RADEON 7500 (2003年に追加)

• Elsa GLoria (PowerStorm 4D10T)

• OXYGEN VX1

• PowerStorm 300

• PowerStorm 350

6.11 DIGITAL Modular Computing Components (DMCC)

ここでは，DMCCに関する注意事項について説明します。

6.11.1 Alpha 5/366および 5/433 PICMG SBCの制限事項

永続的な制限事項

KZPDA SCSIコントローラおよび PBXGAグラフィック・カードは，DIGITAL
Modular Computing Components (DMCC) Alpha 5/366および 5/433 PICMG SBC
のブリッジの後ろにあるスロットに挿入することはできません。

6.11.2 SRMコンソールの更新

永続的な制限事項

Alpha 4/233 (21064a)， 4/266 (21164a)， 5/366，5/433 DMCCシステムで SRMコ
ンソールを更新するには， SRMコンソールまたは AlphaBIOSセットアップを選択
しなければなりません。格納できるコンソールは 1つだけです。

• これらのシステムでOpenVMSを実行している場合は， SRMコンソールだけを
更新する。

• これらのシステムでWindows NTを実行している場合は， AlphaBIOSセットア
ップだけを更新する。

SRMと AlphaBIOSコンソールの両方を誤って更新すると， AlphaBIOSセットア
ップ・メニューが表示されます。この後， SRMコンソールに戻るオプションはあり
ません。 AlphaBIOSセットアップ・メニューを終了し， SRMコンソールに戻るに
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は，次のインターネット・サイトにある Firmware Updateユーティリティを使用し
なければなりません。

ftp://ftp.digital.com/pub/Digital/Alpha/firmware/index.html

6.12 Digital Personal Workstation: OpenVMS V7.3-1およびそれ以降
のブート

V7.3-1

Digital Personal Workstation 433au， 500au，および 600auシリーズのシステム
を使用するときは，コントローラ・チップが Cypress PCI Peripheral Controllerの
場合， IDE CD–ROMからOpenVMS Version 7.3-1以降をブートできます。 Intel
Saturn I/O (SIO) 82378チップが実装されているDigital Personal Workstation au
シリーズ・システムでは， IDE CD–ROMからOpenVMSをブートすることはでき
ません。 Intel SIOチップが実装されている場合は， SCSI CD–ROMを使用しなけ
ればなりません。

どちらの IDEチップが実装されているか調べるには，次の SRMコンソール・コマン
ドを入力します。

SHOW CONFIGURATION

「Cypress PCI Peripheral Controller」と表示された場合は，OpenVMSをブートで
きます。

「Intel SIO 82378」と表示された場合は， SCSI CD–ROMを使用して CD–ROMか
らブートする必要があります。

6.13 I/O負荷が重い場合，LUNが多数あるデュアル・コントローラ
HSGnnに障害が発生することがある

V7.3-2

ドライバの性能が改善されたことと，システムの高速化によって，比較的多数の
LUNが構成されているデュアル・コントローラHSGnnストレージ・アレイで扱う
ことができる I/O量の制限が取り払われました。この制限値に達した場合，アレイ
は，コントローラ間の通常の定期的な同期処理を完了できないほど， I/O処理がビジ
ーになることがあります。これにより，コントローラのハングアップまたは障害が発
生し，手作業でコントローラをリセットするまで，一部またはすべての LUNがホス
トからアクセスできなくなることがあります。このようなコントローラ障害が発生
したときには，HSGに報告される Last Failure Codeは，多くの場合 01960186，
01942088，および 018600A0になります。
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大半のHSGnnデバイスは，問題なく動作し続けます。負荷が重く，約 24個以上の
LUNがHSGに構成されていて，HSGコントローラのハングアップや障害が発生す
るサイトでは，コントローラを再構成して， LUNの数を少なくするか，HSGの負
荷が重くならないように I/Oを分散させると，ハングアップや障害を防止できる可能
性があります。

この問題は，弊社のエンジニア・グループで調査を行っています。

6.14 Open3Dグラフィックのライセンス方式の変更

V8.2

これまで， 3Dグラフィック表示機能は，OpenVMSオペレーティング・システムと
は別にライセンスしていました。Open3Dレイヤード・プロダクトは，最初の提供時
から，オペレーティング・システムとは別のライセンスが必要でした。Open3Dソフ
トウェアをOpenVMSオペレーティング・システムの一部として出荷を開始したとき
も， 3Dグラフィック表示機能は，別のライセンス機能とされました。このようなラ
イセンス方式の例としては， 3X-PBXGG-AA ATI RADEON 7500 PCI 2D/3Dグラフ
ィック・アダプタによるグラフィック表示機能をサポートするためのOpen3Dライセ
ンスがあります。

OpenVMS Version 8.2からは， AlphaServersと Integrityサーバのいずれについて
も， 3Dグラフィック表示機能はオペレーティング・システムとともにライセンスさ
れます。したがって， OpenVMS Version 8.2にはOpen3Dの個別のライセンスはあ
りません。以前のバージョンのOpenVMSで 3D表示操作を行うためには，Open3D
ライセンスをシステムにインストールする必要があります。

弊社は，標準契約またはMature Product SupportのOpenVMS Version 7.3-2とと
もに出荷された 3Dデバイス・ドライバについては，サポート契約内容に従ってサ
ポートを継続します。以下のアダプタのデバイス・ドライバは，OpenVMS Version
7.3-2とともに出荷されています。

• PowerStorm 300および 350 PCIグラフィック・アダプタ (SN-PBXGD)

• ATI RADEON 7500 PCIおよび AGPグラフィック・アダプタ (3X-PBXGG)

これらのアダプタはOpenVMS Version 8.2でも 3Dグラフィック表示が可能です
が，ライセンスは不要です。さらに，OpenVMS Version 8.2では，以下の 2Dグラ
フィック・アダプタもサポートを継続します。

• ELSA Gloria Synergy (SN-PBXGK)

• 3Dlabs Oxygen VX1 (SN-PBXGF)
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ATI RADEON 7500 PCIグラフィック・アダプタは，OpenVMS I64 Version 8.2で
も近日中にサポートされる予定です。現在はテストを実施中です。このグラフィッ
ク・カードがサポートされるようになった時点で，次のWebサイトでお知らせしま
す。

http://h71000.www7.hp.com/new/

6.15 OpenVMS用のPowerStorm 300/350 PCIグラフィック・サポー
ト

V8.2

OpenVMS Alphaを実行している Compaq Workstationでの PowerStorm 300
/350 PCIグラフィック・コントローラのサポートに関する注意事項については，
『PowerStorm 300/350 OpenVMS Graphics Release Notes Version 2.0』を参照して
ください。リリース・ノート，およびインストール・ガイドは，グラフィック・カー
ドとともに発送されます。

Open3Dのライセンスはチェックされない
OpenVMS Version 8.2以降では， 3D (OpenGL)サポートのライセンスは，
OpenVMSのライセンスの一部として含まれています。詳細は，第 6.14節を参照
してください。

論理名 DECW$OPENGL_PROTOCOLの定義
3Dグラフィック・アプリケーションを実行して， PowerStorm 350/300グラフィッ
ク・カードを備えたシステムに出力を表示する場合，アプリケーションを実行してい
るシステム上で，論理名DECW$OPENGL_PROTOCOLが次のように定義されてい
ることを確認してください。

$ DEFINE DECW$OPENGL_PROTOCOL DECW$OPENGL_PROTOCOL_V11

問題の修正
P350はセッションの終了時に，再初期化に失敗することがありました。

この問題は以下の 2点の変更で修正されました。

• デバイス固有の riCloseScreen関数に vmsCloseScreenの呼び出しを追加しまし
た。 riCloseScreen関数は， CDEセッションの終了時などに呼び出されます。
vmsCloseScreenはGBデバイスへのチャネルの割り当てを解除し，ドライバがボ
ードを正しく再初期化できるようにします。

• デバイス・ドライバのピクセル・コンバータ同期アルゴリズムが大きく改善され
ました。
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6.16 RFnn DSSIディスク・デバイスとコントローラ・メモリのエラ
ー

V6.2

RF31T， RF31T+， RF35， RF35+， RF73， RF74 DSSIディスク・デバイスの以
前のバージョンのマイクロコードには問題があります。この問題が原因で，データが
失われる可能性があり，これらのデバイスからデータを読み込むときに，デバイスで
コントローラ・メモリ・エラー (エラー検出/訂正 (EDC)エラーとも呼ばれる)が発生
していた場合，問題が発生することがあります。このエラーは仮想サーキットの閉鎖
やハードウェアの障害が原因で発生している可能性があります。

これらのデバイスを使用する場合は，マイクロコードのリビジョン・レベルを確認し
てください。マイクロコードのリビジョン・レベルが表 6–2に示されている値より低
い場合は，マイクロコードを更新してください。

RF31T， RF31T+， RF35+以外のすべてのモデルのマイクロコードは，最新の
OpenVMSバイナリ・ディストリビューション CD–ROMにあります。

DSSIディスク・デバイスのマイクロコード・リビジョン・レベルを表示するユーテ
ィリティ・プログラムである RF_VERSユーティリティも同じ CD–ROMに格納され
ています。このユーティリティ・プログラムの使用法とマイクロコードの更新方法に
ついては，ここで説明します。

注意

RF31T， RF31T+， RF35+ディスク・ドライブを使用し，マイクロコードの
バージョンがサポートされないバージョンであり (表 6–2を参照)，サポート
契約を結んでいるお客様の場合には，弊社のサポート担当者にお問い合わせ
ください。サポート契約を結んでいないお客様の場合には，公認代理店にお
問い合わせください。

DSSIディスクのマイクロコードのうち，表 6–2に示したリビジョン・レベル以上が
サポートされます。

表 6–2 サポートされるマイクロコードのレベル

デバイス・タイプ サポートされるマイクロコードの最小リビジョン・レベル

RF31T T387E

RF31T+ T387E

RF35 T392D

RF35+ T392D

RF36 V427P

RF73 T392D

RF74 V427P
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DSSIディスク・デバイスのマイクロコード・リビジョン・レベルを表示するには，
次の手順を実行します。

1. SYSTEMアカウントにログインするか，または CMKRNL特権，DIAGNOSE特
権， SYSPRV特権がある他のアカウントにログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

$ SET PROCESS /PRIVILEGE=(DIAGNOSE,CMKRNL,SYSPRV)
$ SHOW DEVICE FYA0:

VAXシステムで SHOW DEVICEコマンドを実行してエラーが発生した場合に
は，次のコマンドを入力します。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSGEN
SYSGEN> CONN FYA0/NOADAP
SYSGEN> ^Z

Alphaシステムで SHOW DEVICEコマンドを実行してエラーが発生した場合に
は，次のコマンドを入力します。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
SYSMAN> IO CONNECT FYA0: /NOADAP
SYSGEN> ^Z

次の例に RF_VERSユーティリティが出力する内容を示します。

Program Name: RF_VERS
Revision Level: V1.2s

NOTICE: This program does not currently support the RF72 or any
HSDxx controllers. See next version for support.

DSSI disks currently on this system as seen by RF_VERS

Device Node Status Hardware Firmware
Name Name Type Version

_$22$DIA7: R4JL2I mounted RF73 T387A
_$22$DIA6: R4I0BG mounted RF73 T387A
_$22$DIA8: R4XLWE mounted RF73 T387A
_$22$DIA2: R4FCZK mounted RF73 T387A
_$22$DIA3: R4CKCG mounted RF73 T387A
_$22$DIA4: R4ZKUE mounted RF73 T387A
_$22$DIA9: R4GYYI mounted RF73 T387A
_$22$DIA1: R4XRYI mounted RF73 T387A

デバイスのマイクロコードを更新するには，表 6–3でデバイスとプラットフォームに
対応するコマンドを確認し，使用します。

重要

マイクロコードを更新する場合は，あらかじめディスクのバックアップを作
成してください。
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表 6–3 DSSIディスク・デバイスのマイクロコードを更新するコマンド

デバイス・タ
イプ プラットフォーム コマンド

RF35 Alpha $RUN SYS$ETC:RF35_T392F_DEC_ALPHA.EXE

RF35 VAX $RUN SYS$ETC:RF35_T392F_DEC.EXE

RF36 Alpha $RUN SYS$ETC:RF36_V427P_DEC_ALPHA.EXE

RF36 VAX $RUN SYS$ETC:RF36_V427P_DEC.EXE

RF73 Alpha $RUN SYS$ETC:RF73_T392F_DEC_ALPHA.EXE

RF73 VAX $RUN SYS$ETC:RF73_T392F_DEC.EXE

RF74 Alpha $RUN SYS$ETC:RF74_V427P_DEC_ALPHA.EXE

RF74 VAX $RUN SYS$ETC:RF74_V427P_DEC.EXE

重要

SCSI_INFO.EXE， RF_VERS.EXEをはじめ，表 6–3に示されているファ
イルは絶対に削除しないでください。これらのファイルを削除すると，
VAXシステムでは VMSKITBLD.COMがファイルを検索することができな
くなります。同様に， Alphaシステムでは AXPVMS$PCSI_INSTALLと
AXPVMS$PCSI_INSTALL_MINでの PRODUCT INSTALLコマンドが失敗し
ます。

6.17 RZnnディスク・ドライブの考慮事項

ここでは，各種の RZディスク・ドライブに関する注意事項について説明します。

6.17.1 RZ25Mと RZ26Nディスク・ドライブ:推奨事項

V7.1

DWZZAとロング・ディファレンシャル SCSIバスを含む構成を使用して，弊社がサ
ポートする SCSIディスク・ドライブをテストしたところ， 2台のドライブ (RZ25M
と RZ26N)でバス・フェーズに関する問題が検出されました。そのため，DWZZAを
接続するディファレンシャル・バスの長さが 20メートル以上の構成では，これらの
ドライブを使用しないでください。

この勧告は RZ25Mおよび RZ26Nドライブにのみ適用されます。OpenVMS SPD
に，サポートされるドライブとしてリストされている他のすべてのディスク・ドライ
ブは， SCSI-2仕様の上限のバスの長さまで使用できます。
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6.17.2 RZ26Nおよび RZ28Mディスク:推奨ファームウェア・サポート

V6.2-1H3

RZ26Nおよび RZ28Mディスクを使用する場合には，ファームウェアのリビジョン・
レベルは 0568以上をお勧めします。

これらのディスクで最新のファームウェア・リビジョン・レベルが使用されていない
場合には，問題が発生する可能性があります。

6.17.3 RZ26Lおよび RZ28ディスク:マルチホストで使用するために必要なファー
ムウェア

V6.2

OpenVMS Clusterのマルチホスト SCSIバスに RZ26Lまたは RZ28ディスクを取り
付ける場合，ディスクに必要なファームウェア・リビジョンは，最低でも 442です。

ここでは，一部の RZ26Lおよび RZ28ドライブでファームウェアを更新するために
使用する手順について説明します。この手順を使用できるのは，ドライブがホスト・
システムの SCSIアダプタに直接接続されている場合だけです。インテリジェント・
コントローラ (HSZ40やKZPSCなど)を介して接続されているドライブは，この手
順では更新できません。ファームウェアの別の更新手順があるかどうかについては，
インテリジェント・コントローラのドキュメントを参照してください。

重要

ファームウェア・リビジョン・レベル 442に安全にアップグレードできるの
は，特定の RZ26Lおよび RZ28ファームウェア・リビジョンだけです。使
用中のディスクをファームウェア・リビジョン・レベル 442にアップグレー
ドできるかどうか判断するには，第 6.17.3.1項を参照してください。ディス
クがファームウェア・リビジョン・レベル 442をサポートできる場合は，第
6.17.3.2項で説明している RZTOOLSユーティリティを使用して，ディスク
のファームウェアを更新します。

6.17.3.1 ファームウェア・リビジョン・レベル 442の必要条件

ファームウェア・リビジョン・レベル 442に安全にアップグレードできるのは，
表 6–4に示したディスク・ドライブとファームウェア・リビジョン・レベルの組み合
わせだけです。他の組み合わせで更新手順を実行すると，ディスクを永久に破損する
可能性があります。
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表 6–4 リビジョン・レベル 442ファームウェアの互換性

ディスク・ドライブ ファームウェア・リビジョン ディスク・ファイル名

RZ26L 440C RZ26L_442D_DEC.FUP

RZ28 441Cまたは D41C
435または 436

RZ28_442D_DEC2104.FUP
RZ28P4_442C_DEC.FUP

6.17.3.2 ファームウェア・リビジョン・レベル 442のインストール手順

使用しているディスクでリビジョン・レベル 442ファームウェアが必要かどうか，安
全にアップグレードできるかどうかを判断した後，次の手順を実行してファームウェ
アを更新します (アップグレードするディスクのファイル名については，表 6–4を参
照してください)。

$ RZTOOLS_ALPHA :== $SYS$ETC:RZTOOLS_ALPHA
$ RZTOOLS_ALPHA DKB500 /LOAD=SYS$ETC:filename.FUP
Read in 262144 bytes.
Current FW version - X440C
Upgrading to - DEC0
Loading code ......
New code has been sent to the drive.

6.18 ZLXグラフィック・ボードのサポート

V8.2

次のグラフィック・コントローラ・ボード・ファミリは，OpenVMS Version 8.2で
はサポートされていません。

• ZLX-Mシリーズ (PixelVision): ZLX-M1 (PMAGC-AA)， ZLX-M2 (PMAGC-BA)

• ZLX-Lシリーズ (PixelVision Lite): ZLX-L1 (PMAGC-DA)， ZLX-L2 (PMAGC-
EA)

• ZLXp-Lシリーズ (PixelVision PCI): ZLXp-L1 (PBXGC-A)， ZLXp-L2 (PBXGC-
B)

OpenVMS Version 8.2では，以下のグラフィック・コントローラ・ボード・ファミ
リ用に，OpenVMSと一緒に出荷される基本的な 2D機能を使用した 2Dサポートの
みが提供されます。以下のボード用に 2Dサポートを利用する目的でOpen3Dをイン
ストールしないでください。

• ZLX-Eシリーズ (FFB): ZLX-E1 (PMAGD-AA)， ZLX-E2 (PMAGD-BA)，
ZLX-E3 (PMAGD-CA)

• ZLXp-Eシリーズ (TGA): ZLXp-E1 (PBXGA-A)， ZLXp-E2 (PBXGA-B)，
ZLXp-E3 (PBXGA-C)

• ZLX2-Eシリーズ (TGA2): PowerStorm 3D30 (PBXGB-AA)， PowerStorm 4D20
(PBXGB-CA)
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第 A.1節の関連する注意事項も参照してください。

6.19 OpenVMSデバイス・ドライバの再コンパイルと再リンク

ここでは，OpenVMSデバイス・ドライバの再コンパイルと再リンクに関する注意事
項について説明します。

第 5.3節の関連する注意事項も参照してください。

6.19.1 Alphaおよび VAXの SCSIデバイス・ドライバ

V7.3-1

OpenVMSの以前のバージョンのすべてのOpenVMS Alpha SCSIデバイス・ドライ
バがOpenVMS Version 7.3-1以降で正しく動作するには，再コンパイルと再リンク
が必要です。

OpenVMS Alpha Version 7.0より前のバージョンからアップグレードしている
OpenVMS Alpha SCSIドライバがある場合は，第 6.19.2項を参照してください。

OpenVMS Version 7.1では，すべてのOpenVMS VAX SCSIデバイス・ドライバの
再コンパイルと再リンクが必要でした。OpenVMS Version 7.1で実行できるように
再コンパイルと再リンクされたOpenVMS VAXデバイス・ドライバは，OpenVMS
Version 7.3以降でも正しく動作します。

6.19.2 OpenVMS Alphaデバイス・ドライバ

V7.1

OpenVMS Alpha Version 7.0で実行できるように再コンパイルおよび再リンクされ
たデバイス・ドライバは，OpenVMS Alpha Version 7.1以降で実行できるようにす
るためにソース・コードを変更したり，再コンパイルや再リンクしたりする必要があ
りません (ただし， Alpha SCSIドライバについては，再コンパイルと再リンクが必
要です。第 6.19.1項を参照してください)。

OpenVMS Alpha Version 7.0より前のリリースのデバイス・ドライバのうち，
OpenVMS Alpha Version 7.0に対応するよう再コンパイルおよび再リンクされてい
ないデバイス・ドライバをOpenVMS Alpha Version 7.1以降で実行するには，再コ
ンパイルと再リンクが必要です。

OpenVMS Alpha Version 7.0では，OpenVMS Alpha特権インタフェースと構造体
が大幅に変更されました。これらの変更の結果，OpenVMS Alpha Version 7.0より
前のリリースのデバイス・ドライバでは， OpenVMS Alpha Version 7.0以降で正し
く動作するように，ソース・コードを変更する必要があります。カスタマが作成した
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ドライバのソースの変更が必要となるOpenVMS Alpha Version 7.0の変更点の詳細
については，『OpenVMS Guide to Upgrading Privileged-Code Applications』を参
照してください。

6.20 MONバージョンのデバイス・ドライバの処理

V7.3

OpenVMS Version 7.3では， SYSTEM_CHECKを有効化すると，
SYS$nnDRIVER_MON.EXEという形式の名前を持つデバイス・ドライバ・イ
メージがシステム・ローダによって自動的に読み込まれます。対応する_MONバージ
ョンが存在しない場合は，デフォルトのイメージ名 SYS$nnDRIVER.EXEが使用さ
れます。

6.21 スレッド単位のセキュリティがAlphaデバイス・ドライバに与え
る影響

V7.2

スレッド単位のセキュリティがOpenVMS Alphaデバイス・ドライバに与える影響に
ついては，第 5.3.7項を参照してください。

6.22 OpenVMS Alphaドライバのデバイス IPLの設定

V6.2

PCI， EISA， ISAバスをサポートする Alphaハードウェア・プラットフォームで
は， 20または 21という異なる IPLで I/Oデバイスへの割り込みが発生します。デバ
イスへの割り込みが発生する IPLは，デバイスをプラットフォーム間で移動したと
きに変わる可能性があります。ドライバがデバイス IPLを 20であると宣言した後，
I/Oデバイスへの割り込みが IPL 21で発生するマシンでそのドライバを実行すると，
問題が発生します。

この問題に対する最も簡単な対処法は， PCI， EISA， ISAのデバイス・ドライバで
IPL 21を使用することです。この方法は， I/Oデバイスへの割り込みが IPL 20で発
生するプラットフォームでも， I/Oデバイスへの割り込みが IPL 21で発生するプラ
ットフォームでも，正しく動作します。

OpenVMS Alphaの将来のリリースでは，ドライバがデバイス IPLを動的に判断する
ための，プラットフォームに依存しない機能が提供される予定です。
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6.23 CRCTXルーチンの機能の強化

V7.1-2

Counted Resource Context Block (CRCTX)構造体の管理に使用できるシステ
ム・ルーチンが強化されました。次のルーチンが， CRCTX構造体のステータス
(CRCTX$V_ITEM_VALID)を設定およびチェックするようになりました。

• IOC$DEALLOC_CRCTX

• IOC$ALLOC_CNT_RES

• IOC$DEALLOC_CNT_RES

• IOC$LOAD_MAP

これらのルーチンは次のように変更されました。

有効な CRCTXステータス (CRCTX$V_ITEM_VALIDを 1に設定)で
IOC$DEALLOC_CRCTXを呼び出すと，サービスは不正なステータスを返しま
す。 SYSBOOTパラメータ SYSTEM_CHECKが設定されている場合には，システム
障害が発生します。このため，割り当てが解除されていない有効なリソースがあると
きに，ユーザが CRCTXの割り当てを誤って解除することを防止できます。

IOC$ALLOC_CNT_RESは，無効な CRCTXステータス (CRCTX$V_ITEM_VALID
を 0に設定)で呼び出さなければなりません。有効なステータスでこのルーチンを呼
び出すと，OpenVMSはこの CRCTXによってマップされたリソースをユーザが手放
すものと解釈します。OpenVMSは新しいリソースを割り当てず，不正なステータス
を返します。 SYSTEM_CHECKが設定されている場合には，システム障害が発生し
ます。 IOC$ALLOC_CNT_RESは有効ビットを設定してから戻ります。

IOC$DEALLOC_CNT_RESは，有効な CRCTXステータス (CRCTX$V_
ITEM_VALIDを 1に設定)で呼び出さなければなりません。無効な CRCTXで
IOC$DEALLOC_CNT_RESを呼び出すと，OpenVMSは他のパラメータが有効でな
いものと解釈し，不正ステータスを返します。 SYSTEM_CHECKがセットされてい
る場合には，システム障害が発生します。 IOC$DEALLOC_CNT_RESは有効ビット
をクリアしてから戻ります。

IOC$LOAD_MAPは有効な CRCTXで呼び出さなければなりません。無効な CRCTX
(CRCTX$V_ITEM_VALIDを 0に設定)で呼び出すと，他のパラメータも無効であ
ると解釈され，不正ステータスが返されます。 SYSBOOTパラメータ SYSTEM_
CHECKがセットされている場合には，システム障害が発生します。

これらの変更により，デバイス・サポート・アプリケーションや特権付きコード・
アプリケーションの開発者は，OpenVMSで汎用リソースとして取り扱われる
scatter gatherレジスタの割り当てを解除する必要があるかどうか判断できます。
CRCTX$V_ITEM_VALIDビットがセットされている場合は， IOC$DEALLOC_
CNT_RESを呼び出さなければなりません。
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リタイア製品情報

この付録では，すでにサポートが中止されたOpenVMS製品およびサポートの中止が
予定されているOpenVMS製品についてお知らせします。また，アーカイブ扱いにな
ったマニュアルを検索する方法についても説明します。

フリーウェア
製品のサポートが中止されると，弊社はそれらの製品に対する問題に関する報告を受
け付けず，またそのような報告への対処も行いません。しかし，独自の開発やサポー
トを目的に，以前の製品のソース・コードを必要とされるお客様に対しては，契約上
その他の状況で受け入れ可能な場合，多くの旧製品のインストール・キットやソー
ス・コードをOpenVMS Freewareとして次の形態で提供しています。

• OpenVMSオペレーティング・システムに添付される Freewareの媒体

• 次のアドレスのWebサイト

http://www.hp.com/go/openvms/freeware/

A.1 Compaq Open3Dレイヤード・プロダクトはVersion 8.2ではサポ
ートされない

V8.2

OpenVMS Version 8.2では，レイヤード・プロダクトの Compaq Open3D for
OpenVMS Alpha V4.9Bおよびそれ以前のバージョンは，サポートされなくなりまし
た。ただし，Mature Product Support (MPS)の下でOpenVMS Versions 6.2およ
び 7.3-2でのサポートを継続します。この製品と，OpenVMS Version 8.2に統合さ
れ， PowerStorm 300， PowerStorm 350，および ATI RADEONなどの新しいカー
ドをサポートするOpen3D製品とを混同しないようにしてください。サポートされな
くなった製品は，OpenVMS Version 7.3-2以降のリリースでの PixelVision， FFB，
TGA，および TGA2ベースのグラフィックの 3Dサポートです。第 6.18節の関連す
る注意事項を参照してください。

サポートされていないOpen3D製品がシステムにインストールされている場合は，
問題が発生する可能性があります。たとえば，DECwindowsディスプレイ・サーバ
は， CPUを多用するループ内でハングアップすることがあります。使用中のバージ
ョンのOpenVMSにOpen3Dがすでにインストールされている場合に，OpenVMS
Version 8.2へアップグレードする予定であれば，ターゲット・システムに次のグラ
フィック・コントローラ・ボードがインストールされていないことをまず確認しなけ
ればなりません。
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A.1 Compaq Open3Dレイヤード・プロダクトは Version 8.2ではサポートされない

• ZLX-Mシリーズ (PixelVision): ZLX-M1 (PMAGC-AA)， ZLX-M2 (PMAGC-BA)

• ZLX-Lシリーズ (PixelVision Lite): ZLX-L1 (PMAGC-DA)， ZLX-L2 (PMAGC-
EA)

• ZLXp-Lシリーズ (PixelVision PCI): ZLXp-L1 (PBXGC-A)， ZLXp-L2 (PBXGC-
B)

A.2 Open3Dグラフィックのライセンス方式の変更

V8.2

OpenVMS Version 8.2から， 3Dグラフィック表示機能のライセンスは，
AlphaServerと Integrityサーバのいずれの場合も，オペレーティング・システ
ムのライセンスに含まれます。したがって， OpenVMS Version 8.2ではOpen3Dの
単独のライセンスは入手できません。

詳細については第 6.14節を参照してください。

A.3 DECamdsはOpenVMS Version 8.2ではサポートされない

V8.2

OpenVMS Version 8.2では，DECamdsはサポートされません。弊社では，
DECamdsの代わりに Availability Managerを使用することをお勧めします。
Availability Managerについての情報は，次のWebサイトを参照してください。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/products/availman/

A.4 DECeventはサポートされない

V8.2

DECeventとDIAGNOSEコマンドは，OpenVMS Version 8.2ではサポートされま
せん。

DECeventの代替機能としては，次のツールがあります。

• System Event Analyzer (SEA)

SEAは，OpenVMSとそれ以降のハードウェア・プラットフォーム (たとえば，
すべての I64プラットフォーム,および AlphaのDSnn， ESnn，および大半の
GSnnプラットフォーム)でサポートされるエラー・ログ分析ツールになりまし
た。
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SEAを含め，最新のハードウェア・サポートを利用するには，入手できる最新の
WEBESをインストールしてください。最低でも， AlphaシステムではWEBES
Version 4.2以上， I64システムではWEBES Version 4.4以上が必要です。

SEAのオペレーティング・システム要件と，サポートされるハードウェアについ
ての詳細は，WEBESのインストレーション・ガイドを参照してください。この
ドキュメントは，他のWEBESドキュメントとともに，次のWebサイトにありま
す。

http://www.hp.com/services/webes

• Error Log Viewer (ELV)

ELVを使用すると，新しいハードウェア・プラットフォーム上で作成されたエラ
ー・ログ・ファイルを素早く調べることができます。 ELVはOpenVMSオペレ
ーティング・システムに統合されており，DCLコマンドの ANALYZE/ERROR_
LOG/ELVを入力することでアクセスできます。

ELVの詳細は，『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニ
ュアル』の ELVの章を参照してください。

A.5 2004年12月にDECwriteのサービス期間が終了

V8.2

DECwriteは， 2004年 12月 31日でサービス期間が終了し， Software Product
Libraryから削除されました。

A.6 Error Log Report Formatter (ERF)のサポート終了

V8.2

Error Log Report Formatter (ERF)はサポートされなくなりました。OpenVMS
Version 7.2より前のシステムで作成されたログを，この製品で処理する必要がある
場合は，次の Freeware Webサイトから ERFドキュメントにアクセスできます。

http://www.hp.com/go/openvms/freeware/

ERFは Error Log Viewer (ELV)に置き換わりました。詳細については，オンライン
ヘルプで ANALYZE/ERROR_LOG/ELVを参照するか，『OpenVMSシステム管理ユ
ーティリティ・リファレンス・マニュアル』を参照してください。

ERFを使用する前に， ELVまたはDECeventの一部である Binary Error Log
Translationユーティリティを使用してエラー・ログ・ファイルを変換する必要があ
ります。DECeventとDIAGNOSEコマンドはサポートされなくなりましたが，これ
らのツールを必要とするユーザは，次の Feeware Webサイトから，ソフトウェアと
関連ドキュメントをダウンロードすることができます。
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A.6 Error Log Report Formatter (ERF)のサポート終了

http://www.hp.com/go/openvms/freeware/

DECeventソフトウェアをインストールするまでは，DIAGNOSEコマンドを使用す
るとエラーが出力されます。

A.7 ISA_CONFIG.DATのサポートの将来のリリースでの中止

V7.1

SYS$MANAGER:ISA_CONFIG.DATファイルを使用して ISAデバイスを構成する
機能は，OpenVMS Alphaの将来のリリースではサポートされなくなります。このフ
ァイルを使用している場合は，コンソールから ISACFGユーティリティと，デバイ
ス・ドライバをロードするための新しいファイル・ベースの自動構成方式を使用する
ように変換しなければなりません (『Writing OpenVMS Alpha Device Drivers in C』
を参照)。

A.8 POSIX 1003.4a Draft 4インタフェースのサポート中止

V7.0

Compaq POSIX Threads Library (以前のDECthreads)の POSIX 1003.4a，Draft 4
("d4")インタフェースは，将来のリリースでサポートされなくなる予定です。 POSIX
1003.4a，Draft 4インタフェースを使用して作成されたアプリケーションは，
POSIXスレッド・ライブラリで提供される新しい POSIX 1003.1c標準 ("pthread")
インタフェースに移行する必要があります。このリリースでは，移行を支援するため
に，Draft 4 POSIX 1003.4a インタフェース用の互換モードが提供されます。この互
換モードは，将来のリリースでは削除されます。

A.9 ビジュアル・スレッド: Version 8.2ではサポートされない

V8.2

OpenVMS I64システムやOpenVMS Alpha Version 8.2ではビジュアル・スレッド
はサポートされません。OpenVMS Alpha Version 7.3-2が，ビジュアル・スレッド
がサポートされる最後のバージョンです。

A.10 アーカイブ扱いのマニュアル

V8.2
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A.10アーカイブ扱いのマニュアル

製品の製造が中止され，オペレーティング・システムが進化するにつれて，
OpenVMSマニュアルの一部はアーカイブ扱いになります。アーカイブ扱いのマニュ
アルはそれ以降保守されず，OpenVMSドキュメンテーション・セットには含まれま
せん。ただし，次のWebサイトに保管されています。

http://www.hp.com/go/openvms/doc

左のサイド・バーにある‘‘Archived documents’’をクリックすると，アーカイブ扱いの
マニュアルを参照できます。

OpenVMS Version 8.2のリリースに伴なって，以下のマニュアルがアーカイブ扱い
になりました。

『VAX MACRO and Instruction Set Reference Manual』
『OpenVMS VAX RTL Mathematics (MTH$) Manual』
『OpenVMS VAX System Dump Analyzer Utility Manual』
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B
インターロックされたメモリ命令の使用 (Alphaのみ)

インターロックされたメモリ命令を使用するための厳密な規則は，『Alpha
Architecture Reference Manual, Third Edition (AARM)』に説明されています。
Alpha 21264 (EV6)プロセッサと将来のすべての Alphaプロセッサは，これらの規則
で決められている必要条件に関して，以前のプロセッサよりさらに厳しくなってい
ます。この結果，以前は規則に準拠していなくても正常に動作していたコードが，
21264以上のプロセッサを搭載したシステムでは正しく実行できないことがありま
す。このような規則に準拠していないコード・シーケンスが発生することは，非常に
まれであると考えられています。 21264プロセッサは，OpenVMS Alpha Version
7.1-2より前のバージョンではサポートされません。

規則に従っていないコードを実行すると，インタープロセッサ・ロックが使用される
ときに，プロセッサ間の同期が失われる可能性があり，インターロックされたシーケ
ンスが常にエラーになる場合は，無限ループになることがあります。 BLISSコンパ
イラの以前のバージョン，MACRO–32コンパイラとMACRO–64アセンブラの一部
のバージョンでコンパイルされたプログラムや，一部のHP Cおよび C++プログラム
のコード・シーケンスで，このような動作が発生することがあります。

影響を受けるコード・シーケンスでは， LDx_L/STx_C命令を，アセンブリ言語ソー
スで直接，またはコンパイラで生成されたコードで使用しています。インターロック
された命令を使用する可能性の高いアプリケーションは複雑であるか，マルチスレッ
ドされたアプリケーションであるか，または高度に最適化された固有に作成したロッ
クおよび同期化手法を使用しているデバイス・ドライバです。

B.1 必要なコード・チェック

OpenVMSでは， 21264プロセッサで実行されるコードにこのようなシーケンスがな
いかどうか確認してください。プロセス間ロック，マルチスレッド，プロセッサ間通
信を行うコードでは，特に注意する必要があります。

Alpha実行可能プログラムを分析して，規則に準拠していないコード・シーケンスが
あるかどうか調べるために， SRM_CHECKツールが開発されました。このツール
は，エラーが発生する可能性のあるシーケンスを検出し，エラーを報告し，問題のあ
るシーケンスのマシン・コードを表示します。
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B.2 コード分析ツール (SRM_CHECK)の使用

SRM_CHECKツールは，OpenVMS Alpha Version 7.3-2 Operating Systemの次の
場所にあります。

SYS$SYSTEM:SRM_CHECK.EXE

SRM_CHECKツールを実行するには，フォーリン・コマンドとして定義 (または
DCL$PATH機能を使用)し，チェックするイメージの名前を指定して起動します。
問題が検出されると，マシン・コードが表示され，イメージ情報の一部が印刷されま
す。次の例では，このツールを使用してmyimage.exeというイメージを分析する方
法を示しています。

$ define DCL$PATH []
$ srm_check myimage.exe

このツールでは，ワイルドカード検索がサポートされます。ワイルドカード検索を開
始するには，次のコマンド行を使用します。

$ srm_check [*...]* -log

チェックされたイメージのリストを作成するには， -log修飾子を指定します。
-output修飾子を使用すれば，出力をデータ・ファイルに書き込むことができます。
たとえば，次のコマンドは出力を CHECK.DATという名前のファイルに書き込みま
す。

$ srm_check ’file’ -output check.dat

このイメージのMAPファイルを調べれば，ツールからの出力を使用して，このシー
ケンスを生成したモジュールを検索することができます。表示されるアドレスは，
MAPファイルから見つけることができるアドレスに直接対応しています。

次の例に， SYSTEM_SYNCHRONIZATION.EXEというイメージに対して，分析ツ
ールを使用した結果できる出力を示します。

** Potential Alpha Architecture Violation(s) found in file...
** Found an unexpected ldq at 00003618
0000360C AD970130 ldq_l R12, 0x130(R23)
00003610 4596000A and R12, R22, R10
00003614 F5400006 bne R10, 00003630
00003618 A54B0000 ldq R10, (R11)
Image Name: SYSTEM_SYNCHRONIZATION
Image Ident: X-3
Link Time: 5-NOV-1998 22:55:58.10
Build Ident: X6P7-SSB-0000
Header Size: 584
Image Section: 0, vbn: 3, va: 0x0, flags: RESIDENT EXE (0x880)
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system_synchronization.exeのMAPファイルには，次の情報が格納されます。

EXEC$NONPAGED_CODE 00000000 0000B317 0000B318 ( 45848.) 2 ** 5
SMPROUT 00000000 000047BB 000047BC ( 18364.) 2 ** 5
SMPINITIAL 000047C0 000061E7 00001A28 ( 6696.) 2 ** 5

アドレス 360Cは SMPROUTモジュールにあり， 0～ 47BBのアドレスが格納され
ています。モジュールから出力されたマシン・コードを確認することで，コードの位
置を調べ，リスト行番号を使用して，対応するソース・コードを識別することができ
ます。 SMPROUTのベースが 0以外の場合は，アドレス (この場合は 360C)からベ
ースを減算して，リスト・ファイル内での相対アドレスを求める必要があります。

このツールは，可能性のある違反を出力の中で報告します。 SRM_CHECKは通常，
セクションの属性によってイメージ内のコード・セクションを識別することができま
すが，OpenVMSイメージの場合は，同じ属性を持つデータ・セクションが格納され
ることがあります。この結果， SRM_CHECKはデータをコードであるかのようにス
キャンし，データ・ブロックを規則に準拠していないコード・シーケンスであると解
釈することがあります。このような状況はあまり発生することがなく，MAPとリス
ト・ファイルを調べることで検出できます。

B.3 規則に準拠していないコードの特徴

SRM_CHECKツールによって検出される規則に準拠しないコードは，次の 4つに分
類できます。これらの大部分は，新しいコンパイラで再コンパイルすることで修正で
きます。ソース・コードを変更しなければならないことがありますが，そのような場
合はまれです。コンパイラのバージョンの詳細については，第 B.5節を参照してくだ
さい。

• OpenVMSコンパイラの一部のバージョンでは，「ループ・ローテーション」と
呼ばれる最適化中に規則に準拠しないコード・シーケンスが発生します。この問
題が発生するのは， ASM関数を使用して C/C++ソースに埋め込まれているアセ
ンブリ言語コード内で LDx_L/STx_C命令を使用する Cまたは C++プログラム
の場合か，MACRO–32またはMACRO–64で作成されたアセンブリ言語の場合
だけです。 LDx_L命令と STx_C命令の間に分岐が発生していることもありまし
た。

この問題は再コンパイルすることで対処できます。

• 非常に古い BLISS，MACRO–32，DEC Pascal，またはDEC COBOLコンパイ
ラでコンパイルされた一部のコードには，規則に準拠しないシーケンスが含まれ
ていることがあります。これらのコンパイラの初期のバージョンには，コード・
スケジューリングのバグがあり， load_lockedの後にロードが誤ってスケジューリ
ングされていました。

この問題は再コンパイルすることで対処できます。
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• ごくまれに，空きレジスタの数が少なすぎる場合には，MACRO–32コンパイラ
は BBSSI命令または BBCCI命令に対して，規則に準拠しないコード・シーケン
スを生成することがあります。

この問題は再コンパイルすることで対処できます。

• MACRO–64またはMACRO–32が誤ってコーディングされ，アセンブリ言語が
ASM関数を使用して Cまたは C++ソースに組み込まれ，誤ってコーティングさ
れたために，エラーが発生することがあります。

この問題が発生する場合は，ソース・コードを変更しなければなりません。新し
いMACRO–32コンパイラは，規則に準拠しないコードに対して，コンパイル時
にフラグを付けます。

SRM_CHECKツールがイメージから違反を検出した場合は，適切なコンパイラを使
用してイメージを再コンパイルしなければなりません (第 B.5節を参照)。再コンパイ
ルした後，イメージを再び分析する必要があります。再コンパイルの後も違反が発生
する場合は，ソース・コードを調べ，コード・スケジューリング違反が発生する原因
を追求しなければなりません。その後，必要に応じてソース・コードを変更します。

B.4 コーディングの必要条件

『Alpha Architecture Reference Manual』では，プロセッサ間のデータの不可分な更
新を実行する方法を説明しています。特に『Third Edition』には，この問題に関する
さらに詳しい情報が含まれています。また，インターロックされたメモリ・シーケン
スの規則について詳しく説明されています。

次の 2つの必要条件が満たされない場合は，規則に準拠しないコードが生成されま
す。

• インターロックされたシーケンスで， LDx_L (load locked)命令と STx_C (store
conditional)命令の間にメモリ操作 (loadまたは store)を指定できない。

• LDx_L命令と STx_C命令の間で分岐を実行できない。このような場合は，分岐
を実行せずに， LDx_Lから STx_Cに「フォール・スルー」しなければならな
い。

ターゲットが LDx_Lとそれに対応する STx_Cの間にある分岐を実行すると，規
則に準拠しないシーケンスが作成される。たとえば，次の例で "label"への分岐を
実行すると，分岐命令自体がシーケンスの内部にあるか外部にあるかにかかわら
ず，規則に準拠しないコードが作成される。

LDx_L Rx, n(Ry)
...

label: ...
STx_C Rx, n(Ry)

B–4 インターロックされたメモリ命令の使用 (Alphaのみ)



インターロックされたメモリ命令の使用 (Alphaのみ)
B.4コーディングの必要条件

したがって， SRM_CHECKツールは次の条件を検索します。

• LDx_Lと STx_Cの間のメモリ操作 (LDx/STx)

• LDx_Lと STx_Cの間に宛先がある分岐

• 先行する LDx_L命令のない STx_C命令

これは通常， LDx_Lから STx_Cへ逆方向分岐が実行されることを示します。た
だし，デバイス・メールボックス書き込みを実行するハードウェア・デバイス・
ドライバは例外です。これらのドライバは， STx_Cを使用してメールボックスに
書き込みを実行します。この状況は初期の Alphaシステムでのみ検出され， PCI
ベースのシステムでは検出されません。

• LDx_Lと STxCの間にある余分な命令

AARMでは， LDx_Lと STx_Cの間の命令の数を 40未満にすることを推奨して
います。理論的には， 40より多くの命令があると，シーケンスが完了しないよう
にするためにハードウェア割り込みが発生します。しかし，実際にはこの状況が
発生したという報告はありません。

次の例に， SRM_CHECKでフラグが付けられたコードを示します。

** Found an unexpected ldq at 0008291C
00082914 AC300000 ldq_l R1, (R16)
00082918 2284FFEC lda R20, 0xFFEC(R4)
0008291C A6A20038 ldq R21, 0x38(R2)

この例では， LDQ命令が LDQ_Lの後， STQ_Cの前に検出されています。 LDQ
は，再コンパイルまたはソース・コードの変更によって，このシーケンスの外部に移
動しなければなりません (第 B.3節を参照してください)。

** Backward branch from 000405B0 to a STx_C sequence at 0004059C
00040598 C3E00003 br R31, 000405A8
0004059C 47F20400 bis R31, R18, R0
000405A0 B8100000 stl_c R0, (R16)
000405A4 F4000003 bne R0, 000405B4
000405A8 A8300000 ldl_l R1, (R16)
000405AC 40310DA0 cmple R1, R17, R0
000405B0 F41FFFFA bne R0, 0004059C

この例では， LDL_Lと STQ_Cの間から分岐が検出されています。この場合，
LDx_Lと STx_Cの間に，アーキテクチャで要求されている「フォール・スルー」パ
スがありません。

注意

LDx_Lから STx_Cへのこの逆向きの分岐は，「ループ・ローテーション」最
適化によって発生する，規則に準拠しないコードの特徴です。
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B.4コーディングの必要条件

次のMACRO–32ソース・コードは「フォール・スルー」パスがあるものの，ロッ
ク・シーケンス内に可能性のある分岐とメモリ参照があるために，規則に準拠しない
コードを示しています。

getlck: evax_ldql r0, lockdata(r8) ; Get the lock data
movl index, r2 ; and the current index.
tstl r0 ; If the lock is zero,
beql is_clear ; skip ahead to store.
movl r3, r2 ; Else, set special index.

is_clear:
incl r0 ; Increment lock count
evax_stqc r0, lockdata(r8) ; and store it.
tstl r0 ; Did store succeed?
beql getlck ; Retry if not.

このコードを修正するには， INDEXの値を読み込むためのメモリ・アクセスを最
初に LDQ_L/STQ_Cシーケンスの外部に移動しなければなりません。次に，ラベル
IS_CLEARへの， LDQ_Lと STQ_Cの間の分岐を取り除かなければなりません。こ
の場合， CMOVEQ命令を使用して分岐を取り除くことができます。 CMOVxx命令
はしばしば，単純な値の移動の周囲にある分岐を取り除くために役立っています。次
の例に，修正されたコードを示します。

movl index, r2 ; Get the current index
getlck: evax_ldql r0, lockdata(r8) ; and then the lock data.

evax_cmoveq r0, r3, r2 ; If zero, use special index.
incl r0 ; Increment lock count
evax_stqc r0, lockdata(r8) ; and store it.
tstl r0 ; Did write succeed?
beql getlck ; Retry if not.

B.5 コンパイラのバージョン

表 B–1は，規則に準拠しないコード・シーケンスを生成する可能性のあるコンパイラ
のバージョンと，再コンパイルするときに使用する推奨最小バージョンについて説明
します。

表 B–1 OpenVMSコンパイラのバージョン

旧いバージョン 推奨最小バージョン

BLISS V1.1 BLISS V1.3

DEC Ada V3.5 HP Ada V3.5A

DEC C V5.x DEC C V6.0

DEC C++ V5.x DEC C++ V6.0

DEC COBOL V2.4， V2.5， V2.6 DEC COBOL V2.8

(次ページに続く)
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B.5コンパイラのバージョン

表 B–1 (続き) OpenVMSコンパイラのバージョン

旧いバージョン 推奨最小バージョン

DEC Pascal V5.0-2 DEC Pascal V5.1-11

MACRO–32 V3.0 OpenVMS Version 7.1-2については V3.1
OpenVMS Version 7.2については V4.1

MACRO–64 V1.2 下記参照

MACRO–64アセンブラの現在のバージョンでも，ループ回転の問題が発生すること
があります。しかし，MACRO–64ではデフォルトでコードの最適化が実行されな
いので，この問題が発生するのは，最適化が有効に設定されている場合だけです。
SRM_CHECKがMACRO–64コードから規則に準拠しないシーケンスを検出した場
合は，最初に最適化せずに再コンパイルする必要があります。その後，再びテストし
てもシーケンスにフラグが付けられる場合は，ソース・コード自体に修正の必要な非
準拠シーケンスが含まれています。

21264プロセッサのある Alphaコンピュータでは，『Alpha Architecture Reference

Manual, Third Edition』に記載されている LDx_L命令および STx_C命令のインター
ロックされたメモリ・シーケンスの制限事項を厳密に守る必要があります。インター
ロックされたメモリ命令の使用がアーキテクチャのガイドラインに準拠するように，
MACRO–32 for OpenVMS Alpha Version 3.1コンパイラに，追加のチェックが盛り
込まれました。

『Alpha Architecture Reference Manual, Third Edition』の 4.2.4項に，インター
ロックされたメモリ・シーケンス内での命令の使用規則が説明されています。
MACRO–32 for OpenVMS Alpha Version 3.1コンパイラは，MACRO–32ソース・
コードから生成するコード内でこれらの規則に従います。ただし，このコンパイラは
EVAX_LQxLおよび EVAX_STxCの組み込みを用意しているため，これらの命令を
直接ソース・コードに記述することができます。

MACRO–32 for OpenVMS Alpha Version 4.1コンパイラは，準拠していないコー
ド・シーケンスを検出するために追加のコード・チェックを行い，警告メッセージを
表示するようになりました。

B.6 ALONONPAGED_INLINEまたはLAL_REMOVE_FIRSTによるコ
ードの再コンパイル

OpenVMS AlphaのMACRO–32コードのうち， SYS$LIBRARY:LIB.MLBマクロ・
ライブラリから ALONONPAGED_INLINEマクロまたは LAL_REMOVE_FIRSTマ
クロを起動するコードは，OpenVMS Version 7.2以降で再コンパイルして，これら
のマクロの正しいバージョンが取得されるようにしなければなりません。これらのマ
クロを変更すると，新しい Alpha 21264 (EV6)以上のプロセッサで検出される可能性
のある，同期化に関する問題を修正できます。
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B.6 ALONONPAGED_INLINEまたは LAL_REMOVE_FIRSTによるコードの再コンパイル

注意

EXE$ALONONPAGEDルーチン (またはその変形)を呼び出すソース・モジュ
ールは，再コンパイルする必要がありません。これらのモジュールは，ユー
ザに意識させることなく，このリリースに含まれているルーチンの正しいバ
ージョンを使用します。
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